


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　もくじ





プロローグ

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

エピローグ

あとがき









[image: 七人ミサキも恋をする]










　　　プロローグ




　一つ屋根の下、七人の女の子と一いつ緒しよに暮らしている。




　そんな輩やからがいるのだと聞いたら、世の男子諸しよ君くんはさぞかしイラッとすることだろう。

　しかも七人が七人とも、粒つぶぞろいの美少女だったり美女だったりするのだから尚なお更さらだ。爆ばく発はつしろ、もげろと言いたくなるのも無理はない。その気持ちは分かる。

　……だけど。

　それは大きな間ま違ちがいだと、当事者である俺は断言しよう。

　一見するとハーレムのように思われるかもしれないが、実際はそんな甘く幸せなイメージとは全まつたくの無む縁えんだ。女所帯に男一人では肩身が狭せまいとか、そんなレベルの問題ではない。代われるものなら喜んで代わろう。

　なぜならば──




　彼女達の目的は、俺を殺すことなのだから。
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　修しゆ羅ら場ばというものを実際に体験したことがある人は、いったいどれくらいいるだろうか。

　俺はある。

　というか、今まさに現在進行形でその真っ最中だ。

「すみません。私にはできません」

「はあっ!?　ふざけたこと言わないで！」

　凍こごえそうなほど冷たい空気の漂う薄うす暗ぐらい部屋の中、二人の少女が激しく言い争いをしていた。

「やりたくないって気持ちは分かるけど、そんなの今さらじゃない！」

「はい。我わが儘ままなのは承知しています。それでも、私にはできません」

「……分かったわ。じゃああんたは黙だまって見てて」

　少女の内の一人、茶色い髪かみの少女が俺に目を向ける。

「あんたがやれないって言うなら、代わりにあたしがやるから」

「駄だ目めです！　そんなこと絶対にさせません」

　その視線を遮さえぎるように、残ったもう片方──長い黒髪の少女が間に立ち塞ふさがった。

「いい加減にしてよ！　ルールを守れないんだったら、せめて邪じや魔ましないで！」

「…………申し訳わけありません」

　謝しや罪ざいの言葉こそ口にすれど、黒髪の少女は頑がんとして道を譲ゆずろうとしない。殺気さえこもった視線を真っ向から受け止め、二人は静かに、激しく睨にらみ合う。

　……。

　…………ええっと。

　いったい、何が起こってるんだ？

　緊きん迫ぱくした空気に圧倒されながら、俺はわけが分からず困こん惑わくするしかない。

　状況を整理しよう。ここは俺の部屋で、時計の針は午前六時を示している。寝起きだ。俺がベッドの上で目を覚さますと、すぐ近くで二人の少女が言い争いをしていたのだ。より詳くわしく言うと、争う声に起こされたわけだが、それはどうでもいいだろう。

　どう控ひかえめに表現しても、軽い口くち喧げん嘩かといった具合ではない。客観的に見たら痴ち情じようのもつれのようにも思えるけれど、それだけは絶対に違う。なぜなら俺は今まで生きてきた十六年間で、ただの一度もモテたことはないのだからな！　ちくしょうめ！

　それに家主そっちのけで争う二人の少女は、どちらも見覚えがない。俺とは全まつたくの初対面のはずだ。部屋が暗いためはっきりとは顔は見えないが、それでも自信を持って断言できるほど、二人ともかなり可愛かわいい。一ひと目めでも見たことがあれば忘れそうにない。

　となると、やはり不ふ審しん者しやという線が有力か。

　彼女達は二人組の泥どろ棒ぼうで、ここへ盗ぬすみに入ったものの、何らかの仲間割れを起こしたと考えるのが妥だ当とうかもしれない。可愛い女の子がコンビを組んで泥棒に入るのは不自然だと思う人もいるかもしれないが、レオタードを着た美人三姉妹の怪かい盗とうという前例もあるのだ。うむ。とても説得力に溢あふれた予想と言えよう。

　どうやら何かをやるやらないで、二人は揉もめているようだけど──

「……んん？」

　こっそりと彼女達を窺うかがった俺は、ふと、奇妙なことに気付く。

　段々と暗がりに目が慣れてきたことで、二人の姿がよく見えるようになったのだけど、それがよく見え過ぎるのだ。具体的には、黒くろ髪かみの少女で遮さえぎられているはずの、茶色い髪の少女の顔が見えると言うか。更さらに言うならば、茶色い髪の少女の、後ろの壁かべまでうっすらと見えている。

　ぶっちゃけた話、透すけてた。二人とも。

「なんだ。夢か」

　強引に理由付けをしようとしていたけれど、これが夢なのならば、このわけの分からない状況にも簡単に説明がつく。夢とはそういうものだからだ。

　これで万ばん事じ解決。あとは目が覚さめるのを待つだけ…………と自分に言い聞かせるのだが、胸の鼓こ動どうは落ち着くことなく、むしろバクバクとうるさいくらいに存在を主張する。全身に鳥とり肌はだが立ち、異常に喉のどが渇かわいた。カチカチと勝手に歯が鳴りそうになるのを、奥歯を嚙かみ締しめ必死で堪こらえる。

　な、なんなんだよ、これ。

　過か剰じように力を入れたことで、じんじんと痺しびれる顎あごがこれが夢ではなく現実なのだと主張する。眠ねむ気けは完全に消え去り、半分働いていなかった頭が急速に覚かく醒せいしていく。叶かなうことなら寝ぼけたままでいたかったけど、現実から目を背そむけるのはもう不可能だ。

　──二人の少女は人間じゃ、ない。

　どうしてそんな存在が俺の部屋にいるのか。その正体は何なのか。分からないことだらけだが、そんなことは今はどうでもいい。

　重要なのは、どうすればこの状況から逃れられるのか、だ。

　俺には超常的な力など宿っていないし、こんな異常事態と遭そう遇ぐうするのも初めてだ。そもそも霊れい的てきな存在そのものを、全まつたく信じていなかった。対処法などこれっぽっちも知りはしない。

　唯ゆい一いつの救いとしては、謎なぞの二人組はまだお互い睨にらみ合うのに夢中だということだ。俺が起きていることに気付いている様子はなく、このまま寝たふりを続けていれば、そのうちどこかへ去って行ってくれるかもしれない。いや、きっとそうなってくれるはずだ。そうに違いない。

　見なかったことにするという実に合理的な判断を下し、俺はしっかりと目を閉じる。このまま起き床しよう時間までじっとしていれば、いつも通りの朝を迎むかえられるに決まって──

　ヴー　ヴー　ヴー

　直後。ヴァイブレーション機能をフルに活用し、ケータイが机の上で激しく振しん動どうした。机とケータイが細かく打ち合わされる音が、部屋の静せい寂じやくを打ち破る。

「うるさいよ！　俺の作戦を邪じや魔ますんな！」

　慌あわててベッドから起き、ケータイに飛びつく。気付かれたらどうするんだよ馬ば鹿か！　こんな朝っぱらから迷めい惑わくメールでも受信したのだろう。画面を確認することなく電源を切り、これで一安心。

「──あれ？」

　……んなわけ、ないよな。

　背後からかけられた声に、体を硬こう直ちよくさせたまま、グギギとぎこちなく首だけで振り返る。僅わずかな希望は砕くだけ散り、案あんの定じよう、二人の視線が俺へと集まっていた。

　ケータイなんか無視すりゃよかったんだよ。

　馬鹿は俺だ。

「お目め覚ざめになられてたんですね」

　黒くろ髪かみの少女が、ぱちくりと可愛かわいらしく瞬まばたき。

「え、ええ、まあ」

「すみません。起こしてしまいましたか？」

「い、いえいえ！　お気になさらず！」

　俺の存在そのものを気にせず、透すけてる者同士、また仲良くお見合いして下さい。強く、強くそう願いを込めてぶんぶん首を振るが、その想いはまるで通じなかった。

「そういうわけには参りません。……貴方あなたさまにとっても重要なことですから」

　体ごとこちらへ向き直り、黒髪の少女は何やら意味深なことを呟つぶやく。やだよ。そんなのいらないから。

　しかしどんなに俺が否定しようと、もう流れは元に戻せそうになかった。茶色い髪の少女もただこちらを眺めるのではなく完全に俺を睨にらみつけ、鋭するどい視線が痛いほどに突き刺さる。無言だがその圧力は凄すさまじく、見なかったふりをして再び布ふ団とんに潜もぐり込もうものなら、今度は物理的に刺されてもおかしくなさそうだ。

「お話させてもらっても、よろしいですか？」

「………………はい」

　ここから逃げ出そうにも、膝ひざがガクガクと震ふるえて満足に歩けそうにない。観かん念ねんし、せめて刺激しないようベッドの上で正座する。

　おずおずと黒髪の少女を窺うかがうと、彼女は目を細め、おっとりと微ほほ笑えみをくれた。

「おはようございます。いい朝ですね」

「おっ──！　おはよう、ござい、ます」

　瞬しゆん間かん。反射的に俺の背中がぴんと真まっ直すぐに伸びる。元から早はや鐘がねを打っていた心しん臓ぞうが、限界を超こえて更さらに回転数を上げた。

　可愛い。

　きちんと顔を確認するのは初めてだったが、改めて見ると彼女はもの凄すごく可愛かった。俺が今まで会ったことのある人の中で、まず間ま違ちがいなく一位の座は揺ゆるがない。

　優やさしげで大きな黒い瞳ひとみは温かな光を湛たたえ、ピンク色の小さな唇くちびるはいっそ蠱こ惑わく的てきと呼べるほどに艶つややかで瑞みず々みずしい。『透すけるような』という表現の正しさを証明するように、実際に透けている肌は白くきめ細こまやかで、それでいながら手て触ざわりの良さを確信させられるほどにつるりとして染しみ一つない。

　腰まで届く真まっ直すぐな黒くろ髪かみは毛先の一本一本に至るまでサラサラで、落ち着いた濃のう紺こん色のセーラー服によく似合っていた。

　歳としとしては俺と同じくらいだろう。どこか古風な印象で、『女子高生』よりも『女学生』という言葉がしっくりくる。丈たけが長めのスカートも、野や暮ぼったさではなく上品さを感じさせられた。

　彼女が微ほほ笑えんでくれるなら、俺はどんな努力でも惜おしまないだろう。彼女がそばにいてくれるなら、それだけで一生幸せに暮らしていける。

　……。

　うん。

　ただ一つ惜しむべきは。

　全すべてをぶち壊こわす、致ち命めい的てきな欠点があるということ。

「どうかなさいましたか？」

「い、いえ……」

　俺の微び妙みような視線に気付き、小首を傾かしげる彼女は、俺に応えて姿勢良く正座をしていた。目線の高さも揃そろえ、しかしベッドに上がるような不ぶ作さ法ほうな真ま似ねはしない。

　空中で。何の支えもなく正座をしているのだ。

　ちょっと体が半はん透とう明めいなだけの、特異体質の女の子なのだと自分に言い聞かせようとしていたけれど、ここまで来るとさすがに騙だましきれない。

　かなりの確率で、彼女は幽ゆう霊れいの類たぐいだろう。どんなに可愛かわいくても、生きた人間じゃなければ意味ないじゃないか。

「ええっと、その……」

　とっとと出て行って欲しい。俺が望むのはただそれだけなのだが、どう話を切り出したものか。言い淀よどんでいると、黒髪の少女はゆっくりと、深く頭を下げる。

「申し遅れました。郁いくと申します」

「あ、はい。ご丁てい寧ねいにどうも。臼うす谷たに、臼谷伊い吹ぶきです」

　反射的にぺこりとお辞じ儀ぎを返し、失態に気付く。相手の正体は不明なのだから、名乗るべきではなかったかもしれない。己おのれの軽けい率そつさを悔くやむが、

「伊吹さま、と仰おつしやるのですか。素す敵てきなお名前ですね」

「えっ？　あ、ありがとうございます」

　ほんわかと微ほほ笑えみながら言われ、なんかどうでもよくなった。別にいいか、名前くらい。

「それで、郁いくさんは──」

「郁、と」

　話を進めようとした途と端たん。少しばかり強い口調で中断させられる。

「『さん』など必要ありません。ただ『郁』とだけお呼び下さい」

「は、はい、分かりました。郁さん…………、郁」

　急な真顔と反論を許さない声の響ひびきに圧倒され、俺は頷うなずくしかない。その対応に満足してくれたのか、郁はまた微笑みを浮かべる。

　うーん……。何だろう。

　爽さわやかに挨あい拶さつしたり自己紹介したりと、郁は幽ゆう霊れい（推定）らしくない。じめじめしたり暴力的だったりするよりはよっぽどいいんだけれど、妙みように親しげというか、初対面なのに微び妙みように距きよ離りが近いというか。

　一言で言えば、若じやつ干かんやりづらい。

　べつに郁と親しくなるつもりはないのだ。むしろ霊れい的てきなナニカとなんて親しくなりたくない。彼女と関わらないで済むのなら、それに越こしたことはないんだけれど……。

「…………」

　二人組の残った片割れ、茶色い髪かみの少女を窺うかがうと、彼女は無言を貫つらぬいたまま、変わらず俺を睨にらみ続けていた。

　年の頃は俺や郁と同じくらいだろう。少し太めの眉まゆと、意志の強そうな瞳ひとみが特とく徴ちよう的てきだ。そしてその両者がともに吊つり上がり、俺に向けられているのだから堪たまらなかった。

　怖いよ。勘かん弁べんして下さい。

　なまじ顔立ちが整っているだけに迫はく力りよくが凄すごく、逃げるように視線を下ろす。するとホットパンツから伸びる実に健康的な太ももが目に飛び込み、さっきとは違う意味で堪らなかった。

「……なに見てるの」

「い、いやっ！　なんでもありません！」

　ほんの数秒から十数秒だろうか。思わず見とれてしまっていたようで、慌あわてて目を逸そらす。初めて俺に向けられた声は目つきに負けず劣おとらずキツく、背せ筋すじがゾクゾクした。その鋭するどさと冷たさに、また網もう膜まくに焼き付いている脚あしで踏ふんでもらいたいという欲求が湧わく。

　いかん。これはいかん。

　俺にそんな趣しゆ味みはないはずなのに。こんな危険な誘ゆう惑わくをしてくるだなんて、彼女は悪あく魔まだ。

　やはり、嫌いやでも郁と話をするしかないだろう。覚かく悟ごを決めて郁へと向き直り──

「──そうか」

　温かい微笑みに迎むかえられ、脳に天てん啓けいが宿る。

　茶色い髪の少女が悪魔だというなら、その片割れである郁は？　同じく悪魔？　いやいや、それはさすがに短たん絡らく的てき過ぎる。

　悪あく魔まとペアになる存在といえば、天使しかあり得ない。異論は認めない。

　そう考えれば、郁いくが可愛かわいいのも親しげなのも、自己紹介してすぐに余よ所そ見みしたのに怒らないのも、全すべて腑ふに落ちる。天使ならば当たり前だろう。他に考えられないじゃないか。

　つまり最初から怖がる必要なんてなかったのだ。無む駄だに緊きん張ちようして損そんした。

　よし。本題に入ろう。

「ごめんお待たせ。それで、郁はどうしてここに？」

「それを説明するには、まず私が何者であるのかを聞いていただく必要があります」

　一度目を瞑つぶり、郁は大きく深呼吸。

「私は『七しち人にんミサキ』と呼ばれる存在なんです」

「……しちにんみさき？」

　意を決するように告げられたのは、聞いたことのない言葉だった。

「天使なんじゃないの？」

「天使……ですか？　いいえ。七人ミサキは妖よう怪かいといいますか、怪かい異いといいますか……」

　首を傾かしげる俺に、解説してくれた郁はなぜだか言葉を濁にごし、

「──く霊れいよ」

　吐はき捨てるように、茶色い髪かみの少女が口を挟はさむ。

「えっ？」

「悪あく霊りようって言ったの。七人ミサキは、平たく言えば悪霊集団のことよ」

「………………えっ？」

　ははは。急に何を言っているんだ。

　『天は二物を与えず』という言葉の通り、彼女は類たぐい希まれな美び脚きやくの持ち主ではあるものの、ジョークのセンスは持ち合わせていないらしい。肩を竦すくめて茶色い髪の少女を窺うかがうが、しかし彼女は苦にが々にがしい表情のまま、いつまで経たっても苦笑すらしようとしなかった。

　……あれ？

　そんなはずがない。冗じよう談だんに決まってる。期待を込めて郁を見つめるが、彼女もやはりにこりともしない。

　沈ちん痛つうな面おも持もちで、深々と頷うなずく。

「彼女の仰おつしやったことは本当です。私は──、私達は悪霊なんです」

「そん、な……」

　治おさまっていたはずの動どう悸きが、またもや激しくなる。ごくりと生なま唾つばを飲み込み、俺は、もう一つ気付きたくなかったことに気付いてしまう。

「た、達ってことは、その…………。もしかして、郁だけじゃなく、二人とも？」

　お願いだから杞き憂ゆうであって欲しい。恐る恐る、祈いのるような気持ちで訊たずねると、

「……いいえ」

　希望は叶かない、郁いくは首を横に振った。

　あ、あれ？　あれれれれ？

　いいことのはずなのに、絶対に当たると思っていたはずの予想が外れ、素す直なおに喜ぶことができない。気分が宙ぶらりんのまま困こん惑わくしてしまう。

　いやいやいやいや、落ち着けよ俺。悪あく霊りようの数は少ないに越こしたことはない。今でも信じられないけど、現に郁は否定したのだ。それでいいじゃないか。そういうことにしておこう。

　無理矢理に自分を納なつ得とくさせ、喜びかけたそのとき。

「二人だけじゃないよー」

　突とつ如じよとして、目の前に十歳さいくらいの女の子が現れた。

　すうっと。それまで何もなかった空間に浮かび上がるようにして。

「う、うわあ──っ！」

　その女の子が半はん透とう明めいであることに気付き、俺は腰を抜かした。よたよたとベッドの上で後あと退ずさるが、すぐに背中が壁かべにぶつかってしまう。

「えっ？　えっ？　ええっ？」

　二人でも勘かん弁べんして欲しいのに、三人目だと？

　こうなったら、今度という今度こそ部屋から逃げ出すしかない。恐怖でだけでなく、正座で脚あしが痺しびれて状況は悪化しているけど、そんなの知ったことか。

　タイミングは早ければ早いほどいいだろう。ちらりと自然な動作でドアを見やり──

「っ────！」

　遂ついに、俺は絶句した。

　郁と茶色い髪の少女。それに後から現れた、十歳くらいの女の子。

　その三人だけではなく、他にも四人、見たことのない人物がいつの間にか部屋に居座っていたのだ。

　言うまでもなく、全員が透すけている。

　呆ぼう然ぜんとする俺に、郁が絞しぼり出すような声で告げる。

「二人ではなく、七人組の悪霊集団。それが七しち人にんミサキなんです」

「……………………ですよね」

　もう、限界だ。

「伊い吹ぶきさま……？」

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　郁とかが何か言っているようだが、全すべて右から左へ抜けていった。処理能力の限界を超こえ、いいから休めと脳が必死に訴える。

　現実逃とう避ひであるその指示に従い、俺は意識を手放した。





＊






　霊れいの存在を信じるか、信じないか。

　人によってそのスタンスはそれぞれだけど、実際に霊を見たことがあるのかどうかというのは、大きなポイントだと思う。

　以前、俺がテレビを観みていたときの話だ。

　季節は夏で、チャンネルを変えると、たまたま心霊特集の番組をやっていた。何の気なしに見ていると、個人で撮さつ影えいしたとあるビデオの映像が流れた。

　ホームパーティの様子を記録したもので、窓の外に妙みように黒っぽい、参加者ではない女性が一いつ瞬しゆん映り込んでいるというものだった。カメラを左右に振り、もう一度その窓を映したときにはすでに消えている。かと思えば今度は談だん笑しようする男性の陰かげに佇たたずんでいたりと、明らかに人間では不可能な挙きよ動どうをしていた。

　まあ、この手のビデオではよくあるパターンの一つだ。初見ではそれなりに怖いけど、前にも似たようなものを観たことがある気がする。こんなものかとテレビから視線を外し──

「えっ……？」

　移した先。冷れい蔵ぞう庫この陰に、その女の霊がいた。

　ビデオに映っていたのと、全まつたく同じ姿で。

「っ──!!」

　目の前の光景が信じられず硬こう直ちよくしていると、女はにたりと笑い、まるでハリウッド版貞さだ子このように短い瞬しゆん間かん移動を繰くり返し、すぐ近くまでやってくる。すっと手を伸ばし、俺の両足首をがっちりと摑つかんだ。

　それまで俺は幽ゆう霊れい否定派だった。しかし実際にこんな体験をしたら信じるしかないと、女の手を拳こぶしで殴なぐりながら考えたものだ。

　何度殴りつけても女は手を離はなさず、……気がつけば、俺はベッドで横になっていた。

　言ってしまえば、夢だったのだ。

　足首に手形の痣あざなど残っておらず、時間も経過していない。正しよう真しん正しよう銘めいただの夢だ。どうしてこんな話をしたかというと──

「あ、伊い吹ぶきさま。お目め覚ざめになられましたか」

　俺が意識を取り戻すと、ほとんど間を置かずに郁いくの声が迎むかえてくれる。

　今回も夢オチで終わってくれることを期待していたんだけど。

　そうですか。駄だ目めですか。

　眠ねむ気けはゼロで、もう夢の世界に逃げ込めそうにない。観かん念ねんし、むくりと上体を起こす。

　ゆっくりと部屋を見渡すと、気絶する前と状況は何ら変わっていなかった。

　見慣れた六畳じよう間ま。見慣れぬ七人の人物。

　半はん透とう明めいの幽ゆう霊れい──悪あく霊りようは、未いまだに部屋に居座っていた。




「まずは自己紹介をしましょう」

　霊れいのたまり場と変わり果てた俺の部屋。

　絶望にうちひしがれていると、ぽんと手を合わせ、郁いくがにこやかに提案した。

「お互いのことを理解し合うって、大事ですよね」

「……はあ」

　悪霊のことなど理解したくないし、理解されたくもない。けれど逆らうような根性など俺にはなく、唯い々い諾だく々だくと従う。

「やはり先頭から順にさせていただくのが筋すじでしょうか。まずは私ですね。先程も紹介させていただきました、郁と申します。伊い吹ぶきさま、改めましてよろしくお願い致します」

「……はい、こちらこそ」

　郁はまた丁てい寧ねいに頭を下げる。機き械かい的てきにお辞じ儀ぎを返し、俺は軽く首を傾かしげた。

「先頭からって？」

「七しち人にんミサキになった順番のことだよー」

　その疑問に答えたのは、サイドテールの似合う十歳さいくらいの女の子だった。

「二番目は路ろ花かだよー。よろしくね、おにいちゃん」

　初対面のときと同じように、顔を近づけ無む邪じや気きに笑う。部屋に現れたのは三人目だったけど、七人ミサキ内での順番は別だったか。

　正直、『なった順番』というのはよく分からないままだけど。

「……初はつ希きよ」

　次に口を開いたのは、最初からいた茶色い髪かみの少女。眉み間けんに皺しわを寄せたまま名前だけ告げると、ふん、とすぐに顔を背そむける。

　嫌いやそうにしながらも自分から名乗ったということは、彼女が三番目なのだろう。郁の言った通り、順番に自己紹介する流れになったようだ。

「仁に衣い菜なですわ」

　いかにも高級そうなスーツを着た、二は十た歳ちくらいの金きん髪ぱつの女性が後に続く。妙みように不ふ機き嫌げんそうで、何が気に入らないのか初希ほどではないにしろ、声も視線も冷たい。

「ボクはほのか。よろしく！」

　嫌な流れを変えてくれたのは、中学生くらいの女の子だった。ツインテールが特とく徴ちよう的てきな彼女は、白い歯を見せ友好的に笑う。

「……紅べに」

　少し間を置き、ぼさぼさ頭の少女が眠たげに短く告げる。年の頃は俺と同じくらいだろうか。口を開くのも億おつ劫くうそうな様子で、名前だけ言うとすぐに目を瞑つぶって船をこぎ始める。

「瞳とう子こっす。あ、もうぜんぜん好きなように呼んじゃって下さい」

　最後に残ったのは、揉もみ手をするゴスロリ姿の少女。俺より少し年上に見える彼女は、へこへことお辞じ儀ぎを繰くり返し、露ろ骨こつに腰が低い。

　郁いく。路ろ花かちゃん。初はつ希き。仁に衣い菜なさん。ほのか。紅べに。瞳子さん。
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　計七人、全員が女の子だった。これで一人の例外なく透すけてさえいなかったら、どれだけ最高だったか。

　俺も含ふくめて八人が六畳じよう間まに収まっているため、かなりのぎゅうぎゅう詰めだ。昨日まで地味だった部屋が、一転して華やいで見えた。

「うーん……？」

　そう、華やかなのだ。

　いくら可愛かわいい女の子とはいえ、悪あく霊りようが七人もいたら、普通はそういう印象にはならないだろう。地じ獄ごく絵図という言葉が相応ふさわしい、身の毛もよだつような陰いん気きで禍まが々まがしい空間と化しているはずだ。

　しかし現実にはそうなっておらず、露ろ骨こつに敵意を感じさせるのも二人だけ。多少の個人差はあるにしろ、いわゆる『悪霊』のイメージとは全員食い違う。

「たしか、七しち人にんミサキ……だったっけ？　ちゃんと説明してくれないか」

「はい」

　俺の問いに、代表して郁いくが頷うなずく。

「七人組の悪あく霊りよう集団というのはご説明致しましたね？　ご覧らんのように、現在は全員女性で行動しています。その目的、なのですが……」

「ん？　目的は？」

　肝かん心じんなところで詰まった郁は、俺に促うながされ、

「……取り憑ついた相手を、呪のろい殺すことです」

　感情を押し殺した声で、淡たん々たんと告げる。

「は………………？」

　悪霊らしい──この上なく悪霊らしい答え。

　予想して当然であるはずの答えなのに、いくらか会話した郁との印象とは違い過ぎ、理解が追い着かない。きょろきょろと無意味に部屋を見渡すが、他の六人も表情を曇くもらせ、雰ふん囲い気きは暗い。部屋の温度まで一気に下がったように感じられた。

「なっ？　えっ？　ど、どうしてそんなことを？」

「それは分かりません。『そういうもの』だと思っていただくしか」

「わ、分からないって何だよ！　自分のことだろ!?」

　いくらなんでも理り不ふ尽じんすぎる。怒りを爆ばく発はつさせ、震ふるえた声で怒ど鳴なると、

「私も、呪のろい殺された者の一人ですから」

　郁は淡あわく微ほほ笑えみ、弱々しい声で語る。

「七しち人にんミサキに呪い殺された者は、新たにメンバーの一員として加わるんです。ここにいる七人全員が、そうやって殺されたんですよ」

「そんな……。そんなことって……」

「私が末まつ席せきに加わったとき、この七人ミサキが生まれた理由を知る方は、すでにいらっしゃいませんでした。申し訳わけありません」

「いい、いいよ！　ごめん！　理由も知らずに責めた俺が悪かった！」

　そういう事情なら、郁は一つも悪くないじゃないか。お願いだから謝あやまらないでくれ。

「いいえ。お怒りになるもの当然ですから。ご理解いただきありがとうございます」

　ぺこぺこと何度も頭を下げると、気持ちが伝わったのか、郁は口元に笑みを戻してくれる。知らなかったとはいえ八つ当たりをしてしまったけれど、どうやら許してくれたようだ。

　ふう。これで一安心。

「じゃねーよ！　安心してる場合か！」

　七人ミサキが取り憑ついた相手を呪い殺すという、肝かん心じん要かなめの問題は何も解決していない。怒り→反省というサイクルを挟はさんだことで冷静になってしまい、再び恐怖が蘇よみがえる。

「も、もしかしなくても、その取り憑いた相手って……？」

　恐る恐る郁いくを窺うかがうと、彼女は無言のまま、頷うなずこうともしない。

　ただ目を細め、今日一番の微ほほ笑えみをくれた。

「ひいいっ──」

　言葉にせずとも、その笑顔が雄ゆう弁べんに語っている。実に嬉うれしそうで、幸せそうで。明らかに使うタイミングを間ま違ちがっているだろ！

「お、俺を呪のろい殺すってのか？」

　往おう生じよう際ぎわ悪く、分かりきった答えを涙目で確認する俺に、

「いいえ。ご安心下さい」

　意外にも、郁はゆるゆると首を横に振る。

「取り憑つきは致しましたが、伊い吹ぶきさまを呪のろうつもりは──、殺すつもりはございません」

「へっ……？　そ、そうなの？」

　全まつたくの想定外だけど、非常にありがたい。

　ここで悪あく霊りようらしく、急に「噓うそです」と前ぜん言げん撤てつ回かいして襲おそいかかって来ようものなら、余裕で失しつ禁きんする自身がある。しかしそうなりそうな気配は微み塵じんもなく、ほっと気を抜きかけるが、

「──まだそんなこと言ってるの」

　その暇ひまもなく、それまで黙だまって成り行ゆきを見守っていた初はつ希きが口を挟はさんだ。

「ふざけないで。殺したくないだなんて、そんな我わが儘ままが許されるはずないでしょ！」

「初希さん……。申し訳わけ、ありません」

「謝あやまるくらいならやってよ！　無理ならあたしが代わりにやるって言っても邪じや魔まするし。いい加減にして」

　怒ど気きも露あらわに郁へと詰め寄る。郁は申し訳なさそうに目を伏ふせ、けれど頑かたくなに自分の主張を曲げようとしない。

　どうやら俺を殺さないというのは七人ミサキの総意ではなく、郁の勝手な一いち存ぞんらしい。初希はその決定に納なつ得とくがいかず、責め立てている模も様ようだ。

　あれ？　このやりとり見覚えがあるぞ。

「じゃあ、何かをやるやらないって、最初に二人で言い合ってたのは──」

「……殺すか殺さないか。殺やる殺らないで揉もめてたのよ」

　不満そうに頰ほおを膨ふくらませながら、初希がこくりと頷うなずく。

　そ、そんな恐ろしいことをさらりと言わないでくれ。

「殺したくないって言ってるんだから、む、無理に殺させなくてもいいんじゃないか？　強制はよくないよ、うん。だからほら、やめとこうぜ？　な？　な！　いいじゃないですかお願いしますよほんと！」

　せっかくの見逃されるチャンスなのだ。これを逃すわけにはいかない。邪じや魔まをするなという怒りを隠かくし、猫撫なで声で必死に説得。

「……そんな単純に済む話じゃないのよ」

　しかし初はつ希きは血も涙もなく、あっさりと却きやつ下かする。

「七しち人にんミサキに呪のろい殺された人は、新たに七人ミサキの一員になるって説明したわね。でも、ここには全部で七人しかいないでしょ。どうしてか分かる？」

「それは……。十四人になったら、二組に株分けするとか？」

「全然違うわ。どうしてそうなるのよ」

　ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らす。発想が貧ひん弱じやくで悪かったな！

「答えは『成じよう仏ぶつ』よ。殺された人が七人ミサキの末まつ席せきに加わる代わりに、先頭の一人が成仏できるの。そうやって常に七人組を保ち続けるのよ」

「……なるほど。だから『七人ミサキ』という名前なのか」

「妖よう怪かいとか怪かい異いの類たぐいだって、郁いくは言ってたでしょ。意味もなくただ集団になっているわけじゃなくて、あたし達は全員、この『七人ミサキ』という存在に囚とらわれてるの。解放されるには、順番が来るまで誰だれかを殺し続けるしかないわ」

　計七人。自分が繰くり上がるその日まで。

　郁へと向けていた怒りを消し、初希は冷静に、事実を教えてくれる。

「…………了解。事情は分かった」

　つまりは郁一人の問題ではないということか。俺を見逃せば、郁だけでなく全員が成仏から遠ざかってしまう。

　そういうことなら、初希が怒るのも理解できる。むしろ当然だろう。

　だけど、俺だって死にたくない。

「お願いですから殺さないで下さい！」

　腰を九十度に折り曲げ、両手をつき、額ひたいを布ふ団とんに擦こすり付ける。

　土ど下げ座ざだ。

　本当は床ゆかでするべきなんだろうが、人口密度的に移動するのは難むずかしそうだったので、そこは勘かん弁べんして欲しい。

「助けて下さい！　助けて下さい！」

　恥はじも外がい聞ぶんもなく、声を張り上げ命乞ごいをする。

　彼女達の事情には同情する。

　同情はするが、それとこれとは別問題だ。

「俺はお祖じ父いちゃんっ子なんです！　じーちゃんより先に死んで、悲しませるような真ま似ねはできません！　お願いします！」

　生き延のびるためだったら何だってする。情にだって訴えかけよう。舐なめろと言われれば足だって舐めてやろう。むしろ進んで。

「分かった、分かったから！」

　俺の気き迫はくが伝わったのか、初はつ希きは「はあ」と大きく溜ため息いきを吐はく。

「見逃してくれるのか!?」

「それは無理。土ど下げ座ざなんて無む駄だだからやめろってだけよ」

「そんなあ……」

　喜き々きとして顔を上げるが、希望は一いつ瞬しゆんにして打ち砕くだかれる。ぴんと真まっ直すぐに伸びた俺の背せ筋すじが、またくにゃりと折れ曲がった。

「……そっか。命乞ごいなんて見慣れてるのか」

　考えてみれば、そんなシーンは今までに何度も見てきたはずだ。無む駄だ骨ぼねだったかと肩を落とすと、

「…………慣れるわけ、ないでしょ」

　ぽつりと、初希はこぼす。

「えっ──？」

「ねえ郁いく、聞かせて欲しいんだけど」

　弾はじかれたように顔を上げ、初希の顔を窺うかがうが、彼女はすでに次の話題へと移っていた。

「どうして急に、こいつを殺したくないだなんて言い出したの？　自分の順番だってことは、前々から分かっていたことでしょ」

「あ、それはボクも気になる」

「わたくしもですわ」

「……ｚｚｚ」

　他の面子メンツも気になっていたようで、初希の問いに次々と同意。声を上げない者も、顔は郁へと向けている。……一人だけ我われ関せずと寝ているのがいるようだけど、たぶん見み間ま違ちがいだろう。

　理由が気になるのは俺も例外ではない。生死に直結している分、誰だれよりも切せつ実じつに知る必要があると言えよう。

「俺もだ。俺も知りたい」

　郁の顔を真しん摯しに見つめる。皆の注目を集め、俺の視線を正面から受け止めた彼女は、

「そんなに見つめられると、……恥はずかしい、です」

　ぽっと頰ほおを赤く染そめ、小さく俯うつむいた。

「「「…………はい？」」」

　俺や初希、見守っていた全員の口が、ぽかんと半開きになる。

　なに。それ。

「伊い吹ぶきさまに取り憑つき、初めてお目にかかったときから、素す敵てきな方だと思っておりました」

　啞あ然ぜんとする周囲を気に留めることなく、郁はぷくぷくと囁ささやくような声で続ける。火ほ照てる頰を両手で押さえ、……どうやら本気で言っているようだった。

　人は人生の中で、三回のモテ期がやって来るという。俺が郁みたいに可愛かわいい女の子に惚ほれられるだなんて、その三回を全部合計してもまだ足りないくらいの幸運だろう。この先一生モテなくても文句は言えない。

　もっともその相手が悪あく霊りような時点で、幸運と呼べるのかは疑問だけれど。そのおかげで今のところ死なずに済んでいるのだから、少なくとも不幸ではないと信じたい。

「ふっ──、ふざけないでよっ!!」

　衝しよう撃げきの告白から、最初に立ち直ったのは初はつ希きだった。

「一ひと目め惚ぼれしたから殺したくないって!?　そんな理由で納なつ得とくできるわけないでしょ!!」

　ぶるぶると肩を震ふるわせながら、ぴしりと郁いくに指を突き付ける。頭からは湯ゆ気げが立ち上のぼり、全身で怒りをアピールしていた。

　当の本人である俺ですら、それはどうかと思ったのだ。やっぱりそうなったか。

「冗じよう談だんなんでしょ？　冗談って言いなさいよ！」

「いえ、私は本気です。私は本気で伊吹さまのことを、お慕したい申し上げております」

「意味が分かんない！」

　口に出し言葉にしたことで勇気づけられたのか、郁はどんなに詰め寄られても微み塵じんも揺ゆるがず、もはや申し訳わけなさそうにさえしなかった。

「こんな冴さえないやつの、どこに一目惚れする要素があるっていうのよ!?　皆かい無むでしょ!!」

　髪かみの毛をくしゃくしゃに搔かきむしり、初希は八つ当たり気味に俺へと怒りの矛ほこ先さきを変える。

「そ、そこまで言わなくても……」

「うるさい！　あんたは黙だまってて！」

　抗こう議ぎの声をぴしゃりと切り捨て、埒らちが明かないとばかりに体ごと隣となりへ向き直る。

「ねえ路ろ花か！　あんたも許せないわよね？」

「んー……。別にいいんじゃない？」

　同意を求められた路花はしかし、ちょこんと首を傾かしげ、

「郁ちゃんが本気でそうしたいって言うんだったら、路花は反対しないよー」

　俺へにっこり笑うと、応おう援えんするように小さくぱたぱた手を振ってくれる。

　なんだ、女神って実在したのか。

　ほっこりとする俺とは対照的に、まさか反対されるとは思っていなかったのだろう、初希は焦あせる。慌あわてて更さらにその隣へと標的を移した。

「じゃ、じゃあ仁に衣い菜なさんは!?」

「わたくしも、彼を殺すことには反対ですわ」

　けれど結果は、またも敗北。

「この七しち人にんミサキに、男なんて汚きたならしい存在は必要ありませんもの。女の子以外の加入は認めませんわ」

「あっ……。はい、そうですか」

　一いつ瞬しゆん憤ふん慨がいしかけた初はつ希きだったが、理由を聞いてあっさりと受け入れる。というか流す。うん。なんだか睨にらまれているけど、俺もスルーしておこう。

「ボクは郁いくっちを応援するよ！」

　その隣となり。訊きかれるよりも先に表明したのは、きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせるほのかだった。

「面おも白しろくなってきたね！　ボクはこんな展開を待ってたんだ！」

「そ、そう」

　むふーと鼻息荒い彼女に圧倒され、初希は軽く頰ほおを引き攣つらせながら頷うなずく。説得しようともせず、黙だまって小さく溜ため息いきを吐はいた。

　凄すごい。ここまでで一人も味方がいないなんて。

　立場が逆の俺ですら、思わず同情してしまうほどの悲ひ愴そうっぷりだった。

「べ、紅べには？　紅はどうなの？」

　救いを求め、初希はぱっと縋すがり付くようにして紅へと飛びつく。揺ゆさぶられて目を開いた彼女は、

「……約束は、守るべきだと思う」

　眠っているように見えて、ちゃんと話を聞いていたらしく、ゆっくりと自分の意見を述べる。

　約束というのは取り憑ついた相手を呪のろい殺すことのようで、初希はぱっと表情を明るくする。やっと理解者を得て、ふふんと得意げに鼻を膨ふくらませて俺を見やった。

「でもやっぱり眠いから、どっちでもいいかも……」

　しかしそれも束つかの間ま。紅はまたすぐに目を瞑つぶると、すやすやと夢の世界へと旅立つ。

「えっ？　ちょっと、ちゃんと起きて味方してよ！」

「……ぐー」

「起きて！　起きてってば!!」

　がくがくと肩を摑つかんで揺さぶるが、どう頑がん張ばっても初希の努力は実りそうになかった。役目を果たしたとばかりに脱力する紅は、されるがままがっくんがっくんと心配になるくらい首を揺らしているのに、よだれを垂たらして完全に熟じゆく睡すいしている。

　どれだけそうしていただろうか。

「────瞳とう子こは、」

「はいいっ！」

　ゆるりと立ち上がり、初希はまるで地の底から響ひびくような声で、言った。

「瞳子は、あたしに味方してくれるよね？」

「も、もちろんっす。当たり前じゃないっすか！」

　据すわった目で迫せまられ、瞳子さんは声を裏返しながらこくこく頷うなずく。反そり返りそうなほどしゃっきりと背せ筋すじを伸ばし、見ていて可哀かわい想そうなくらい怯おびえていた。

　瞳どう孔こう開きっぱなしで虚うつろに笑う初希の迫はく力りよくからしたら、それも当然だけど。

「……本当？」

「ええ。噓うそなんかつかないっすよ」

「信じていいのよね？」

「もうどんどん信じちゃって下さい」

　任せてくれとばかりに、瞳とう子こさんはどんと胸を叩たたく。やっと納なつ得とくしたのか、初はつ希きも憑つき物が落ちたかのようにふっと力を抜き──

「そんな……」

　信しん頼らいで結ばれた二人の間に、郁いくの悲しげな声が割り込む。

「瞳子さんは、私の恋を応おう援えんして下さらないのですか？」

「お、応援するに決まってるじゃないっすか！」

　口元を覆おおい、嘆なげくように訴える郁に、瞳子さんは速攻で味方する。一いつ瞬しゆんの迷いもなく、素す早ばやい、見事なまでの掌てのひら返しっぷりだった。

「ちょっと！　あたしの味方してくれるって言ったじゃない！」

「えっと、それはっすね、」

「どうなんですか？　はっきりして下さい！」

「あのその、何と言いますか……」

　初希と郁の両方から責められ、瞳子さんはおろおろするばかり。どっちつかずで対応を決められぬまま、二人の間できょろきょろと交互に視線を動かし、

「……！　……!!」

　やがて光こう明みようを見いだしたとばかりに、うるうる潤うるみきった瞳ひとみで俺へと無言の訴えを投げかけてきた。

　俺に仲ちゆう裁さいを求めるのは、どう考えても違うと思うんだけど。

「……その辺にしといてやれよ」

　とはいえ、今にも泣き出しそうな顔で助けを求められたのでは無視できない。

「郁の意見に賛さん成せいなのは、本人も含ふくめて四人いるんだ。瞳子さんがどっちの味方だろうと、賛成が多数なのには変わらないだろ」

　実のところ瞳子さんがもし反対だと、四対三で非常にきわどい感じになる。無効票として流してしまったほうが、俺としても都合が良かった。

　もっとも、これはそもそも多数決で決めるような話ではないだろうけど。

「初希さん……」

　俺の予想は正しいのだろう。郁が訴えるように名前を呼ぶ。

　それ以上は説せつ得とくの言葉を重ねようとはせず、誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中、

「とんだ茶番ね」

　軽く自じ嘲ちようの笑みを浮かべ、初希が吐はき捨てるように言った。

「まるであたしが悪者じゃない。いいわ。勝手にしなさいよ」

「……よろしいのですか？」

「別に見逃すって決めたわけじゃないわ」

　面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らすと、じろりと郁いくを睨にらむ。

「納なつ得とくしたわけじゃないけど、しばらく時間をあげる。当面は手出ししないと約束するわ」

「ありがとう、ございます」

「お礼なんていらないわ」

　頭を下げる彼女を、冷たく──、どこか哀あわれむような目で見やった。

「長引けば長引くほど、あんたが辛つらくなるだけよ」

「……はい。承知の上です」

　郁は初はつ希きの視線を真まっ直すぐに受け止め、しっかりと頷うなずく。それを見届けた初希はもう一度鼻を鳴らし、どっかりと腰を下ろすと物もの憂うげに窓から外を眺めた。

　えっと……。

　よく分からないけど、どうやら話はまとまったのか、な？

「それでは、伊い吹ぶきさま」

「はい」

「これからどうぞよろしくお願い致します」

「はい……はいいいいっ────！」

　せっかく初希が諦あきらめてくれたのに、よろしくとはどういうことでしょうか。

　軽く混乱し、きょろきょろと目を泳がせる。気がつけば初希以外の五人も、床ゆかでくつろいだり机を物色したりして、誰だれ一人として部屋を去る気配を見せようともしない。

「で、出て行ってくれるんじゃないのか？」

「どうしてそのようなことを？」

　まるで意味が分からないとばかりに、ぱちくりと瞬まばたき。

「ご安心下さい。伊吹さまに取り憑ついている限り、お側そばを離はなれることはありません」

　にっこりと、優やさしく微ほほ笑えみかけてくれる。

「……そっか」

　呪のろい殺さないだけで、取り憑くのをやめたわけではないのか。しかも初希の言葉から察するに、それも時間制限付きのようだし。

　もう、笑うしかない。

「は、はは、ははははは……」

「うふふふふ」

　俺の乾いた笑い声に、郁の鈴すずを転がすような声が重なる。

　これからの未来を暗示するように、不協和音は混ざることなく部屋に響ひびくのだった。




　こうして。

　俺は七しち人にんミサキに取り憑つかれたまま、一いつ緒しよに生活することになったわけである。

　……誰だれか助けて下さい。
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　世間一般的に、月曜日の朝は憂ゆう鬱うつだとよく言われている。

　せっかくの休みから、学校や仕事など、日常へと復帰しなければいけないタイミングだからだ。年ねん齢れいを重ねるにつれ、その傾向は強くなっていくのではないだろうか。

　俺は普段、あまりそういうことを考えたことはなかったのだけど、今日ばかりは別だった。眩まぶしい日差しも爽さわやかな空気も、どんよりと沈んだ気分をまるで癒いやしてくれない。

「風が気持ちいいですね、伊い吹ぶきさま」

「……そう？」

　傍かたわらに悪あく霊りようを連れているのだから、それも当然だろう。

　しかも、複数。

　七しち人にんミサキ──悪霊集団に取り憑つかれるという悪夢のような出来事から一夜明けても、彼女達は誰だれ一人として消えていなかった。

　心の片かた隅すみで、やっぱり夢だったというオチを期待していたのだけれど、本格的に諦あきらめるしかないのかもしれない。……いや、寝る前に祈いのるのだけは習慣づけよう。きっといつか、努力が報むくわれると信じて。

　目め覚ざまし時計に起こされ、夢ではなかったと再認識させられたときは、見なかったことにして全力で二度寝したいという欲求に駆かられたのだが、結局すぐに諦め、普段通りに登校することにした。

　学校なんて行ってる場合なのかと考えもしたけど、七人ミサキの御お祓はらいをお願いできる人脈に心当たりはない。やってくれそうな寺や神社を探して回ろうにも、祓おうとしていることが初はつ希きにバレたら、その時点で呪のろい殺されてもおかしくない。というかほぼ確実にそうなるだろう。初希以外の六人だって、考えを変える可能性は高い。

　この状態が何日続くのかも分からない。目め処どがつくどころか、解放される日が本当に訪れるのかどうかすら不明なのだ。何かいいアイディアを思いつくまでは、現状を維い持じするのが俺にできる精せい一いつ杯ぱいだった。

　……とはいえ。

　そうするしかないと頭では理解していても、感情で納なつ得とくできるかどうかは別だ。常に悪霊に監かん視しされていると思うと胃がキリキリと痛み、乗り慣れた自転車も、まるでさび付いてるかのようにペダルが重く感じられた。

　そう。その自転車一つ取っても、俺を気き鬱うつにさせる原因へとなり得た。

「風を切って進むお姿も……素す敵てきです」

「ひゅーひゅー。良かったねーおにいちゃん」

「もう少しスピード落としなさいよ。人が飛び出してきたら危ないでしょ」

「ええー、もっと飛ばそうよ！」

「……まぶしい」

「私の影に入るっすか？　──って影なかった！」

「あら、あの娘ちょっと可愛かわいいですわね」

　こっちの気持ちなど知るよしもなく、好き勝手に喋しやべる七人。

　俺はいつも自転車で通学しているのだが、どれだけ頑がん張ばってスピードを上げてみても、彼女達を引き離はなすことはできなかった。同じ速度でぴったりと、俺を中心として平気な顔で周囲を飛び続けたのだ。

　ただ空中を漂っているのではなく、俺に取り憑ついているのだと見せつけるように。

「なんかもう……疲れた」

　赤信号にひっかかったのをきっかけに、自転車を降おりる。

　こぐ気力が湧わかず、今日はこのまま押して行くことにした。途中まで飛ばしていたので、ゆっくり歩いたとしても遅刻はしないだろう。

　とぼとぼと道を進む。学校が近づき、すれ違う人や追い抜く人の数は増えたが、誰だれ一人として俺に注意を払おうとはしない。

　家を出てからずっとそうだったけど、やっぱり七しち人にんミサキの姿は誰にも見えていないようだ。

「どうして俺には見えるんだろうな……」

　透すけてこそいるものの、くっきりはっきり見えている。昨日までは幽ゆう霊れいを見たことなど一度もなかったのに。

「急に霊れい感かんにでも目め覚ざめたのか？」

「そういうわけではございません」

　俺の呟つぶやきを聞きつけ、郁いくがすいっと目の前に移動する。

「霊感の強い方なら、確かに私達の姿は見えますが──。伊い吹ぶきさま、少しあちらをご覧らんいただけますか？」

　流れるような優ゆう雅がな動きで、車道を挟はさんだ道路の向かい側を示す。

「ん？　あの電信柱がどうかしたのか？」

「いえ。何でもございません。やはり伊吹さまは霊感をお持ちではなさそうですね」

「ふーん……って、」

　この一いつ瞬しゆんで、どうやって判別したんだ。

「あ、あそこに何かいたのか？」

「お気になさらず」

「いやいや気になるって！」

　いくらちょっと離れているとはいえ、通学路として毎日ここ通るんだけど。非常に後ろ髪がみ引かれる思いだったが、郁は微ほほ笑えむばかりで答えてくれない。諦あきらめて先に進む。

「霊を見たいとは思わないし、むしろ見えない方がありがたいんだけど……。じゃあなんで、郁達だけは別なんだ？」

「あえて、そうしているんです」

「見えない相手にも、わざわざ見せるようにしてるってことか？」

「はい。他の『七しち人にんミサキ』がどうしているかは存じませんが、私達は取り憑ついた相手の方に、必ず姿をお見せするようにしているんです。通常は全員ではなく、先頭の一人だけではありますが」

　ふよふよと器用にバックしながら、郁いくは解説。

「どうしてそんな面倒なことを？」

「誰だれが自分を呪のろい殺したのかを、はっきりと認識していただくためです。この七人ミサキに代々受け継がれる伝統なんですよ」

　胸の前で両手を合わせ、可愛かわいらしくちょこんと小首を傾かしげた。

「素す敵てきな発想だと思いませんか？」

「ハハハ、ソウデスネ」

　いったいどこが素敵なのか、俺にはさっぱり理解できない。しっかり恐怖を味わわせてから殺さないと、気が済まないのだろうか。

　しかしそういう感想を抱いだいたのは俺だけのようで、郁の発言を聞いても他の面々は平然としている。悪あく霊りようとしては当然の発想で、驚おどろくようなことではないのだろう。

　唯ゆい一いつ、瞳とう子こさんだけは肩身が狭せまそうというか、居い心ごこ地ち悪そうに愛あい想そ笑いをしている。常に似たような状態なので、俺の気のせいかもしれないけれど。

「ねえ瞳子さ──」

「ちょっと！　ねえ貴方あなた！」

　念のため、仲間を求めて話しかけようとしたが、テンションの高い声に妨害される。ぶんぶんと大きく手を振りながら、仁に衣い菜なさんが前方を指差した。

「イイ！　あの娘とってもイイですわ！　もっと近くで観かん察さつしたいから、話しかけなさい！」

「え？　別にいいですけど」

　仁衣菜さんって、やっぱりこういう人だったか。

　彼女が興こう奮ふんして食い付いたのは、道の向こうから歩いてくる、真っ赤な髪かみをポニーテールにした少女だった。校内である種の有名人であり、去年──一年生のときに同じクラスだったので、普通に知り合いだ。

「おーいクラ──」

　しかしタイミングが悪く、声をかけようとした矢先に校門をくぐって行ってしまう。一いつ瞬しゆんこちらと目が合ったように思ったけど、それも気のせいだったか。

「もう、何をやっているんですの？　早く追いかけなさい」

「はい分かりま──！」

　言われるがままに従おうとして、──すぐにその足はがくんと止まる。

「どうしましたの？」

「…………。そ、そこまでしなくても、あとで紹介しますから。ほら、自転車駐とめないといけないし。駐ちゆう輪りん場じよう遠いんですよ」

「……仕方がありませんわね。絶対ですわよ」

　ぱしぱしとサドルを叩たたいて主張すると、仁に衣い菜なさんは不満そうにしながらも納なつ得とくしてくれる。「どうも」と表面を取り繕つくろいながら、俺はほっと胸をなで下ろした。

　噓うそは吐ついていないし、追いかけるのが面倒というのもある。だけど本当の理由は、彼女に関するとある噂うわさを思い出し、一つのアイディアを閃ひらめいたからだ。それを実行するには、彼女と仁衣菜さん──七しち人にんミサキを迂う闊かつに会わせるわけにはいかない。

　すがるとすぐに千ち切ぎれてしまいそうなほど、か細く頼たよりないアイディアだけど、他に当てはない。忘れずにしっかり覚えておこうと、俺は内心誓ちかった。
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　前から四列目、窓側から三列目。

　教室のほぼ中央、自分の席へ辿たどり着くと早々、俺は机の上に突つっ伏ぷし、深く溜ため息いきを吐はいた。

　ただ単に登校しただけなのに、すげー疲れた。

「ふむふむ。八やつ淵ぶちって中こんな感じなんだ」

「ねー瞳とう子こちゃん、あれって何？」

「あれっすか？　あれは──」

「全体のレベルとしてはまあまあですわね。合格点を差し上げますわ」

　俺の通うここ私立八淵高校は、これといった特とく徴ちようのない平凡な学校だ。それなのにほのかはやたらと校内を探たん索さくしたがり、郁いくと路ろ花かちゃんは辺りを物もの珍めずらしそうに眺めては、いちいち瞳子さんへ説明を求めていた。仁衣菜さんは仁衣菜さんで女の子の品定めに夢中となり、たびたび足を止めるよう求められ、教室へ向かうのも一苦労だったのだ。

　我われ関せずと眠り続けてくれる紅べにが、もの凄すごくありがたい。初はつ希きも同じく無言だったが、ときどき鋭するどく睨にらみつけてくるし。

「朝っぱらから辛しん気きくさいなあ」

　ひんやりした机の感かん触しよくに癒いやされていると、前から一人の男がやって来る。

「おはよう伊い吹ぶき。疲れてるみたいだけど、何かあったのかい？」

「おっす。まあ、色々とな」

　体を起こすのも面倒で、俺は机に頰ほおを貼り付けたまま応える。

　こいつの名は鈴すず鹿か。小こ柄がらで美少年顔のくせに、声だけは低く渋いという腹立たしいやつだ。

「色々って？」

「色々は……色々だよ。個人的に、ちょっと込み入っててな」

「ふーん。ま、何か僕ぼくにできることがあったら、遠えん慮りよなく言いなよ」

「……ああ。そのときは頼たのむ」

　上半身を起こし、曖あい昧まいに頷うなずく。そんな日は永遠に来ないと思うけど。

　鈴すず鹿かの態度はいつもと全まつたく変わらない。つまりはやはり、こいつにも七しち人にんミサキが見えていないのだろう。

　ちくしょう。羨うらやましい。

　もし霊れいが見えるのならば遠えん慮りよなく巻き込んだんだけど、そうでないなら仕方がない。適当に雑ざつ談だんをしていると、鈴鹿がぶるっと身み震ぶるいをする。

「なんかこの教室、妙みように寒くない？」

「俺は別に感じないけど。風か邪ぜでもひいたんじゃないか？」

　もう五月も半ば。少し前までは肌寒い日も珍めずらしくなかったが、今日は少し暑いくらいの陽気だった。

「うーん、そうかな……」

　それでも納なつ得とくがいかなさそうに、鈴鹿はしきりに二の腕をさする。そうこうしているうちにホームルームの時間となり、話は打ち切りとなった。




　たとえ悪あく霊りように取り憑つかれようが、学生であるからには授業を受けなければならない。

　七人ミサキが俺以外の誰だれにも見えない以上、他人からしたら普段と何ら変わらないからだ。事情を説明したところで、ただのサボりか頭がおかしくなったと受け止められるだけだろう。

　自分でも釈しやく然ぜんとしないところを感じていたのだが、いざ授業が始まると、それは言うほど悪いものではなかった。

　他に誰かがいる状況で会話をするわけにはいかないので、七人の悪霊は俺に話しかけるのを完全に止めてくれたのだ。郁いく達がコミュニケーションの取れる相手で、本当によかった。

　各自でお喋しやべりするのまで止めたわけではないが、さすがに自じ重ちようして、声量を抑おさえてくれる。いかにもな悪霊らしく、ぶつぶつと耳元で怨おん念ねんの言葉を囁ささやかれ続けるのに比べたら、何億倍もマシだ。日頃から教師の声を一言一句聞き逃さぬよう熱心に授業を受けているわけではないので、平常時と変わらないと言っていい。

　取り憑かれて以来、もしかしたら一番に心落ち着く時間かもしれない。

　大勢の生きている人間に囲まれているというのも、俺の心を癒いやしてくれる一因なのだろう。今までの人生の中で一番に集中して授業に耳を傾かたむけ──。

　異変が起こったのは、三時間目の授業が半分過ぎた頃だった。

「センセー、保健室行っていい？」

　隣となりの席の船ふな越こしさんが、ダルそうに手を挙げる。

「どうした、気分でも悪いのか？」

「うん……。ずっと寒気がして、震ふるえが止まらないんだ」

「分かった。じゃあ保健委員は──」

　震える船ふな越こしさんのただならぬ様子から、先生はあっさりと許可をするが、

「……先生。実は俺も気分が悪いです」

　今度は後ろの席の打うち見み君が、がたりと椅い子すを鳴らして立ち上がる。

「実は俺も」「私もです」「僕ぼくも」

　二人だけではなく、次々と同じ症状を訴える声が続く。便びん乗じようしてクラス崩ほう壊かいでも始まったのかと思ってしまうが、皆一いち様ように顔色が悪く、ふざけている様子はない。

「……あれ？」

　周りを見渡した俺は、ある不自然なことに気付いてしまう。

　不調を訴えるクラスメイト。彼らは教室中でバラバラに散らばっているのではなく、円を描えがいた一定範囲内にほぼ集中していた。

　その円の中心点は、他でもないこの俺。

　しかも。多少個人差はあるが、俺と席が近い人ほど症状が重い傾向にあった。

「何だよこれ……」

　明らかな異常に、教室中がざわつき始める。周りの者が全員ダウンしているのに、一人だけ平気な俺へと不ふ審しんな目を向けられ──

「──伊い吹ぶきさまっ!!」

　突とつ如じよ、郁いくが鼓こ膜まくが破れそうなほどの大声で叫さけぶ。

「早くこの教室から──、学校から出て下さい！」

「え？　でも」

「いいから早く！　理由はあとからご説明致しますので！」

　いつもとは態度が一いつ変ぺんし、彼女は唇くちびるを嚙かみ締しめ、躊躇ためらう俺を鬼き気き迫せまる表情で急せかす。

「せ、先生！　俺も気分が悪いので早退します！」

　この状況を放置していくのは心配だし、心苦しいけど。これは黙だまって従った方がよさそうだ。俺は声を張り上げ、はきはきと宣言する。

「は？　お、おい臼うす谷たに、」

「すみません！　もう吐はきそうなんで失礼します！」

　教科書類を適当に鞄かばんへ投げ入れ、しゃきっと立ち上がる。呆あつ気けに取られる先生とクラスメイトを尻しり目めに、しれっと流れるように教室を出た。

「……これでいいんだな？」

「はい。念のため、学校外まで急いで移動をお願いします」

「了解」

　郁いくだけでなく、他の六人も揃そろって真剣な表情をしている。紅べにまでもだ。反論することなく、俺は言われるがままに廊ろう下かを走った。
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「それじゃあ説明してもらえるか」

　学校を飛び出してから、約三十分後。

　近くに人のいない落ち着いて話のできる場所ということで、俺達は結局、自宅まで戻ることになった。

　平日の午前中に制服姿でうろつくわけにはいかないので、しょうがないと言えばしょうがないのだけど。それでも説明を先延ばしにされたことで、俺は確実にフラストレーションが溜たまっていた。

「あれはいったい、何が起こったんだ？」

　俺には──先生や他のクラスメイトにもさっぱり理解できなかったが、郁はその事情を確実に把は握あくしているようだった。一息入れる間もなく、家に帰り着くなり俺は説明を求める。

　問われた郁はしかし、即答することなくしばし沈ちん黙もくを保ち。

「……一言で申し上げれば、あれは私達のせいで起こったのです」

　やがて意を決したように、ゆっくりと口を開いた。

「郁達の……せい？　全員で何かやったってのか？」

「いいえ。私達は何もしていません」

「…………どういうことだよ」

　禅ぜん問もん答どうか何かだろうか。まるで意味が分からない。

「誤ご魔ま化かさずに、ちゃんと俺に理解できるように喋しやべってくれ」

　苦しむクラスメイトを放置し、逃げてきたのだ。納なつ得とくする説明を得られるまで、絶対に退ひくつもりはない。

　イライラしながらにじり寄ると、

「私達は……。ただ、あの教室にいただけです。それは噓うそではありません」

　郁は俺の視線から逃げることなく、暗く沈んだ声で答える。

「ですが、ただそれだけで十分だったんです。私達は──七しち人にんミサキは悪あく霊りようですから」

「っ……！」

　悪霊という言葉に、はっと息を飲む。

「たとえ意図しなくとも、悪霊は存在するだけで、周囲の人間に悪あく影えい響きようを及およぼします。一般的に霊れい障しようと呼ばれる現象ですね。それが七人もまとまっているのですから、ああなってしまうのも当然だったのでしょう」

　空中ではなく床ゆかで正座し、郁いくは深く頭を下げる。

「こうなることを予想しておくべきでした。本当に申し訳わけありません」

「あ、いや、その、俺に謝あやまられても、」

　そのあまりに自分を責める様子に、怒りや不満が一いつ瞬しゆんで消え去り、困こん惑わくして逆にフォローしたくなってしまう。

「か、勘かん違ちがいってことはあり得ないのか？　ほら、俺は一いつ緒しよにいるのに平気だし」

　一、二時間程度ではなく、丸一日以上経過している。他に原因があるのではないかと訊きいてみるが、郁は小さく頭を振って否定する。

「おそらくは、伊い吹ぶきさまが生まれつき、霊れい的てきに強い耐たい性せいをお持ちなのでしょう」

「だけど──」

「証しよう拠こを、お見せ致します」

　なおも往おう生じよう際ぎわの悪い俺に、そっと僅わずかだけ、寂さびしそうに微ほほ笑えんでみせた。

「少しだけ、手をお借りしてよろしいですか？」

「……いいけど。何するんだ？」

「すぐにお分かりになります」

　郁は華きや奢しやな両手を伸ばし、差し出した俺の右手を包み込む。その半はん透とう明めいの掌てのひらは、皮ひ膚ふに遮さえぎられることなくすっと俺の手と重なり──

「っ────────！」

　途と端たん、俺の体温が一いつ瞬しゆんにして奪われる。

　鳥とり肌はだが立つとかいうレベルではない。郁に触ふれられた部分から、体が凍こおりついていくような錯さつ覚かくに襲おそわれた。心しん臓ぞうも働くのを放ほう棄きし、血液の循じゆん環かんが止まる。猛もう烈れつに吐はき気が湧わき、視界が真っ白に塗ぬり潰つぶされる。

「おにいちゃん!?」「臼うす谷たにっ!?」「だ、大だい丈じよう夫ぶっすか!?」

　気がつけば、俺は床ゆかに横倒しになっていた。
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　誰だれかが騒さわぐ声で、そのことに気付く。

　長くてもほんの数秒程度だったのだろうが、完全に意識が飛んでいた。緩かん慢まんに麻ま痺ひした頭でそれを自覚するが、起きようという気にはならなかった。そういう発想すらなかった。声に応えようともせず、ただただ床に転がる。

　どれだけそうしていただろうか。やがて少しずつ体に温かさが戻り、体が芯しんから震ふるえ始めた。やっと寒さを認識できる程度にまで回復したのだ。どっどっどっとそれまでのサボりを取り戻すかのように心臓は熱心に働き、脈みやく動どうで体ごと揺ゆれる。酸さん素そを取り込もうと呼応して、自然と荒く浅い呼吸を繰くり返す。

　──そして。

　意識を取り戻しても、俺の体から震えは消えなかった。鼓こ動どうも同じく激しいままで、呼吸も整わない。

　怖かった。

　一度味わった恐怖が、体の奥底に刻み込まれていた。

　これが、悪あく霊りように呪のろわれるという感覚なのか。

「ご理解いただけたようですね」

「ひ、ひいいっ──！」

　郁いくに話しかけられ、つい悲鳴を上げてしまう。悲しげな笑みを浮かべさせてしまうが、今度ばかりはフォローすることはできなかった。

　白状しよう。

　郁に──七しち人にんミサキに取り憑つかれてからも、俺は心の何ど処こかで気楽に構えていた。そういう部分が確かにあった。悪霊だと打ち明けられ、呪い殺すと明言されているとはいえ、彼女達はいわゆる『悪霊』らしさが致ち命めい的てきに足りていない。最終的にはどうにかなるだろうと、甘く見ていたのだ。

　完全に馬ば鹿かだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん触さわられただけで、俺は死の淵ふちにまで追いやられた。郁がすぐに手を離はなしてくれなければ、俺は今頃死んでいただろう。

　どんなにらしくなく見えても、やはり彼女達は本物の悪霊なのだ。

　その気になれば、すぐにでも俺を殺せる。そうなっていないのは、『一ひと目め惚ぼれした』という郁いくの気まぐれに過ぎない。

「伊い吹ぶきさま……」

「……ごめん。今日はごめん」

　彼女達の顔を見るのは不可能だった。背中を向け、一直線に自分の部屋へと向かう。分かりきっていたことなのに、付いてくる気配を感じて吐はきそうになった。

「もう、休ませてくれ」

　着替えもせずにベッドに入り、頭まで布ふ団とんを被かぶる。

　昼を迎むかえ気温は暑いくらいのはずなのに、震ふるえは一向に収まる気配もなかった。
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　ほとんど眠れぬまま、しかし一度も布ふ団とんを抜け出すことなく一夜が明け。

　早朝のリビングルーム。本来なら憩いこいの空間であるはずのそこに流れる空気は最悪だった。

　昨日のあれから、一言も口を利きいていないのだ。俺が布団に潜もぐってからは、七しち人にんミサキ同士でもほぼ会話をしていなかったようだし。雰ふん囲い気きがよくなる要素は一つもない。

　自室からここへ辿たどり着くまで、郁いくは何度か話しかけてこようとはしていたのだが、結局どれも途中で断念していた。俺も勇気がなく、気付かないふりをしてしまう始末。

　これでは駄だ目めだ。反省しよう。

　喉のどがからっからに渇かわいていたので部屋を移動したのだが、コップ半分の水も体が受け付けてくれなかった。でもまあある程度は潤うるおせたので、これでよしとする。

　無む為いに一夜を過ごしたわけではないのだ。頑がん張ばれ俺。

「ごめん！」

　頰ほおを叩たたいて気合を入れ、腹から声を出す。

　七人ミサキ全員に。特に、郁へと向けて。

「昨日は俺が悪かった。ごめんなさい！」

　一人一人に向かって、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「えっ──、そ、そんなっ！　頭を上げて下さい！」

　一番最後に郁へテーブルに額ひたいを擦こすりつけて謝あやまると、彼女は慌あわててわたわたと手を振る。

「許してくれるのか？」

「許すも許さないもありません！　悪いのは私のほうなんですから！」

「いいや違う。郁は俺に言われた通り、何が起こったのか証明してくれただけなんだから。疑った俺が悪いんだよ」

　自分を責める郁を否定し、真しん摯しに彼女を見つめる。

「信用しなくて──、怖がったりして、本当にごめん」

「伊い吹ぶきさま…………！」

　硬く強こわ張ばっていた郁の表情が、みるみるうちに紅こう潮ちようし、生き生きと華やいでいく。

「もったいないお言葉、ありがとうございます。そう言っていただけるなんて……許していただけるなんて夢のようです」

　唇くちびるをほころばせ、ほうと息を吐はく。うっとりと細められた目は熱っぽく、幸せそうな表情で小さく俯うつむいた。

　……。

　よし。

　計画は成功した、か？

　不安と恐怖に支配されながら、表面上は全力で笑顔を取り繕つくろう。鬱うつ血けつするほど太ももを摘つまんでひねりあげ、震ふるえるなと体に言い聞かせる。

　怖い。

　一晩経たっても、郁いくに対する恐怖はこれっぽっちも薄うすれていない。当たり前だ。あと一歩の所で、俺は殺されていたのだから。

　……しかし。

　怖がってばかりもいられない。それでは駄だ目めだと、俺は一晩かけて結論を出したのだ。その上で選んだ作戦が、これだ。

　つまりは媚こびを売り、ご機き嫌げんを取る。

　七しち人にんミサキに生命与よ奪だつの権利を握られている以上、彼女は俺の生命線だ。どういうわけか彼女が気に入ってくれているからこそ、俺は死なずに済んでいるのだ。根本的な解決策が見つかるまでは、最低でもその状態を保たなければならない。

　絶対に嫌きらわれるわけにはいかなかった。

　卑ひ怯きよう？　卑ひ劣れつ？　ふん、好きなように言うがいい。

　俺はまだ死にたくない。

　生きるためだったら、どんなことだってやってやるさ。自じ暴ぼう自じ棄きになるのはもうやめだ。絶望なんてしてたまるか。

「それで、これからのことなんだけど」

　ぐるりと部屋を見渡し、ごほんと咳せき払ばらい。

　とりあえずは順調にいった。次の作戦に移ろう。

「まず確認しておきたいんだけど、昨日教室で起こったような事態は、郁達も望んでいるわけではないんだよ……な？」

「はい。もちろんです」

　緩ゆるんでいた表情をはっと引き締しめ、郁が頷うなずく。

「私達は悪あく霊りようとなった身ではありますが、好んで害を為なそうとは思っておりません」

「七人ミサキの目的は、取り憑ついた相手を呪のろい殺し、代わりに成じよう仏ぶつすることよ。取り憑いていない相手を殺しても、無む駄だなだけだわ」

　きっぱりと断言する郁を、初はつ希きが補足する。一番過激派の彼女がそう言うのだから、信用しても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「分かった。ありがとう」

　よし。ここまでは予想通りだ。

「で、今日も学校あるんだけど……」

　眉まゆを寄せ、俺は困った顔で宙に浮かぶ少女らを見上げる。

　機嫌を損そこねる可能性があるので、憑いてくるなとストレートに言うわけにはいかない。同じ事態を引き起こす危険性を示し唆さし、彼女達が自発的にそうする流れになるよう誘ゆう導どうしようというのだ。

「一日だけならともかく、何日も続くとさすがに厳きびしいんだ。……どうにかならないかな？」

「これからずっとのことですし、単純に休んでいただくというわけには参りませんね」

　同情を誘さそうべく、憐あわれっぽく訴えると、やはり郁いくは事情を汲くんでくれた。思わず笑みが浮かびかけ──

「──簡単よ」

　想像もしていなかった横よこ槍やりが、俺のちゃちな作戦を粉ふん砕さいする。

「ここであんたを呪のろい殺してしまえば、そんな心配をする必要はなくなるわ」

「初はつ希きさんっ！」

　郁が金切り声を上げると、パリンと水の入っていたコップが割れる。ぽ、ポルターガイストってやつだろうか。

　残っていた水とガラスの破は片へんが飛び散るが、けれど郁は気付いてもいないのか、一いち瞥べつすることもなく初希へと詰め寄る。

「しばらくは時間をいただけると、そうお約束したはずです！」

「ええ、したわ。でもやっぱり土台から無理な話だったのよ」

　同じく語気を荒げるでもなく、初希は淡たん々たんと、どこか冷めた声で返す。

「昨日のことで郁もよく分かったでしょ？　ううん。前々から分かっていたはずよ。人間と悪あく霊りようは違う存在なの。仲良く一いつ緒しよになんていられないわ」

「っ──！　そ、それでも、伊い吹ぶきさまは別です！　こうしてご無事じゃないですか！」

「あくまでも、今のところはね」

　もの凄すごく嫌いやな含ふくみを持たせ、一言で切って捨てる。

　郁と初希。二人は今までも何度か対立をしているが、今回は構図が全まつたく違っていた。俺を殺さないと決め、てこでも動かない姿勢を貫つらぬいていた郁が落ち着きをなくし、イライラと激げつ昂こうしていた初希が、冷静に否定を繰くり返す。

　前回までと共通しているのは、どちらも責め立てるほうが劣れつ勢せいだということ。

「……だから、いつも通りさっさと殺すべきだったのよ」

　ぽつりと独ひとり言ごとのように初希が呟つぶやくと、郁の目がはっと大きく見開かれる。血の気けが引いて顔面蒼そう白はくとなり、心が折れてしまったのではと心配になるが、

「…………学校へは、伊吹さまお一人で行っていただきます」

　いったん目を瞑つぶり、幾いく度どか深呼吸。ゆっくりと瞼まぶたを上げ、彼女は静かに告げた。

「私達がこの家にこもり、外出しなければ。それさえ守れば、他の方に被害はでないはずです」

「郁──」

「初希さんの仰おつしやっていることが正しいことも、私のために忠告して下さっていることも、よく理解しています。それでも──」

　震ふるえる声で、郁は初希の言葉を遮さえぎる。

「手出ししないという約束は守っていただきます。よろしいですね？」

　向かい合った二人は、しばし無言で見つめ合う。

　どちらも睨にらみつけたりはせず、ただ真まっ直すぐに視線を交わす。

「……分かったわ」

　先に根負けして口を開いたのは、初はつ希きのほうだった。諦あきらめたような表情で、ゆっくりと首を横に振る。

「今すぐ殺せっていうのは撤てつ回かいしてあげる。ただし、一人で学校に行かせるっていうのは認められないわ」

「では、どうしろと仰おつしやるのですか」

「監かん視しのために、最低でも必ず一人は常に取り憑つかせてもらうわよ。こいつを自由にさせたら、何を企たくらむか分かったもんじゃないし。きっと無理矢理にでも、あたし達を祓はらおうとするに決まってるわ」

　鼻を鳴らし、じろりと俺を睨む。

「ひぇっ!?　そそそそそんなこと、すすすするわけないだろ？」

「そうです初希さん！」

　盛大に目を泳がせながら否定すると、郁いくが憤ふん慨がいしながらそれを後押し。

「伊い吹ぶきさまがそんな卑ひ劣れつな真ま似ねをなさるはずがありません！　ですよね!?」

「は、はいっ！　その通りです！」

　勢いに圧倒され、俺ははきはきと頷うなずくしかない。

「ほらっ！　伊吹さまもこう仰っているじゃないですか！」

「いや、あからさまに企んでるっぽいんだけど……」

　猛もう抗こう議ぎを受けた初希は呆あきれたようにこぼし、

「とにかく！　何と言われようと、絶対に単独行動だけは駄だ目め。これだけは譲ゆずれないわ」

　対応を変えることなく、きっぱりと言い放つ。それでも郁は納なつ得とくできないらしく、二人はじりじりと睨み合う。

　……実際に企んでいるだけに、その庇かばおうとしてくれる姿勢が心に痛かった。

　郁の信しん頼らいや優やさしさに、俺はつけ込んでいるのだ。方針を変えるわけにはいかないけれど、やはり申し訳わけなくは思う。

「あ、あのさ、」

　だからというわけでもないけれど。埋うめ合わせをするように、俺は横から口を挟はさんだ。

「一人だけだったら、昨日みたいなことは起こらないのか？」

「ええ。七しち人にんミサキの呪のろいは、基本的に取り憑いた相手に向けられるものだもの。四六時中張り付いたりするなら別だけど、周囲への影えい響きようは、一人ならそれほど大きくないわ。せいぜい寒気がする程度ね。あたし達が自分から呪のろおうとしたり、直接触ふれたりしない限りは大だい丈じよう夫ぶなはずよ」

　真ま面じ目めな顔で初はつ希きが頷うなずく。郁いくも否定しないので、噓うそではなさそうだ。

「だったらそれでいいよ。誰だれか一人、常に監かん視しで憑ついてくれても」

　素直に受け入れると、郁が上うわ目め遣づかいにおずおずと俺を窺うかがった。

「伊い吹ぶきさま、よろしいのですか？」

「問題ないって。学校に通えるだけで、十分ありがたいよ」

「……すみません。ありがとうございます」

　申し訳わけなさそうに、彼女はしゅんと沈んでしまう。ちゃんと役に立ってくれたのだから、気にしなくてもいいのに。

　家の外では解放され、自由に出歩けるというのがベストなのは確かだが、俺も最初から、そこまで高望みはしていなかった。取り憑くのが一人だけで済んだのだから、むしろ成果と言えよう。

　誰か一人くらいだったら、監視の目をかいくぐることも可能かもしれない。否いな、絶対にかいくぐってみせる。

　七しち人にんミサキを祓はらう方法を見つけ、この状況を打破するために。

「ねー、じゃあ誰から行く？」

「そうですわね……」

「わ、私は一番最後でいいっす」

　意見はまとまったのだろう。それまで黙だまっていた五人も会話に加わり、さっそく取り憑く順番について、あーだこーだと話し合いを始める。緊きん迫ぱくした空気から解放されたことで、皆明るく騒さわがしかった。

「──ふぅ」

　当面の危機は去ったと判断して、俺もやっと肩の力を抜く。現金なもので、途と端たんに体がぐうぐうと空腹を訴えた。
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　最初の監視者として決まったのは、意外にも路ろ花かちゃんだった。

「今日はよろしくね、おにいちゃん」

「うん。お手柔やわらかに」

　無む邪じや気きに笑みを向けられ、俺も自然に顔がほころぶ。

　てっきり郁か初希のどちらかになるだろうと思っていたので、個人的にこれは嬉うれしいサプライズだった。俺への敵意を隠かくそうともしない初希は言うまでもなく、郁と二人っきりというのも、同じくらい遠えん慮りよしておきたかった。

　殺されかけた恐怖が消えていないというのが一つ。もう一つは、一いつ緒しよに行動することで、ぼろが出てしまうのを恐れてだ。

　一ひと目め惚ぼれしたという理解不能な理由で、俺は命を繫つないでいる。たまたま外見が郁いくの好みだったというだけで、決して内面を評価されたわけではないのだ。今まで一度もモテたことがないという事実から鑑かんがみるに、失望されるかもしれない機会は可能な限り減らしておくべきだろう。

　……自分でも嫌いやになるくらい後ろ向きだな。

　七しち人にんミサキ内での話し合いの結果、俺への監かん視しは先頭から順番に行うことになった。となると郁からというのが順当なのだが、彼女は無意識にコップを破は壊かいしてしまったことを恥はじ、今回は自じ粛しゆくすることにした。

『留る守すを守るのが妻の務つとめ』というのが、別れ際ぎわの彼女の言葉だった。郁はどこまで本気で言っているのか、全然分からないから困る。




「おはよう伊い吹ぶき。そんなところで立ち止まって何してんのさ？」

　教室へと辿たどり着き、ドアの前で入るのを躊ちゆう躇ちよしていると、不意に後ろから声をかけられる。ただの挨あい拶さつだというのに、びくんと過か剰じように反応してしまった。

「えっ？　ああ、鈴すず鹿かか」

「『鈴鹿か』じゃないよ。邪じや魔まだからさっさと教室入りなって」

「お、おい押すなよ！」

　抗こう議ぎの声を無視し、「ほらほら」と鈴鹿は背中を突つき飛ばす。つんのめりそうになりながら、俺は教室へと足を踏ふみ入れた。

　反射的に目を瞑つぶってしまうが、覚かく悟ごを決め、恐る恐る教室を見渡す。

「朝っぱらから何やってんだ？　臼うす谷たに」

「あら伊吹君、昨日は平気だった？」

「あ、ああ……」

　変な登場をしてしまったこともあり、近くにいた何人かの注目を集めてしまう。生返事を返し、俺はほっと安あん堵どの息を吐はいた。

　登校が遅くなり、ホームルームの時間が近づいた教室。ほとんどの生徒が登校済みで、その様子は普段と何も変わらなかった。

　悪夢の残ざん滓しは、どこにも見受けられない。

「なあ鈴鹿、昨日俺が早退してから何か変わったことはあったか？」

「ん？　特に何も。そういえば伊吹が帰ってしばらくしたら、体調崩くずしてた人全員揃そろって回復したんだ。伊吹ももう少し辛しん抱ぼうしてれば、早退せずにすんだかもしれないのにね」

「……そうだな。失敗したぜ」

　やはり俺が……七人ミサキが離はなれたことで霊れい障しようがなくなり、元の状態に戻ったのだろう。自分のせいで危険な目に遭あわせてしまったが、それが最小限で済んだと分かり、過か剰じように負荷のかかった胃の負担が、少しだけ軽減される。

　ちゃんと謝あやまることも説明することもできないけれど、せめてこれからは、絶対に迷めい惑わくをかけないと誓ちかおう。

「そうだ。昨日みたいに、今日も教室寒く感じるか？」

「いや別に？」

　むしろ暑いくらいだと、鈴すず鹿かは上着を脱ぐ。

　この分だと、一人なら大だい丈じよう夫ぶだという初はつ希きの予想も外れてはいまい。高く──天てん井じよう付近に浮かぶ路ろ花かちゃんと目を合わせると、彼女もにこりと笑い、頷うなずきかけてくれた。

　順調。そう、今のところ全すべてが順調だ。

　このまま何事も起こらないことを、切せつに祈いのろう。
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「うーん、今日は楽しかったー！」

「そっか。よかったよかった」

　日も暮れ暗くなった道を、路花ちゃんを引き連れのんびりと進む。

　先に結論を言うと、取り憑つく悪あく霊りようを一人にしたことで、トラブルは何も起こらなかった。

　本当に大丈夫なのかと最初は緊きん張ちようしていたのだが、昨日臨りん界かい点てんを迎むかえた三時間目を過ぎても何事もなく、昼休みを迎えるころには、俺も油断して気を抜くようになっていた。

　結局放課後になっても誰だれも体調を崩くずさず、一人ならば無害というのが完全に証明された。悪あく影えい響きようが現れないのと無害の間には歴れき然ぜんとした違いがあるけど、あえて目を瞑つぶる。同じも同然だ。

　浮かれた俺はストレス解消も兼かね、鈴鹿やクラスの連中と一いつ緒しよに遊びに出かけた。カラオケからゲーセンへ、ファミレスで夕食も済ませ、時間はかなり遅くなってしまった。

　話しかけるわけにはいかず、路花ちゃんのことはほとんど放置する形になってしまったのだけれど、彼女は特に機き嫌げんを悪くする様子はなかった。それどころかむしろ目を輝かがやかせ、ありとあらゆるものを興きよう味み深そうに眺めていた。

　思い起こせば、学外に出てからだけではなく授業時間もそうだった。俺には退屈でしかない数学のときでさえ、ふむふむと熱心に耳を傾かたむけていたくらいだ。

「なあ、路花ちゃん」

「んー？」

　改めて考えると、そのことを不自然に感じてしまい、急に不安になる。

「その……。今日は放置して、ごめん」

「んんん？　おにいちゃん、どうして謝あやまるの？」

「だってほら、本当は今日一日、退屈だったんじゃないか？」

　高校の授業に、聴きくだけのカラオケ、見るだけのゲーム。極きわめつけは男子高校生同士の実りのない会話。小学生の女の子が楽しめる要素は一つもない。

　ひょっとしたら、楽しんでいるふりをしてくれていただけなのかもしれない。こんな小さな子に気を遣つかわせてしまっていたのかと、今いま更さらながら反省するのだが、

「ぜーんぜん！　ちっとも退屈なんかじゃなかったよー」

　彼女はしかし、カラオケで鈴すず鹿かが歌っていた曲を口ずさみながら、リズムに乗ってその場でくるくると回ってみせる。

　上じよう機き嫌げんに。まるで俺の悩みがただの杞き憂ゆうなのだと、全身で表現するように。

「どーしてそんなこと言うの？」

「いや……普通に過ごしただけで、別に特別なことをしたわけじゃないし。てっきりそうかと思ったんだけど」

「そんなことないよー」

　ぶんぶんと、路ろ花かちゃんは激しく首を左右に振る。

「初めて見るものばっかりで、路花にとってはトクベツだったんだから」

「……だったらよかったよ」

　相手は小学生だし、そんなものかもしれない。一いつ瞬しゆんそう納なつ得とくしかけるが、またすぐに新たな疑問が浮かぶ。

　順番的に考えると、路花ちゃんは郁いく以外の全員に取り憑ついていた経験があるはずだ。仁に衣い菜なさんはもっと華やかな世界にいたであろうイメージがあるし、ほのかだって活発に街で遊んでいそうなのに。

「初はつ希きとか他の連中は、取り憑かれてるとき、こういうことしてなかったのか？」

　何の気なしに訊たずねると、路花ちゃんは「んーとね……」と言いにくそうに口ごもる。

「七しち人にんミサキって、基本的に取り憑いた人を、すぐに呪のろい殺すことにしてるんだ。その人がどんな性格なのかとか、知っちゃう前に。路花が加わってから、一番早くて三分くらい。長くても半日以内だったかな」

「し、知る前にって……」

　これから殺す相手のことなど、知る必要はないということか。なんてえぐいんだ。

「誰だれにも取り憑いてないときも、自由に行動できるわけじゃないし。カラオケもげーむせんたーも、ほのかちゃん達から話には聞いてたけど、ジツブツを見たのは初めてだったんだよー。だからね、今日はすっごく楽しかったんだ！」

「路花ちゃん……」

　興こう奮ふんして力説する彼女に、噓うそを吐ついている様子はない。弾はじけるような笑顔で──、……それが俺の心を抉えぐった。

　彼女はこんな程度のことも体験しないうちに、死んでしまったのだ。

「よし、これからどっか遊びに行こうか」

　もう完全に日は落ちているが、構うものか。付いてこいと誘さそうが、しかし彼女は逆にぴったりと足を止める。

「い、いいよっ。もう遅いし、おにいちゃん明日も学校でしょ」

「いいから遠えん慮りよするなって」

「遠慮とかじゃなくて！」

　天を仰あおぎ、大きく溜ため息いき。

「……ねえおにいちゃん。遊びに行く代わりに、ひとつ、お願い聞いてくれる？」

　路ろ花かちゃんは上うわ目め遣づかいをするのではなく、ふわりと俺と同じ高さに浮かんだ。

「気持ちは分かるけど……。みんなのこと、怖がらないであげて」

「きゅきゅ、急にななな何言ってんだ？　そんなことあるわけ──」

「──おねがい」

　軽く誤ご魔ま化かそうとするするが、彼女はぶれることなく、ただひたすらに俺の目を見つめる。

「……………………………………はぁ」

　その真まっ直すぐな視線に耐えきることができず、俺は数秒で白しら旗はたを揚あげた。

「そんなにバレバレだったか？」

「うん。おにいちゃんじゃなくても、怖がるのが当たり前だしね」

「そうか……。自分では上う手まく隠かくしてたつもりだったんだけどな」

　今日は特に。路花ちゃんの存在を、ほとんど忘れていたくらいだったんだけど。そのことを言うと、彼女は小さく苦笑する。

「おにいちゃんは今日ずっと、家に帰るの少しでも先延ばしにしようとしてたでしょ。さっき路花を誘ったのもそうだし」

「そ、そんなこと……」

「ない？」

「……ある。あります」

　もう降こう参さんだ。

　言い訳わけさせてもらうと、自分でもはっきり意識していたわけではない。だけど彼女の指摘通り、無意識にそう考え、悪あく霊りようの待つ自宅を避さけようとしていたのだろう。ここまで帰りが遅くなるなんて、滅めつ多たにないことだ。

「『七しち人にんミサキ』は悪霊だから、怖がられて当然なんだけど。……頭で分かってても、やっぱり悲しいんだ」

「路花ちゃん……」

　切なげな笑みを浮かべて語る彼女に、俺は心を動かされるが、

「郁いくちゃんだってそうだよ」

「っ……！」

　その名前を聞いた途と端たん、びくっと心しん臓ぞうが飛び跳はね恐怖が蘇よみがえる。

　路ろ花かちゃんはそんな俺の反応を眺め、寂さびしそうにぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「おにいちゃんに怖がられるって、嫌きらわれるって分かってて、郁ちゃんは昨日ああしたんだよ。路花達を代表して、自分から嫌きらわれ役を引き受けてくれたんだ」

「…………」

「その気持ちだけは、分かってあげて」

　簡単に俺を呪のろい殺せるだけの力をもっているくせに、彼女は脅おどすのではなく、純じゆん粋すいに理解を求めてお願いをする。

　この状況で否定したら、俺の方がよっぽど悪者じゃないか。

「……分かったよ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようではなく、自分の意志で頷うなずく。

「怖がらないっていうのは、たぶん無理だけど。絶対に無理な自信があるけど、努力だけはしてみるよ。約束する」

「……うん。ありがとう、おにいちゃん」

　とても納なつ得とくできる答えではないだろうに、路花ちゃんは俺を責めるでもなく、それで十分だとばかりに微ほほ笑えむ。

　いい子いい子と、触ふれないように空中で俺の頭をなでてくれた。
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「さ、帰ろー。みんな待ってるよー」

　くるりと身を翻ひるがえし、急せかすように先へと進んでいく。その無む邪じや気きな声と仕草に、しばらくぽかんとしてしまうが、すぐに置いて行かれないよう、少し駆かけ足であとを追いかける。

　いつの間にか、俺は気付かぬ内に軽く苦笑を漏もらしていた。

　路花ちゃんは十歳さいくらいにしか見えないけど、よく考えれば彼女は幽ゆう霊れいなのだ。今まで生きてきた年数は、単純に見た目通りというわけではないのだろう。

　全まつたく、敵かないそうにない。
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　翌日。

　今回俺に代表して取り憑ついたのは、順番通り初はつ希きだった。

「も、もうすこしスピード出した方がいいか──、いいですかね？」

　彼女と二人きりというだけで、緊きん張ちよう感がやばい。自転車で登校の最中であっても、少しでも機き嫌げんを損そこねないよう話しかけるのだが、

「好きにしなさいよ。許可を取る必要ないでしょ」

「は、はい」

「敬語使う必要もないわよ。というか別に、あたしに話しかけなくていいわ。むしろ話しかけないで」

　結果はこれだった。けんもほろろな対応で、取り付く島もない。

　俺だって好き好このんで初はつ希きと会話したいわけではなく、むしろしたくはないのだが、無言の間が続くと、それだけで不安になってしまう。

　ペダルをこぎながら、ちらちら横目で様子を窺うかがっていると、彼女は長く長く溜ため息いきを吐はき、呆あきれたように俺を見下ろした。

「……そんなに警けい戒かいしなくても、殺さないわよ」

「ええっ！　ほ、本当かっ!?」

　予想外の言葉に、慌あわてて急ブレーキをかける。

「やっぱり噓うそだったとか、そういうのはなしだぞ!?」

「落ち着きなさいよ。あくまでも、今は殺さないってだけ。殺す気がなくなったってわけじゃないわ」

「そ……そっか……。そうだよな……」

　みっともなさ全開で確認するも、半眼で睨にらまれ、がっくりと落らく胆たんしてしまう。

「郁いくとの約束は守るわ。いくらチャンスだからって、抜け駆がけで殺したりしないから、その点だけは安心しなさい。そんなことしなくても、殺やろうと思えばいつでも殺れるもの」

「…………了解」

　殺さないのは、完全に『今だけ』というわけか。安全を保証されても、ピンポイント過ぎて全然安心できねえよ。

　でもまあ、このままじゃ俺の神経が保もたない。頑がん張ばってプラスに捉とらえるとしよう。条件付きとはいえ、殺さないという証言を得たのだ。怖いことには変わりないけど、必要以上に怖がる心配はないということじゃないか。

　例えるなら、猛もう獣じゆうと一いつ緒しよの部屋に閉じ込められたけど、その猛獣は首くび輪わで繫つながれている状態とでも言えばいいか。猛獣の行動範囲内に足を踏ふみ入れさえしなければ、命の危険はない。

　一つ問題なのは、その猛獣が自力で容易に首輪を外せるということなんだけど。

　どこからどう考えても致ち命めい的てきだ。俺の精神衛生上の理由から、気付かなかったことにする。

「あたしはただの見張りなんだから、あんたが余計なことしない限り、手出しも口出しもしないわ。分かったら運転に集中しなさい」

「はい……」

　結局、俺が勝手にぬか喜びしただけということか。

　思えば出発前、見送りをする他の六人は、いつもと変わらぬ落ち着いた様子だった。初はつ希きが代表して取り憑つくことに、郁も路ろ花かちゃんも、誰だれも反対はしなかったのだ。

　もし初希が勝手に俺を殺す危険性があるのなら、きっと何らかのリアクションを起こしていただろう。それがなかったということは、七しち人にんミサキ内で、初希はそれなりに信用されているということになる。そのはずだ。お願いだからそうであって下さい。

「……行くか」

　どうせ俺に、選択肢しなどないのだ。初希の人間性ではなく、郁の判断を信じることに決め、学校へと向かう。

　頼たよりにする相手も悪あく霊りようというのがまた、たちの悪い冗じよう談だんのようだ。今のこの状況が本当に冗談であってくれれば、どれほどよかっただろうに。





＊






　何か他に予定でもない限り、俺は基本的に、昼は鈴すず鹿かと一いつ緒しよに学食で食べることにしている。

　今日の昼食として選んだのは、素すうどんを二杯だった。

　コストパフォーマンスを重視したというわけではない。確かにうどんは値段と腹持ちの両面から優すぐれており、実際にこのうどんをダブルという組み合わせは、安く満腹感も得られるため月末によくお世話になっている。

　同じものを延えん々えん食べ続けるとどうしても飽あきてしまいがちだが、その点でもうどんは優ゆう秀しゆうだ。するすると飽きが来る前に食べ終えることができるし、七しち味みという鉄板の相あい棒ぼうも無料で追加が可能だ。

　たまごや油揚あげ、天ぷらにコロッケ……。様々なおかずを受け入れる度量の深さも、うどんの持つ魅み力りよくの一つだ。素すうどんに比べ追加の資金投入は必要となってしまうが、僅わずかな出費だけで無限のバリエーションを得ることができるとも言える。

　米と並ぶ、理想の主食と呼べるだろう。

　そんな魅力に溢あふれるうどんだが、今回俺が選択した理由は、ただ単に消化によさそうだからだ。食べ盛ざかりの高校生を相手にするため、学食のメニューは脂あぶらっこい料理が主力となっている。一番胃にダメージを与えなさそうなのが、素うどんだったのだ。

「ああ……美う味まい……」

　麵めんを一本一本、しみじみと啜すする。

　手出しも口出しもしないという初はつ希きの言葉は正しく、彼女は学校に着いてから、今まで一言も話しかけてはこなかった。

　こなかったのだが、決して俺から目を離はなさず、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくをじっと睨にらみ続けはしていたのだ。しかも時々何か言いたげに口を開いては、結局そのまま閉じるというのを繰くり返したため、気の休まる暇ひまがなかった。嫌いや味みの一つでも言われたほうが、まだましだったかもしれない。

　おかげさまで元から荒れていた俺の胃に遠えん慮りよなく追加ダメージが入り、もうボロボロだった。これが呪のろい殺すのではなく、内側から俺を破は壊かいしようという初希の作戦だったとしたら大成功だろう。

　しかし、俺も素す直なおに殺されてやるわけにはいかない。戦い抜く体力をつけるため、負けて堪たまるかと、もそもそとうどんを咀そ嚼しやくする。

　これは言わば、生存を賭かけた俺なりの反攻作戦なのである。ありがとう、うどん。

「あれ？　ここのうどん、伸びててコシもないから好きじゃないって言ってなかったっけ？」

　感かん謝しやを捧ささげつつ平らげていると、向かいで弁当を食べていた鈴すず鹿かが余計なことを言う。少しだけむすっとしながら、俺は神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「それがいいんだよそれが。こんだけ嚙かみ応えがなかったら、たぶん胃で消化するのも簡単だろ。胃への優やさしさは、全すべてに優ゆう先せんするんだ」

　そうでなきゃ、金欠でもないのにうどんなんか注文するかよ。

　あ、普段よく食べるのはカレーです。




　学食を出たところで、何か用事があるという鈴鹿と別れる。

　図書室で軽く昼寝でもしようか。そんなことを考えながら廊ろう下かをふらふら進んでいると、「ねえ」と初希が声をかけてきた。

「鈴すず鹿かくん──だったっけ？　一いつ緒しよに食べてた子みたいに、あんたにはお弁当作ってくれる人いないの？」

「……いねーよ。悪かったなモテなくて！」

「誰だれもそんなこと言ってないでしょ。被害妄もう想そうはやめなさいよ」

　思わずむっとして返すが、初はつ希きは「はっ？」と鼻で笑う。

「彼女とかじゃなくて、……作ってくれるような家族はいないのかって訊きいてんの。あんた自じ炊すいしないし、いっつも外食じゃない。栄養が偏かたよるわよ」

　腰に手を当て、どこかイライラした様子で俺を威い圧あつする。

「何だ、心配でもしてくれるのか？」

「す、するわけないでしょ！」

　まさかと思いつつ訊たずねると、案あんの定じよう、彼女は早口で否定。

「ヘンなものでも食べて、体調崩くずしてそのまま勝手に死なれたら、こっちが困るのよ。死ぬなら呪のろいで殺されてくれないと、あんたに取り憑ついた意味がないじゃない」

「……ああ、そういうことか」

　血も涙もない冷れい酷こくな答えだが、俺は怒ることなく納なつ得とくする。悪あく霊りようが普通に人の心配をするわけないよな。

「で？　家族はどうなの」

「両親とも健在だぞ。父親は仕事で単身赴ふ任にん中なんだけど、うちの両親はいい歳とししてすげー仲が良くて、俺が高校に進学してからは、母親もほぼそっちで生活してんだよ。一人っ子で兄弟は最初からいないしな」

　おかげさまで、俺は気楽な一人暮らしを満まん喫きつしていたというわけだ。……悲しいことに、今ではもう過去形となってしまったけど。

　説明して気付いたのだが、七しち人にんミサキに取り憑かれて以来、こういうことを話すのは初めてだった。狭せまいとはいえ一軒家に高校生が一人で生活しているのに、誰だれにもそれを質問されたことはなかった。

　初希だけでなく、郁も含ふくめた他の六人の、誰からも。

　よくよく考えてみれば、家族についてだけでなく、プライベートに関わるようなことは、ほとんど何も訊かれていない気がする。いっぱいいっぱいの状況が続き、そんなことに注意を払っている余裕はなかったのだけれど。

　気付いてみれば、ちょっと不自然だな。

「俺に取り憑いてから、もう四日目だぞ。今いま更さら訊くようなことか？」

「だってあんたのことなんて、別に知りたくないんだもの」

　半分呆あきれたように言うと、初希はふんと鼻を鳴らす。

　だったら訊くなよ！　と胸の内でツッコむ。それをそのまま口に出せたら、どれほど幸せだろう。だけど現実には彼女の機き嫌げんを損そこねるわけにはいかず、ぐっと我が慢まんするしかない。

　路ろ花かちゃんも『相手のことを知る前に殺す』と言っていたし、もしかしたら七しち人にんミサキ自体が、そもそも生きている人間に興きよう味みがないのかもしれない。たとえ取り憑ついた相手であっても、それは例外ではないのだろう。

　なんとなく嫌いやな気分になって溜ため息いきを吐はいていると、初はつ希きが「……じゃあ」と話を戻す。

「あんたは今、家族に見捨てられてるの？」

「そんな大おお袈げ裟さな話じゃねえよ。仲が悪いってわけじゃないし、それに家族って括くくりなら、じーちゃんも時々遊びに来てくれるしな」

　悪あく霊りようとしてはそうであって欲しいんだろうけど、残念だったな。

　悔くやしがる姿を期待し、ふふんと彼女を見返すのだが、

「──そう」

　俺の予想に反し、初希はほんの少しだけ、口元に笑みを浮かべた。

　珍めずらしいことに、こころなしかその表情も、優やさしく緩ゆるんでいるような気がしないでもない。何か悪いものでも食べたんだろうか。

　しかし、これはチャンスかもしれない。

「じーちゃんは俺のことを昔っから可愛かわいがってくれて、すげー仲がいいんだ。一いつ緒しよに撮とった写真とかが家にあるけど、見るか？」

　家族が悲しむアピールをすれば、さすがの初希も俺を見逃す気になってくれるかもしれない。期待を込めて、それとなく提案してみるも、

「興きよう味みないわ」

　彼女はにべもなく、ばっさりと一言で切り捨てる。

「で、でも──」

「話しかけないで」

　往おう生じよう際ぎわ悪く粘ねばってみるも、帰ってくるのは冷たい拒絶の言葉。すっと顔を背そむけて腕組みし、歩み寄るどころかむしろ刺とげ々とげしさを増した。

　何だよ、先に話しかけてきたのはそっちだろ。

「……ったく！」

　自分勝手な態度に憤ふん慨がいするが、俺を殺せと一人だけ強きよう硬こうに主張したりと、初希は最初からそういうやつだった。何かの気まぐれで声をかけ、すぐに飽あきでもしたのだろう。

　こちらとしても望むところだ。絶対に話しかけたりなんかするものかと誓ちかう。




　昼休みを終え、午後の授業が始まってからも、初希の態度は変わらなかった。

　完全にゼロになったわけではないが、鋭するどく睨にらまれる回数も明らかに減る。互いに声をかけたり、視線が交わることもない。

　放課後を迎むかえ、家に帰り着いてからも、それは変わらなかった。
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　七しち人にんミサキに取り憑つかれてから迎むかえた、初めての土曜日。

　俺は少しだけ遠出して、自転車で一時間ほどの距きよ離りにある河か川せん敷じきまで来ていた。

　心身ともに疲れが溜たまっており、休息を必要としている。本来ならば家でゆっくり休みたかったのだけど、そうすると疲労の元げん凶きようである七人に、一日中囲まれて過ごすことになってしまう。それでは気の休まる暇ひまがないので、わざわざ家を出たのだ。

「ここに来るのは…………。あの日以来、か……」

　くるりと周囲を見渡した俺は、前回ここを訪れたのがちょうど一週間前、七人ミサキに取り憑かれた前日だと気付き、到着早々ちょっとばかり鬱うつになる。せっかく気分転換に来たのに、なんてこった。




　初はつ希きという最大の山場を越こえて。

　仁に衣い菜なさんが取り憑く順番の日は、特に何事もなく平和に過ぎていった。

　彼女は元々、俺を殺すことに反対の立場だ。俺を評価しているからではなく、むしろ男だという理由で嫌きらわれているのだが、だからこそ呪のろい殺し、新たな七人ミサキの一員として加えることを拒絶しているのだ。

　正直言って、分かりやすいぶん誰だれよりも信用できる。

　予想通り彼女は俺に一いつ切さい関心を示さず、周りの女子ばかりを飽あきることなくうっとりと眺めていた。見張りとしては完全に無能だろう。

　約束を守って赤あか髪がみの少女を紹介しようとしたのだが、残念ながらこれは叶かなわなかった。休み時間のたびにクラスに会いに行ったのだが、彼女はいつも不在だったのだ。他の女の子を堪たん能のうしたことで、仁衣菜さんは気にしなかったが、俺的には非常に残念だった。

　その翌日。ほのかの番も、同じく平和だったと……思う。たぶん。

　微び妙みように断言できていないが、何か事件が起きたというわけではない。睨にらまれたり殺意を感じたりとか、そういうことも一度もなかった。

　ただ、ちょっとしたズレというか、微妙に違和感があったのだ。

「いぶきん、あれって何？」

　昼休みのこと。変なあだ名で俺を呼び、ほのかはもう何度目かも分からない質問をした。

「ん？　あれは──」

　単独で取り憑いてきた今までの三人と違い、彼女は授業中も遠えん慮りよなく俺に話しかけてきた。小声やノートに書いて返事をしていたのだが、行事や設備など、学校について訊きかれることも多く、全部を文字にするのは面倒なので、昼休みにまとめて返事をしていた。

「そんなにこの学校のこと、気になるのか？」

　疑問に思って訊たずねると、ほのかはこっくりと頷うなずく。

「八やつ淵ぶち高校って、ボクの志望校なんだ」

「へえ？　そうなのか」

「うん。そうだ！　これからはいぶきんのこと、センパイって呼ぶね」

「せ……、せんぱい？」

「そう。ダメ？」

「だ、駄だ目めじゃないけど。むしろ呼んで欲しい」

　中学の頃から部活や委員会の類たぐいは何もしてこなかったので、そんなふうに呼ばれるのは初めてだった。妙みように嬉うれしい。

　にまにまと勝手ににやけそうになるのを堪こらえていると、

「あ、でもボクが入学するのと入れ替わりで、センパイは卒業しちゃうのか……」

　顎あごに手を当て、ほのかはぽつりと呟つぶやく。

「えっ……？」

「ボクは今、中二だからね。一いつ緒しよに通えないなんて残念だなー」

「ふーん。そうか──」

　嘆なげく彼女に相づちを打ち、俺はふと、おかしなことに気付く。

　ほのかは八やつ淵ぶち高校のことを、志望校『だった』とは言わなかった。過去形ではなく、現在進行形として語ったのだ。それ以降も、その前提で話が進んでいる。

　彼女はすでに死んでいて。

　そんなこと、絶対にあり得ないのに。

「ほ、ほのか……？」

「どーしたの？　センパイ」

　思わず確認しようとするのだが、笑顔に圧おされ、続けることができなくなってしまう。

　ほのかは七人の中でも一番性格が明るく、とっつきやすい。

　接していて緊きん張ちようせずにすみ、今までは気が楽だったのだけど。その違和感に気付いてからは、彼女の笑顔に薄うすら寒いものを感じるようになってしまった。




「はあ……」

　昨日までのことを思い出したことにより、勝手に溜ため息いきが漏もれる。

「い、いかんいかん！　頑がん張ばれ俺！」

　そのままへたり込んでしまいそうになるが、空から元気で自分を鼓こ舞ぶし、無理矢理気分を入れ替える。わざわざこんなところまで、落ち込みに来たわけではないのだ。

　魚もほとんどおらず、泳げるくらい綺き麗れいでもなく、陸で遊べるほど広くもない、人ひと気けのない河か川せん敷じき。石が大量に転がり、マラソンランナーすら滅めつ多たに見かけないような場所だか、ここは俺のお気に入りだった。

　足あし下もとに転がる、無数の石。これこそが、俺のお目当てだからだ。

　石。それは自然の作り出した芸術である。

　一般的に価値があるとされる、宝石や鉱こう石せき、化石の類たぐい。そういうものも悪くはないが、俺が心を強く惹ひかれるのは、俗ぞくに『珍ちん石せき』『奇石』と呼ばれるものだ。

　動物っぽい形をしていたり、人の顔っぽい模も様ようがあったり。その種類は様々で、人の感性の数だけ存在している。つまりは自分が気に入った石のことで、ほとんどのものは他人にとってゴミ同然だが、見た目が肉にそっくりな石など、高値で取引されるものもある。

　石との出会いは一いち期ご一いち会えであり、金銭で取引するなど邪じや道どうだと思うんだけど。まあ俺が口出しするようなことではないか。

　話を戻すと、俺は変わった石の収しゆう集しゆうを趣しゆ味みとしており、今日はそれを探しに来たのだ。

　そんなことをしている場合かという声もあるかもしれないが、ちょっと待って欲しい。俺はここ一週間ほど、毎日毎日悪あく霊りようと顔を合わせて生活していたのだ。一日くらいは全すべてを忘れて気分をリフレッシュさせても、罰ばちは当たらないのではなかろうか。

　自分へのご褒ほう美びというやつである。

「よーし、探すか！」

　自己弁べん護ごを済ませ、本格的に探たん索さくに入る。探索といっても、地面を見ながらただその辺を歩き回るだけだけど。

　今日の監かん視し役は紅べに。いつも通りぐーすかと幸せそうに涎よだれを垂たらしており、邪じや魔まにはなりそうにない。七しち人にんミサキとしては仁に衣い菜なさん以上に役立たずなのだが、俺としては好こう都つ合ごうだった。

「これは……、うーん…………。違うな」

　自分の置かれた状況を忘れ、しばし石との対話に没頭する。気がつけばかなりの距きよ離りを移動していたが、紅は離はなされることなく、常に俺の近くを漂っていた。

　眠りながら器用なものだと半分呆あきれ、半分感心しながら彼女を眺め、

「…………………………」

　俺は、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

　以前にも説明したと思うが、七人ミサキは全員、重力に囚とらわれることなくふわふわと浮いている。ほのかが特にそうだが、空中で寝そべったり、上下逆さまになったりと、自由自在な姿勢を楽しんでいる者も多い。

　それはいい。そこまでは何も問題はない。

　しかし。

　一つだけ、どうしても納なつ得とくがいかないことがある。

　彼女達がひっくり返り、頭が下、足が上の状態になっても、スカートは重力に逆らい、まるで硬い金属でできているかのように真まっ直すぐなままだったのだ。

　おかしいだろ！　それは！

　本人の体の向きに合わせて重力的な力が働いており、服ふく装そうもそれに従っている。そういう説明で片付けられるのかもしれないが、そんな都合のいい現象にこそ、俺は納なつ得とくできないと言っているのだ。

　決してスカートの中身を見たいか見たくないかという、低次元な話をしているわけではない。

　見たくないのかと訊きかれたら、そりゃあ見たいけど。見たくないなんて言うやつがいたら、そいつはただの噓うそ吐つき野や郎ろうだ。

　……さて。

　目の前の紅べにはというと、上はかなりだぼだぼのジャージを着ている。

　じゃあ下はと訊かれたら、答えは謎なぞだ。ジャージ（下）を穿はいているのではなく、ジャージ（上）の裾すそから、白い二本の脚あしが直接にゅっと伸びているのだ。ショートパンツでも穿いているのか、下着だけなのか。まさかの大穴で、何も穿いていないのか。それは誰だれにも分からない。

　……いや、七しち人にんミサキの他の六人なら知っているかもしれないけど。ちょっと話を盛もりました。すみません。

　まあとにかく。太ももの半ばより上辺りまでジャージの陰かげに隠かくされ、紅の下半身がどうなっているのかは、俺には不明だった。

　そして現在、石を探して座り込んでいたので、俺はかなり体勢が低くなっている。その状態で紅を見上げているため、目の前にはかなり際きわどい光景が広がっていた。

　真まっ直すぐに立ったまま、リラックスして眠る紅。彼女がふらふらと揺ゆれるたび、ジャージの裾すそも僅わずかに揺れる。ちらつく太ももが、俺の探求心を刺し激げきした。

　もっと、知りたくはないのかと。

　もう一歩、いや半歩だけでも近づけば、ジャージの下がどうなっているのか、この目で確認できるだろう。不純な動どう機きではなく、純じゆん粋すいに疑問を解消するため、俺は──

「──駄だ目めだっ！」

　すんでのところで自分を制し、ぎりぎりで踏ふみとどまる。

　額ひたいの汗を拭ぬぐい、そのままばしばしと叩たたく。こんなのは到とう底てい、知的探求と呼べるものではない。もう少しで完全に、人として終わってしまうところだった。

　それに。

　謎なぞは謎のまま、見えないままで終わって、むしろ良かったかもしれない。

　自分の目で確認しない限り、そこには無限の可能性が広がっているのだから。

「ふぅ、危なかったな」

　間ま違ちがいを犯さずに済み、ほっと安あん堵どしていると、

「……なに？」

　もう手遅れだとばかりに、上から冷水を浴びせかけられた。

　ぎくしゃくと硬い動きで首を持ち上げると、瞼まぶたを半開きにした紅と目が合う。声は眠そうなままで、決して冷たくはなかったが、俺の胸に宿っていた熱を、一いつ瞬しゆんにして消し去っていく。

「……なにがダメなの？」

「え？　ええっと、それは、だな……」

　自分自身に対しての言葉だったのだと正直に説明すれば、やがてはその原因、ジャージの下の不確定問題にまで行き着いてしまうかもしれない。覗のぞき行為を企たくらんでいたと素す直なおに白状するわけにはいかず、さりとていい言い訳わけも思い浮かばない。

　盛大に泳ぎまくった俺の目は、結局、引き寄せられるようにして、真っ白な彼女の脚あしで止まってしまう。

「……私の脚が、ダメなの？」

「そんなわけないだろ！」

　そのせいで大外れな勘かん違ちがいをさせてしまい、間かん髪はつ入れず即そく座ざに否定する。

　紅べにの脚は細くしなやかで、実に魅み力りよく的てきだ。駄だ目めな要素など一いつ切さい存在しない。

　同じ美び脚きやくでも、健康的でハリがある初希とは、タイプは全まつたく違う。どちらが上とかではなく、どちらも素す晴ばらしかった。

「むしろ最高だっ！　さっきはつい見み惚とれてましたすみません！」

「そ、そう……」

　鼻息荒く断言すると、紅は若じやつ干かん俺から距きよ離りを取る。

　ほとんど表情を変えぬまま、ジャージの裾すそを華きや奢しやな両手でぎゅっと摑つかみ、少しだけ下へと引っ張った。

「……じゃあ、なにがダメだったの？」

　好き勝手に飛び跳はねるぼさぼさの髪かみを揺ゆらし、僅わずかに首を傾かしげる。足の露ろ出しゆつ面積が減り、話題が元に戻ってしまうなんて。踏ふんだり蹴けったりじゃないか。

　まあ前者に関しては、実はあまり問題はない。タイツやストッキング、ニーソックス等の例を挙げるまでもなく、露出する量そのものはあまり重要ではないのだ。個人的にはふくらはぎ周辺、膝ひざの裏のくぼみからピンと伸びるアキレス腱けんに至るまでのラインを重視しているので、そこを隠かくされるのはちょっと勘かん弁べんして欲しいけど──ってそんなこと考えてる場合か！

「っ──！　こ、これだよ！」

　肝かん心じんな後者をどう誤ご魔ま化かすか。きょろきょろ周囲を見渡した俺は、足あし下もとに落ちていた石に光こう明みようを見いだし、ひょいっと拾い上げる。

「結けつ構こういい形してると思ったんだけど、裏側が全然駄だ目めだったんだ」

　咄とつ嗟さについた噓うそだけど、あながち間ま違ちがいではない。実際その石は惜おしかった。

　どうせ分かるわけがないが、一応証しよう拠ことして紅へ突つき付ける。俺の思おも惑わく通り納なつ得とくしてくれたのだろう、彼女はこくりと頷うなずき、

「……それよりは、こっちのがいい」

　気け怠だるげに腕を持ち上げ、すっと後方を指差す。

「こっちって……、ああ！　これか！」

　予想外の反応に戸と惑まどいながらも、指示された辺りに目を走らせる。すると確かに、そこには猫っぽい形をした石が転がっていた。

「ちょっと耳が欠けてるのが残念だけど、なかなか面おも白しろいな……」

「……うん」

　しみじみと呟つぶやくと、紅べにも同意する。今回の収しゆう穫かく物ぶつとしてコレクションに加えるべきか迷い、彼女へ相談しようとして──

「……っ！　ま、まさか……」

　俺は、衝しよう撃げきの事実に気付く。

　紅はこの石のことを『いい』と言った。面白いという俺の言葉に、同意までしてみせたのだ。

　俺が石の魅み力りよくに目め覚ざめてから、早五年。どれだけ布教活動をしても、今まで誰だれ一人として理解してくれる人はいなかったというのに。

「この良さが、分かるのか……？」

　生なま唾つばを飲み込み、恐こわ々ごわと反応を窺うかがう。すると彼女はいつもより多少ぱっちりと瞼まぶたを上げ、俺に右手を差し出した。

「……握あく手しゆ」

「あ、ああ！　──────って危ねえ！」

　感かん激げきして飛びつくように応じようとして、寸すん前ぜんに気付く。

　もの凄すごく握手はしたい。貴重な理解者との絆きずなを確かめ合いたかったが、七しち人にんミサキとの接せつ触しよくは御ご法はつ度とだった。辛しん抱ぼうするしかない悔くやしさと、蘇よみがえった恐怖とで身を震ふるわせていると、紅が「……大だい丈じよう夫ぶ」と俺と手を重ねる。

「冷たっ────、………………あれ？」

　肌が触ふれる感かん触しよくはなく、冷気だけが伝わる。まるで氷を直接押し当てられているかのように冷たかったが、ただそれだけだった。郁いくのときのように、生命の危機に陥おちいるレベルとは段違いに緩ゆるい。

　肩かた透すかしを食らい、少し拍ひよう子し抜けしてしまう。

　それでも触れっぱなしが続くとやはり厳きびしかったが、感覚が麻ま痺ひする前に、紅はすっと手を離はなす。触れる感覚はないものの、ちょっとだけ残念だった。

「……七人ミサキの順番は、そのまま悪あく霊りようとしての格の序じよ列れつ。後ろのほうの力はこんなもの」

「そう……なのか？」

「……自分から、わざと呪のろおうとさえしなければ」

　最後に大きくあくびをして、紅は目を擦こする。

　これは久しぶりに明るいニュースだった。七人ミサキが恐ろしいことは何も変わらず、実利としては事故的に触れてしまった場合の危険性が少し減った程度だろう。だけどそれがどうしたというんだ。

　同好の士と喜びを共有できる。それだけで充じゆう分ぶんに幸せではないか。

「よし！　もう一回ちゃんと握あく手しゆだ。今日はどんどん探そうぜ！」

「……うん」

[image: ]

　紅べにの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。透すけて手て応ごたえはなく、決して触ふれることはできなかったけど。それでも彼女は俺に合わせ、重なるように手を振ってくれた。
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　いつも通り。俺が家に帰り着くと、玄げん関かん先で待たい機きしていた郁いくが丁てい寧ねいに出で迎むかえてくれた。

「おかえりなさいませ。伊い吹ぶきさま」

「おう、ただいま」

　微ほほ笑えむ彼女に、同じく笑顔で応じる。七しち人にんミサキに取り憑つかれて以来、帰宅するのが憂ゆう鬱うつな日々が続いていたけれど、今日ばかりは別だった。鼻歌を歌いながら、他の五人がたむろっているリビングへと向かう。

「随ずい分ぶんとご機き嫌げんがよろしいようですが、何かいいことでもございましたか？」

「まあな。いやーそっかー、やっぱり分かっちまうかー」

　隠かくしていたつもりだけど、訊きかれたならしょうがない。ごそごそとポケットをまさぐり、紅べにの見つけた猫っぽい石を取り出す。

　あれから二人で夕方になるまで河か川せん敷じきを散さん策さくしたが、結局この石以外、俺の心の琴きん線せんに触ふれる石とは出会えなかった。

　だけど、別に構いやしない。紅という理解者と巡り合わせてくれたこの石は、何物にも代え難がたいものなのだから。ダイヤの原石を発見するよりも、俺にとってはよっぽど価値がある。

　最初は欠けた耳が惜おしいと思ったものだけど、今となってはそれすら愛いとおしい。誇らしげに掲かかげてみせると、郁いくは「あら」と手を合わせる。

「また石を拾っていらしたのですね」

「ああ。…………って、また？」

　七しち人にんミサキに取り憑つかれてから、俺が石を拾ったのは初めてなんだけど。

「俺に石の収しゆう集しゆう癖へきがあること、どうして知ってるんだ？」

「初めて伊い吹ぶきさまをお見かけしたときも、石を探しておりましたので。私達の依より代しろとなる石も、そのときお持ち帰りになられましたから」

「ふーんなるほどー」

　そうだったのか。全然知らなかったな──

「──ってちょっとストップ！　ど、どういうことだよそれ!?」

　一いつ瞬しゆん聞き流しそうになってしまうが、慌あわてて大声を上げる。浮かれて緩ゆるみ気味だった頭が、急速に冷えていった。

　絶対に聞き流すことのできない情報を、耳にしてしまったのだから。

「よ、依り代？　石が？　え？　俺が持って帰ったって？」

　冷えた頭はしかし冷静になるのではなく、混乱するばかりで思考がまるでまとまらない。おろおろと取り乱していると、郁は俺を落ち着かせるように、温かく微ほほ笑えみをくれた。

「まだご説明していませんでしたか。私達七人ミサキは、誰だれにも取り憑いていないとき、とある石を依り代としているのです」

「そ、その石って……」

「伊吹さまが一週間前にお持ち帰りになられた、白く細長い石のことです」

　否定の言葉を求める俺を、彼女は笑顔のままばっさりと打ち砕くだく。薄うす々うす……というかほぼ確信していたけれど、やっぱりそうだったか。

　郁の言った通り、俺は先週、白く細長い石を拾っていた。どことなく人間っぽい形をしていて、わりと気に入っていたんだけど。

　浮かれ気分から一転、地じ獄ごくへと突つき落とされる。足あし下もとがぐらつき、がくりと膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。

「おにいちゃんおかえりー……、ど、どうしたの？」

「路ろ花かさん、実は──」

　立ち上がる気力もなく、そのまま落ち込んでいると、壁かべをすり抜け悪あく霊りよう達が集結する。……こんな状況に陥おちいってしまったのも、俺の自じ業ごう自じ得とくだっていうのか。

「自分の趣しゆ味みが原因で、俺は七しち人にんミサキに取り憑つかれたってのかよ……」

「ぜ、絶対にそうというわけではありませんよ？」

　俺の落ち込みっぷりがあまりに憐あわれだったのだろう。嘆なげきの声を聞きつけた郁いくが、励はげますように補足する。

「依より代しろである石を手に入れた者が、必ずしも取り憑かれるとは限りません。私達にも詳くわしい条件は分からないのですが、どうやら波長が合った方にだけ取り憑けるようなのです」

「……そうなのか？」

「はい。現に石に触ふれても無事な方や、逆に触れてもいないのに呪のろわれた方が、今までにおりましたから。ですから、どうかお気になさらず」

　郁のフォローに合わせ、周りの何人かもうんうんと頷うなずく。しかし俺にとっては、全まつたく慰なぐさめにならなかった。

　結局、石集めが原因で取り憑かれたという事実は変わらないのだ。石を探すという目的がなければ、わざわざ河か川せん敷じきまで出かけることはなかっただろう。そうすれば悪霊に取り憑かれ、今のように毎日怯おびえて暮らす必要などなかったのだ。どうせ誰だれも理解してくれないのに、何をやっているんだ俺は……。

　──いや、待て。

　暗黒に染そまりかけていた俺の思考に、一ひと筋すじの光が差し込む。

　石の良さを理解してくれる人と、今までは確かに出会えていなかった。しかし今日、俺は紅べにという心の友を得たではないか。

　しかも郁は『波長が合った方にだけ取り憑ける』と言った。それはつまり──

「ここにいる全員、石好きってことか！」

　ぴょんと跳はねるような勢いで、俺は飛び起きる。

　そういうことなら、七人ミサキに取り憑かれたのも納なつ得とくできるというものだ。石仲間にならば殺されても本ほん望もう……とまではさすがに言えないけれど、呪い殺そうとする理り不ふ尽じんさを、多少は許容できる気がする。

　満面の笑みで七人を見渡し──

「はい？」「えっ？」「は？」

　しかし返ってきた反応は、全すべて疑問符つきで語ご尾びが上がっていた。戸と惑まどいや困こん惑わく、あとは鼻で笑われるばかりで、賛さん同どうの声は一つもない。

「あ、あれ……？」

「あれ？　じゃないわよ。そんなはずないでしょ」

　それでも俺がまだ理解できずにいると、代表して初はつ希きが否定する。

「どういう人が取り憑つかれるのかははっきりしないけど、少なくとも石好きって条件じゃないことだけは、確実に断言できるわ」

「じゃ、じゃあ初希はどうしてあの石を拾ったんだよ？」

「拾ってなんかないわよ。あたしが生きていた頃は、あの石は小さな塚つかに祀まつられていたの。拝おがんだことはあるけど、石そのものをいいと思ったことはないわ」

　郁いくが申し訳わけなさそうに、路ろ花かちゃんが無む邪じや気きにそれぞれ頷うなずく。石との関わりは、二人とも初希と似たような感じだったのだろう。

「仁に衣い菜なさんはどうなんですか？」

「その塚が取り壊こわされるときに、わたくしは……偶ぐう然ぜん、現場に居合わせていましたの。ちらっと見ただけで、石には特に何も感想を抱いだきませんでしたわ」

「つ、次！　ほのかは？」

「ボクは学校に行く途中で、その石に足を取られて転びかけたんだ。ただの石ころって印象しかなかったかな」

「くっ……、そんな馬ば鹿かな！」

　おかしい。石好きどころかまるで無関心じゃないか。

　しかし今度は紅べにの順番だ。彼女ならきっと気に入って──

「……くー」

「って寝てるし！　起きろ！　起きてくれよ！」

　肩を摑つかんで揺ゆさぶろうとするのだが、スカスカと素通りして手応えはない。指が冷えていくばかりで紅に目を覚さます様子はなく、残念ながら諦あきらめるしかなかった。

「…………瞳とう子こさん、」

　一いち縷るの希望を、最後の一人に託たくす。

「瞳子さんは、あの石の良さが分かってくれますよね？」

「も、もちろんっすよ！」

　据すわった目を向けると、彼女は胸の前でぐっと拳こぶしを握り、俺に応えてくれた。

「いいっすよね、石。通好みで、趣しゆ味み人が最終的に行き着く答えっす」

「ですよね！　具体的には、瞳子さんは石のどういうところが好きですか？　色？　形？　手触ざわりなんかも重要ですよね!?」

「それは…………すみません、実はよく分かんないっす。依より代しろとなってる石も、人からもらっただけで、気味が悪いと思ってました」

「……そっか。はは。そうですよね」

　瞳子さんはこういう人だって分かっていたはずなのに、何を期待していたんだ俺は。申し訳わけなさそうにぺこぺこ頭を下げてくれるけど、そんなことをさせてしまったこっちのほうが、よっぽど申し訳わけない。

　愛あい想そ笑いをしながら、必死に自分を慰なぐさめる。

　そうとも。宝石の類たぐいならともかく、普通の石に興きよう味みがある人は極ごく一部だなんてことは、昔から分かっていたことじゃないか。紅べにだけが特別に例外だったのだと認めよう。

　──しかし。

　その事実を認めてしまうと、あとに残るのは俺が石好きなせいで七しち人にんミサキに取り憑つかれたのだという現実のみ。

　唯ゆい一いつの慰めは消え、無む駄だに期待してしまった分だけより大きなショックが俺を襲おそう。何もかもを忘れたくなり、とぼとぼと壁かべ際ぎわへと移動。倒れるようにどすんと腰を落とし、そのまま膝ひざを抱かかえて丸くなった。
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　せっかくの日曜を、ほぼ一日ふて寝して過ごし。

　週明けの月曜日。俺は見張り番である瞳とう子こさんを連れ、のろのろと学校へ向かっていた。

「元気出して下さい、伊い吹ぶきくん。生きてりゃきっと、そのうちいいことがあるっすよ！」

「……俺を呪のろい殺そうとしている当の本人が言いますか、それ」

「えっ!?　そ、それはその、……ファイトっす」

　じっとりと睨にらむと、彼女は冷や汗をかきつつ「へへへ」と愛想笑い。そんなので誤ご魔ま化かせると本気で思ってるのかな、この人。

「……。まあいいですけど」

　言葉足らずにも程があるが、瞳子さんは俺を励はげまそうとしてくれているのだ。怒るのは筋すじ違ちがいだろう。それに彼女を相手にしていると、いつまでもうじうじしている自分が馬ば鹿からしくなった。

　いじけていたところで、俺が悪あく霊りように取り憑かれているという事実は変わらないのだ。そろそろ気分を入れ替えよう。

「瞳子さんはどうして、その……そんなに腰が低いんですか？」

　いい機会だ。話題を変えるため、前々から気になっていたことを訊たずねてみる。

　誰だれに対しても異い様ように低姿勢で、いっそ卑ひ屈くつと呼んだほうが正しいのではと思えるくらいの瞳子さんだけど、顔立ちだけで言えばかなり整っている。背せ筋すじをしゃんと伸ばし、ゴスロリではなく普通の格かつ好こうさえしていれば、美人で知的なお姉さんとして充じゆう分ぶんに通用するだろう。あとは眼鏡めがねがあれば、更さらに言うことなしだ。

　けれど現実には、彼女からは年上の余裕は全まつたく感じられない。むしろその対たい極きよくに位置し、へこへこと周囲の顔色を常に窺うかがっている。

「まさかとは思いますけど、もしかして他の六人にいじめられてる……とか？」

「そ、そんなことあるわけないっすよ！」

　瞳とう子こさんはぶるぶると激しく首と手を振り、俺の邪じや推すいを全身で否定。

「その正反対っす。皆さんすっごく親切で、いつもお世話になってるっすよ」

「他の人はともかく、初はつ希きに関してはちょっと疑問なんですけど。誰だれにも言いませんから、無理せず俺に相談して下さいね？」

「だから全然そんなことないっすって！　七しち人にんミサキに加わったばかりの頃、混乱する私に色々と説明したりしてくれたのは、初希さんなんすよ。逆に一番よくしてもらってるっす」

「……まじですか」

　俺に対する態度とは、全然違うじゃないか。

「じゃあ何で？　生まれつきそんな性格だったんですか」

「えっと、それはっすね……」

　話を戻して追つい撃げきすると、瞳子さんはしゅんと身を縮ちぢめて言いにくそうに口ごもる。それでもじっと返事を待っていると、彼女はやがて観かん念ねんしたように、しぶしぶ口を開いた。

「七人ミサキが取り憑ついた相手を殺すとき、わざわざ姿を見せてるってことは知ってるっすよね？」

「はい。もちろんです」

　恐怖を煽あおる、あの恐ろしいやり方のことだ。忘れられるわけがない。

「……見えなかったんす」

「えっ？」

「私は見えなかったんすよ！　当時先頭だった、私と入れ替わりに成じよう仏ぶつした人だけでなく、郁いくさん達も全員！」

　今にもこぼれ落ちそうなほど目に涙を浮かべ、瞳子さんは叫さけぶ。長々と溜ため息いきを吐はき、どんよりと暗いオーラを漂わせた。

「わざわざ見せようとしても見えないくらい、私は霊れい感かんが皆かい無むだったんす」

「そ、そんなに気にするようなことじゃないと思いますよ？　ほら、霊なんて見えないのが当たり前なんですし。むしろ見えない方が幸せじゃないですか」

　その落ち込みっぷりがあまりに憐あわれで、とてもじゃないが見ていられない。フォローするように言ってみるのだが、何な故ぜか彼女はより肩を落とした。

　近くの壁かべに寄り掛かりながら、自じ虐ぎやく的てきに嗤わらう。

「私は生前、霊感少女を気取ってたんっす。本当は普通の人以下なくせに、霊が見えるって公言してたんすよ……」

「う、うわぁ……」

　それはさすがに痛々しい。

「死んで七しち人にんミサキの一員になってから、みんなが頑がん張ばって姿を見せようとしてたことを教えてもらったんっす。もう完全に道どう化けっすよ」

「そのことを、みんなは何て？」

「特に触ふれることなく、優やさしく受け入れてくれたっす。生温かい視線で見守ってくれてるんすよ……」

「…………ご愁しゆう傷しよう様です」

　いたたまれなくて直視することができず、俺は瞳とう子こさんからすっと目を逸そらす。

　開き直れる分、からかわれたり馬ば鹿かにされたりしたほうが、もしかしたらまだましかもしれない。だけど善ぜん意いでもってそうしてくれているのだから、責めるわけにもいかないのだろう。

　そりゃあこうやって、低姿勢にもなるか。

「そうだ、せめて服だけでも着替えたらどうですか？」

　まずは形からというわけでもないけど、気分くらいは変わるだろうと思うのだけど。

「できるものならもうしてるっす。霊れいは死んだときの姿に縛しばられるんで、ある程度力が強くないと、自由に格かつ好こうを変えられないんすよ」

「ああ、なるほど」

　七人ミサキの順番は、そのまま悪あく霊りようとしての格の序じよ列れつという紅べにの言葉を思い出す。路ろ花かちゃんと初はつ希きだけが毎日ころころ着替えていたのは、そういう理由だったのか。郁いくは別として、仁に衣い菜なさん以降は力が足りないのだろう。

　となるともう、俺では打つ手なしだ。

　だけど──

「瞳子さん。実は俺の学校にも、霊れい能のう者しやを自称している有名人がいるんですよ」

「へっ？　そ、そうなんすか？」

　彼女には悪いけど、この事実は俺にとって、かなりの好こう都つ合ごうだった。

　思わぬ幸運に内心ほくそ笑みながら、俺は今後の作戦について策を練ねっていった。
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　昼休み。パンで適当に昼食を済ませた俺は、とある人物を探して校舎を彷徨さまよっていた。

「本人のためにも、絶対にとめてやるべきっす！」

　霊能者を自称する少女の存在を教えられた瞳子さんが、強くそう主張したためだ。

　我わが身と照らし合わせて、黙だまっていられなくなったのだろう。そうとも。俺は指示に従っているだけで、これはあくまでも、瞳子さんの主しゆ導どうによるものだ。

　……こうなるように、俺が誘ゆう導どうしたのも事実だけど。

　彼女の所属する教室や学食、売店、中庭などを回ってみるが、けれど件くだんの少女は見つからなかった。仁に衣い菜なさんのときもそうだったけど、あいつはどこをほっつき歩いてるんだか。

　仕方なく、自分の教室へと戻ると、

「ん？　あれは……」

　廊ろう下かから隠かくれて中の様子を窺うかがっている、一人の不ふ審しん者しやを発見した。きょろきょろと頭を動かすたびに、ポニーテールに束たばねた赤毛がひょこひょこ揺ゆれる。

　校内の有名人である、日本人とドイツ人のハーフ。

　ずっと探していたその人、蓬ほう萊らい山さんクララだ。

「こんなところにいたのか。何やってんだよ、クララ」

　ぽん、と肩を叩たたくと、振り返ったクララは大おお袈げ裟さにびくっと飛び跳はねた。

「げっ──！　う、臼うす谷たに……！」

「『げっ』はないだろ『げっ』は。どうしたんだ？　そんなに驚おどろいて」

「お、驚いてなんかないぞ。失礼なやつだな」

　そう言いながら、彼女は少しずつ、じわじわ後あと退ずさる。声は妙みように早口で、しかも裏返っていた。

　あれ？　いつもはもっと、常に自信満々な感じなのに。

「なんか様子がヘンだぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫だから近づかないでくれ！」

　心配をするのだが、逃げるように距きよ離りを取られてしまう。地味にショックを受け、手を差し出したまま固まっていると、

「伊い吹ぶきくん……」

　後ろに浮かぶ瞳とう子こさんが、声を震ふるわせる。

「この人、私の姿が見えてるっす」

「………………あ、」

　すっかり忘れていたけど、そういえばそれを確認するのが俺の本来の目的だった。

　確かに言われてみれば、クララの視線は俺ではなく、そのちょっと斜め上──瞳子さんへと向けられている。

　姿が見えるだけではなく、声も聞こえるのだろう。クララは「しまった！」という顔になる。俺と目を合わせると、両手を挙げて降こう参さんのポーズを取った。




「まさか七しち人にんミサキだったとはな……」

　放課後。人ひと気けのない図書室で今までの経けい緯いを話し終えると、クララはしみじみと呟つぶやいた。

「『七人ミサキ』のこと、知ってたのか」

「当然だろう。妖よう怪かい界かい隈わいでは超メジャーな存在だぞ？　臼谷が知らなかったことのほうが、私にはむしろ驚きだ」

　そんな広いのか狭せまいのかも分からない、特とく殊しゆな業界の話をされても困る。

「俺としては、クララが本当に霊れいが見えるってことが驚おどろきだけどな」

　他にツテがないとはいえ、当てにしていた俺が言うのも何だけど。

　去年──初めて知り合ったときから、すでに彼女は霊れい能のう者しやなのだと噂うわさされていた。曰いわく、小学生の頃から霊に悩まされている人を助けているのだと。

　七しち人にんミサキに取り憑つかれるまで、俺は幽ゆう霊れい否定派だったので、当時は全まつたく信じていなかった。クララは自分から「霊能者だ」などと吹ふい聴ちようするようなタイプではなく、普段はそんな気配を匂わせもしなかったので、わざわざ喧けん嘩かすることなく普通に接していたのだけれど。

　聞けば、彼女は初日から、俺が悪あく霊りように取り憑かれていることに気付いていたらしい。

「気付いて無視してたなんて、酷ひどくないか？」

「七人も悪霊が取り憑いているのに、何の用意もなく接せつ触しよくできるものか」

　思わず非ひ難なんするような口調になってしまうが、クララは平然と返す。

「それに無視していたわけじゃないぞ。毎日隠かくれて様子を見て、接触するチャンスを窺うかがっていたんだ」

「へっ……？　そうだったのか？」

「ああ。日替わりで取り憑く悪霊が変わっているのは、すぐに分かったからな。安全のため、一番弱い相手になるのを待っていたんだ」

　だから仁に衣い菜なさんと一いつ緒しよのときは、どんなに探しても会えなかったのか。だったら一言くらい言っておいて欲しかったものだが、それを伝えた時点で七人ミサキにもバレてしまうのだから、最初から無理な話か。理屈は通っていることだし、納なつ得とくしておこう。

　さて、その一番弱いと名指しされた瞳とう子こさんだが、さっきからずっと喋しやべっていなかった。昼休みが終わってから、明らかに口数が減っていたこともあり、沈ちん黙もくが怖い。

　クララに悪霊退治を頼たのもうと密ひそかに企たくらんでいたのが、やっぱりバレてしまっているのだろうか。御お祓はらいなどされたくないだろうし、急に襲おそいかかってきてもおかしくない。

　平静を装い、警けい戒かいしながらクララと話をしていると、

「………………ど、」

　ぽつり、と瞳子さんが漏もらす。

「ど？　どうかしまし──」

「どういうことっすかああああああああああ!!」

「う、うわあっ！」

　耳を傾かたむけたところに大声で叫さけばれ、俺は腰を抜かした。

　恥はじも外がい聞ぶんもなく、床ゆかを這はうようにしてクララの陰かげに隠かくれる。そんな俺を、瞳子さんは怒りに燃もえる瞳ひとみで睨にらみつけ──……るのではなく。

「ズルいっすよ！」

　びしっとクララを指差し、涙目で訴えた。

「自称じゃなくて本当に霊れい感かんがあるだなんて！　それだけでも十分なのに、ハーフで美人、しかもスタイル抜ばつ群ぐんってどういうことっすか!?　卑ひ怯きようっすよ卑怯！」

「卑怯!?　そ、そう言われてもな」

「せっかくお仲間だと思ったのに！　……これじゃあ女としてもキャラとしても、私のボロ負けじゃないっすか……」

　一方的に捲まくし立てるが、感情の爆ばく発はつは長続きせず、喋しやべるごとにどんどん勢いをなくしていく。最後にはしゅんと肩を落とし、意い気き消しよう沈ちんしていじけてしまった。
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「と、瞳とう子こ……さん？」

　ええっと、これはどうしたものだろうか。肩を叩たたいて慰なぐさめようにも、それは叶かなわないし。まあもし触ふれることができたとしても、かける言葉は見つからないんだけど。

「なあ臼うす谷たに、彼女は何が言いたかったんだ？」

「……。実は──」

　同じく戸と惑まどうクララに、瞳子さんが生前、見えもしないのに霊感少女を気取っていたということを打ち明ける。あえて伏ふせていたのだけど、こうなったら仕方ないだろう。

「……なるほどな。よく分かったよ」

　事情を聞いたクララは、やれやれと肩を竦すくめ、瞳子さんへと微ほほ笑えみかけた。

「瞳子さん──でしたか。気にすることはありません」

「クララ、さん……」

　本物と偽にせ物ものという違いはあれど、何か通じ合うものがあるのだろうか。二人は静かに見つめ合い──

「貴方あなたはもう亡くなっているんです。大だい丈じよう夫ぶ、ただの中二病だったってことは、家族や友人にはバレていませんよ」

「う……うわああああああああああああん！」

　生まれかけていた絆きずなを、クララは全力で叩たたき潰つぶす。

「おいっ！　そこは慰なぐさめとけよ！」

　せっかく今まで触ふれないようにしてたのに、全すべて台無しじゃないか。遂ついに泣き出してしまった瞳とう子こさんを見ていられず、間に割って入るのだが、

「もしバレていたとしても──、最初からバレバレだった可能性のほうが大きいですが、きっと許してくれています。故こ人じんの思い出として、ことあるごとに温かく語られることでしょう」

　クララはまるで構うことなく、滔とう々とうと続ける。

「だからやめろって！」

「ふむ……。私なりに慰めたつもりだったんだが」

「どこがだよ。まさに屍しかばねに鞭むち打つってやつじゃねーか」

　たとえ相手が悪あく霊りようであろうとも、やっていいことと悪いことがあるだろう。非ひ難なんするように軽く睨にらむが、クララはさらりと受け流す。

「いずれにせよ、瞳子さんは霊れい感かんがなくて幸せでしたよ。常人には理解できないかもしれませんが、霊が見えるばかりに、苦労することも多いですからね」

「ううう……。そんな台詞せりふ、私も言ってみたかったっす……」

　さめざめと涙を流していた瞳子さんだったが、少しは落ち着いたのだろう、羨うらやましそうにそう口にする。

　よく考えてみれば、逆上して襲おそってきてもおかしくなかったのだ。何もなくてよかった。

「瞳子さんが七しち人にんミサキだなんて、やっぱり信じられないな……」

　俺がほっと安あん堵どの息を吐はいていると、顎あごに手を当てクララが唸うなる。

「確かに、あんまり悪霊っぽくはないよな」

「そういう次元の話ではなくてだな……。彼女は私の知っている『七人ミサキ』像から、あまりにかけ離はなれているんだ。こうやって普通に会話が成立しているだけでも、本来ならあり得ないことなんだぞ」

「へー」そう言われても。俺は普通の『七人ミサキ』を知らないので、実感が湧わかない。

「先頭の者がわざと姿を見せ、単独で殺すという独自の方法のおかげだろう。上う手まいやり方を考えたものだ」

「上手い？　怖いの間ま違ちがいじゃないのか？」

　何を言っているんだと耳を疑うが、クララは呆あきれたような視線を俺に返す。

「間ま違ちがってなどいないさ。──瞳とう子こさん、貴方あなたは七しち人にんミサキの他の六人のこと、恨うらんでいますか？」

「へっ……？　そ、そんなことないっすよ！」

　急に水を向けられた瞳子さんは、目を白黒させながら慌あわてて否定する。

「皆さん優やさしくて、新参者の私によくしてくれるっす！　……そう、私なんかに優しく……」

「ありがとうございます。ほら、そういうことだ」

　またも彼女は沈んでしまうが、それを放ってクララはふふんと胸を張る。

「どういうことだよ。ちゃんと説明してくれ」

「『仲のいい七人ミサキ』というのが、すでにあり得ないのさ。七人ミサキは通常、七人全員で相手を呪のろい殺す。つまり七人ミサキの一員になった者にとって、自分より前にいるのは『自分を殺した加害者』で、後ろにいるのは『自分が殺した被害者』なんだ。そんな環境で、臼うす谷たにならお互い仲良くできるか？」

「それは……無理だな」

　どう考えても、俺には無理だ。自分を殺した相手を許せるような聖せい人じん君くん子しではないし、自分が殺した相手に友好を求めるほど厚こう顔がん無む恥ちでもない。

「だろう？　被害者と加害者が、争うことも離はなれることもできず、成じよう仏ぶつするその日まで四六時中一いつ緒しよにいるんだ。前の者全員を恨うらみ、後ろの者全員に恨まれ。『七人ミサキ』とは、本来そうやって怨おん念ねんを増ぞう幅ふくさせていく、救いようのない存在なんだ」

「そ、そうだったのか……」

「そ、そうだったんっすか……」

　俺と瞳子さんの、ごくりと唾つばを飲み込む音が重なる。

「いやいや瞳子さん、なに驚おどろいてるんですか。自分のことでしょ」

「だってだって、私達と全然違うんっすよ！」

「……うん。それは俺も思いましたけど」

　前々から怖いと思ってはいたけど、本物は桁けたが違った。

「つまりそれが、瞳子さん達の特とく殊しゆな方法のおかげというわけだ」

　動どう揺ようしたままの俺らに構うことなく、クララは解説を続ける。

「あえて姿を見せ、単独で殺す。そうすることで、先頭の者が恨みを一身に引き受けているんだろう。殺した相手が七人ミサキの一員となったときには、どうせ自分は成仏している。どんなに深く恨まれようが平気というわけだ。

　加害者は消え、あとに残されるのは殺されただけの被害者のみ。同じ立場の者同士、傷を慰なぐさめ合うことができる。実に合理的だな」

　感心するように、ふむふむと頷うなずく。瞳子さんも同じく納なつ得とくしたようだったが、俺はまだ少し疑問が残った。

「人を殺すんだぞ。一人で、しかも顔を認識されて。そう簡単に割り切れるものか？」

「簡単ではなくても、割り切るしかないんだろう。七人で分担して呪のろい殺すのに比べ、罪の意識は格段に重くなるだろうが、それ以外に成じよう仏ぶつする方法はないんだ。後ろの六人からは、早く殺せという無言のプレッシャーがかかるだろうしね」

「……うーん」

　言われてみれば、確かに初はつ希きからのプレッシャーは凄すごい感じる。被害者同士で寄り集まっても、やはり『七しち人にんミサキ』であることは変わらない。本質は悪あく霊りようなのだろう。

「代わりに従来の『七人ミサキ』と比べ、悪霊としてはかなり弱くなってしまっているのだから、その選択が本当に正しかったのかは分からないのだがな」

　もやもやを抱かかえてしまう俺を放置し、クララは腕組み。

「それくらいは仕方がないと思うっすよ」

　考え込む彼女に応えたのは、当事者である瞳とう子こさんだった。

「ただでさえ……その、殺されたのに、誰だれかを恨うらんで恨まれてって状態が続いたんじゃ、たまんないっすもん。たとえ仮かり初そめの平へい穏おんでも、ずっとギスギスしたままで過ごすより、ずっとマシっす！」

「『仮初め』か……。いかにも瞳子さんが好きそうな言葉ですね」

「もうっ！　いいじゃないっすか別に！」

　また涙目になり、瞳子さんはぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。その子供っぽい仕草を眺めているうちに、何だか馬ば鹿からしくなり、俺はいちいち悩むのをやめた。

　七人ミサキの内情なんてどうでもいい。俺の望みは、彼女達と縁えんを切ることなのだから。

　御お祓はらいを頼たのもうとしていたのだという本題を、やっとのことで思い出す。しかし、どう話を切り出せばいいだろうか。

　瞳子さんに聞かれるのは論外として、こそこそ内ない緒しよ話をするのもまずいだろう。バレない上う手まい方法はないかと考えていると、

「実を言うと、話をする前は、不意を突ついて瞳子さんを祓おうとも思っていたんだが……。いやーやらなくてよかった」

　瞳子さんをからかい飽あきたクララが、自分からそのことに触ふれてくれた。

　ら、ラッキー。何なに気げないふうを装い、このまま話に乗っかろう。

「そんなこと、できる……のか？」

「瞳子さん一人くらいだったら、な。だが彼女は七人ミサキの一員だ。もし彼女だけを強引に祓っていれば、『七人』という人数を保つため、臼うす谷たにが即そく座ざに殺されていただろう」

　だから感かん謝しやしろとばかりに、クララは小鼻を膨らませる。はいはい凄すごい凄い。

「七人、だったら七人同時に御祓いできないのか？」

　肝かん心じんなのはそこだ。瞳とう子こさんがすぐそばにいるというのに辛しん抱ぼうできず、俺は必死の形ぎよう相そうでずいずい迫せまる。すると彼女はにやりと笑い、

「無理だな。今の私では、逆立ちしても不可能だ」

　自信満々に、すっぱりと否定してみせた。

「何でだよ！　クララは霊れい能のう者しやなんだろ!?」

「ああ、霊能者だとも。だけど私は天然で霊れい力りよくが強いだけで、修行とかは一いつ切さいしていないんだ。ドラゴンボールで例えるなら、ヤジロベークラスだな。弱い浮ふ遊ゆう霊れいくらいだったらどうにか祓はらえるが、七人ミサキは鬼おにの手を持つ小学校教師ですら倒せなかった存在だぞ？　私なんかに手出しができるわけないじゃないか」

「……そんなこと、胸を張って言うなよ」

「すまん。だが自分の実力を正確に把は握あくし、できないことはちゃんとできないと申告する。これは大事なことだぞ。無理に祓おうとして、返り討うちにでもあったらお終しまいだからな」

　あっさりと俺を見捨てておきながら、クララに悪びれる様子は微み塵じんもない。恨うらみがましい視線もなんのその。

「そういうわけで瞳子さん。私は全まつたくの無害なので、どうか殺さないで下さい」

　大上段に構えたまま、堂々と命乞ごいをした。

「お願いです。どうかこの通りですから」

「えっ……ええっ！」

　一ミリたりとも頭を下げず、明らかに口先だけで懇こん願がんされたのだから、瞳子さんが目を白黒させるのも当然のなりゆきだろう。……ってそうじゃねえ！

「くっ……、こいつ保身に走りやがった！」

　せめて自分だけは巻き込まれないようにしようって魂こん胆たんか。ちくしょうなんてやつだ！

「大だい丈じよう夫ぶっす！　そんなことしないっすよ！」

「そうか。見逃してくれてありがとうございます」

　失敗しろとついつい念じてしまうが、俺の思いは届かなかった。瞳子さんはそんな人ではないと分かっていたけど、やっぱり悔くやしい。

「ううう……。この世には神も仏ほとけもないのか……」

　悪あく霊りようを祓ってもらうどころか、頼たよりにしていた相手に裏切られるなんて。唯ゆい一いつの望みが絶たれ、世間の厳きびしさを嘆なげいていると、

「神さまだったら、知り合いに一人いるぞ」

　世間話でもするような口調で、クララがあっさりと言った。

「へっ……？」

「何だったら紹介しようか？」

　思わず耳を疑うが、彼女は平然として、発言を撤てつ回かいしようとはしない。思いがけない展開に困こん惑わくしながら、俺は流されるように頷うなずいた。

「じゃあ……、よろしく」
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　翌日。俺はクララの案内に従い、郁いくを引き連れ駅前へと向かっていた。

　昨日の今日で、さっそく神さまに会えることになったのだ。

「神さまにお目にかかるのは、私も初めてです。楽しみですね、伊い吹ぶきさま」

「そ、そうだな」

　ようやく取り憑つく順番が回ってきた郁は朝から上じよう機き嫌げんで、今もうきうきと浮かれている。かなりお気楽な様子だったが、俺も同じというわけにはいかなかった。

「なあクララ、本当にこんな格かつ好こうでいいのか？」

　こんなにすぐ会えると思っていなかったので、身も心も準備がまるでできていない。学校帰りで制服姿のままだし、今日は体育の授業もあったので、若じやつ干かん汗あせ臭くさい気もする。

　何と言っても神さまと対面するのだ。身を清めたり、もっと色々準備をしてからでなければ失礼に当たるのではないかと緊きん張ちようしてしまうのだが。

「いいって。そんなたいした相手じゃないし、適当で十分だ」

　クララはそんな俺の心配を鼻で笑い、大だい丈じよう夫ぶだと太たい鼓こ判ばんを押す。

　けれどその割には、当の本人はしきりにハンカチで汗を拭ぬぐい、全身に妙みように力が入っていた。

「……マジで大丈夫なんだろうな？」

「くどいな。何度もそう言っているだろう」

「だったらどうしてクララは緊張してるんだよ？」

　明らかに不ふ審しんな態度に、どうも納なつ得とくすることができない。問い詰めるようにして迫せまると、クララはちらりと俺の斜め後ろへ視線を走らす。ぐいっと俺の手を引っ張り、小走りで少し前へ。くっつきそうなほど顔を近づけた。

「神さまにじゃなくて、臼うす谷たにの連れに緊張してるんだ！」

　声を潜ひそめ、それでいて器用に怒ど鳴なる。

「連れって……郁に？」

「そうとも。何なんだ彼女は！」

　話しながらも頻ひん繁ぱんに後ろを振り返り、郁に聞こえてないかを確認する。

「前にちらっと見たときは遠くて気付かなかったけど、瞳子さんの同類とは思えない、異常な強さじゃないか！　私は自分に霊れい感かんがあることを、今日ほど恨うらんだことはないぞ」

「……そんなにか？」

「ああ。まだ誰だれも殺していないっていうのが、信じられないくらいのレベルだ」

　またも後ろを向き、クララはぶるっと震ふるえる。いつも自信満々な彼女が、怯おびえを隠かくそうともしていなかった。

「わーお……」

　悪あく霊りようとしての力が強いんだろうなとは思っていたけど、まさかそこまでだったとは。

　さすがは名高い悪霊集団である七しち人にんミサキ。その先頭ということか。

「今日に限って、どうしてこんな大物を連れてきたんだ！」

「順番なんだから仕方ないだろ。俺だって好きで連れてきたわけじゃねえよ！」

　責めるような口調に、同じくイライラしながら返してしまう。

　俺が神さまに会う目的は、言うまでもなく七人ミサキの御お祓はらいをお願いするためだ。大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど、万が一に備え、俺としてもなるべく弱い悪霊を連れて来たかった。

「そんなに言うんだったら、最初から別の日にしてくれればよかったのによ！」

「向こうにも都合ってものがあるんだ！　しょうがないだろ！」

　小声のまま、見苦しく責任をなすりつけ合っていると、

「お二人とも、どうかなさいましたか？」

「うわっ！」「ひゃっ！」

　突然目の前に郁いくが現れ、俺とクララはお互いを突き飛ばすようにして慌あわてて離はなれる。彼女にしては珍めずらしく上下逆さまとなり、上からにゅっと顔を覗のぞかせたのだ。いがみ合うのに夢中になるあまり、ついその存在を放置してしまっていた。

「先程からお顔を寄せておりましたが、もしやお二人は、……親密なご関係だったりするのでしょうか？」

「ま、まさか！　そんなことないぞ！」

「全っ然！　これっぽっちも親しくなんてないから！」

　悲しげに目を伏ふせられ、俺とクララは必死で否定する。本当に親密というわけではないし、変な勘かん違ちがいでもされたら、それこそ命に関わるのだ。

「よかった。安心致しました」

　郁はあっさりと信じてくれ、ほっと胸をなで下ろす。身の安全のため、争うのはやめようとクララに目配せした。

　それが通じたのだろう。彼女はととっと駆かけ足して、俺──正確には郁から距きよ離りを取る。前方を指差し、先せん導どうする形を作った。

「も、もうすぐそこだぞ」

　こいつ、また自分だけ逃げやがったな。

　無理矢理手でも繫つないでやろうかとも一いつ瞬しゆん思ったが、逃げたくなるクララの気持ちも分かるし、そんなことをしては自分のほうが危ない。大人しく少し離れたままついていくと、俺達はほどなくして目的地に到着する。

　駅前の大通りから一本路地に入ったところにある、小さな公園。それが神さまとの待ち合わせ場所だった。

　園内をぐるりと一周見渡すも、神こう々ごうしいオーラを纏まとった人物は見当たらない。神さまはまだ不在のようだ。砂すな場ばに鉄てつ棒ぼう、ブランコに滑すべり台。最低限の遊具は揃そろっているようだが、遊んでいる子供もいない。

　まるでリストラにあったサラリーマンのような、疲れたスーツ姿の男性が一人、ブランコに腰掛けているのみだった。

　あんまり見ないようにしないとな……と俺が考えていると、

「やあ先生、久しぶりです」

　公園に入ったクララは、一直線にその男性の元へと向かった。

「今日もまた辛しん気きくさい顔をしていますね」

「ははは……。クララちゃんも相変わらずだね」

　あんまりな物言いに驚おどろいてしまうが、慣れているのか男性は苦笑して受け流す。置いてけぼりを食らった俺は、とんとんと遠えん慮りよがちにクララの肩を叩たたいた。

「なあクララ。この人、知り合いなのか？」

「ああ、この人は鳩はとヶが峰みね一かず彌やさん。二十九歳さい独身、無む職しよくだ」

「おおぅ……。は、はじめまして」

　スーツ姿の男性──鳩ヶ峰さんはブランコからのっそり立ち上がると、軽く溜ため息いきを吐はいて「どうも」と会え釈しやくする。クララの紹介内容に怒らないところからすると、そのプロフィールは噓うそではないのだろう。

　リストラにあったっぽいという俺の予想は当たっていたのか。

「ついでに言うと、職しよく歴れきもなしだ」

「リストラどころの話じゃなかった！」

　この年で無職、しかも職歴なしって……。これから神さまとのご対面が待っているっていうのに、えらく縁えん起ぎの悪い人と会ってしまったものだ。

「な、なあ、場所を変えないか？」

「ん？　どうしてだ」

「だってほら、これから神さまと会うんだろ？」

　その対たい極きよくに位置する人が近くにいたら、気まずいじゃないか。鳩ヶ峰さんの顔色を窺うかがいながら、クララにそっと耳打ちすると、

「はあ？　何を言っているんだ」

　彼女はきりりと表情を引き締しめ、恭うやうやしく鳩ヶ峰さんを拝おがむ。

「頭ずが高い！　ここにおわす方こそが、その神さまであられるぞ！」

「………………はああ？」

　こいつのほうこそ、急に何を言い出すんだ。

　まさかそんなはずがない。たちの悪い冗じよう談だんだろう。……とは思いつつ、

「本当に、神さま……なんですか？」

「まあ、一応ね」

　万が一、念のために確認してみると、どこかげんなりした様子で、鳩はとヶが峰みねさんは認める。

「だから言ったじゃないか。この人は一見駄だ目め人間だが──、それはそれで間ま違ちがっていないが、神さまも兼けん任にんしているんだぞ」

　それでもまだ俺が受け入れられずにいると、にやにやと、とても嫌いやらしくクララが笑う。

　やっぱりこいつ、全部分かっててこんな紹介の仕方をしやがったな。
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　どこにでもいそうな、目立たない極ごく々ごく平へい凡ぼんな人。

　それが鳩ヶ峰さん──神さまに俺が抱いだいた印象だった。

　良く言えば優やさしげ、悪く言えば優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうな顔立ち。標準体型から、少しだけ縦たてに細長い体たい軀く。無理矢理に特とく徴ちようを挙げろと言われても、精せい々ぜいその程度だろう。

　だけど。

　相手が神さまだという前提で見ると、それにすら意味があるように思えてくる。本物の力を持つ者には目立つ外見など必要ではなく、むしろ邪じや魔まなのだろう。あえて世間に埋まい没ぼつし、そこから人々を見守っているのだ。

　クララが鳩ヶ峰さんを「先生」と呼ぶのは、彼女が小学生の頃、家庭教師をしてもらっていたからとのこと。その縁えんで、今も付き合いがあるらしい。

「今日はよろしくお願いします」

　改めて自己紹介をしたあと、俺は鳩ヶ峰さんに、まずは深く頭を下げた。

「さっきはその、……失礼なことを言ってすみませんでした」

「いいよいいよ。慣れてるからね」

　罰ばつを下されても仕方のない態度だったと我われながら反省するが、鳩ヶ峰さんは笑って赦ゆるしてくれる。

　さすがは神さま。器がでかい。

「それで、いったい何の用だい？」

「じ、実は──」

　この人──神さまを信じよう。危険を承しよう知ちで、俺は事情を打ち明け──

「七しち人にんミサキをっ──！」

　ようとした矢先、横から話の相手を搔かっ攫さらわれてしまう。

　鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうをした、郁いくによって。

「七人ミサキを祓はらうことはできますか!?　『七人ミサキ』という枠わく組みを取り去り、私達をただの霊れいにすることは可能ですかっ!?」

　普段のおっとりした態度をかなぐり捨て、彼女は詰きつ問もんする。完全に周りが見えなくなっており、俺が避よけなければ危あやうく接せつ触しよくしているところだった。

　悪あく霊りようのくせに神さまを恐れることなく憑ついてきたのを不ふ思し議ぎに思っていたが、それを確認するためだったのか。自分の力を過信して、どうせ無理だと高を括くくり、挑ちよう発はつしているのだろう。

　……本当にそうなることを望んでいるようにも見えるけど、きっと俺の気のせいに違いない。

「どう……なんですか？」

　郁の疑問は、そのまま俺の本題でもある。祈いのるような気持ちで問い重ね、固かた唾ずを吞のんで見守っていると、

「どうって……何がだい？」

　鳩はとヶが峰みねさんは郁をスルーし、あくまで俺だけを見ながら首を傾かしげる。

　まるで、郁が見えないかのように。

「内容を言ってくれないと、僕ぼくに何を頼たのみたいのか分からないよ」

「な、内容って……」

　郁の存在だけでなく、声まで無視するつもりなのか。ショックで固まる彼女が、今にも暴れ出すのではないかとひやひやしていると、

「すまない、郁さん」

　それまでにやついていたクララが、笑みを消し神しん妙みような表情をする。

「先生は霊れい感かんがないんだ。霊の姿が見えなければ、声も聞こえないんだよ」

「そ、そんな……」

　それを聞いた途と端たん、郁は宙に浮くのをやめ、ぺたりと地べたに落ちる。俯うつむいて顔は見えないけど、祓はらわれなくて安あん堵どしているんだろうか。

　悪霊としては都つ合ごうがいいのだろうが、俺としては全まつたく納なつ得とくがいかない。

「神さまなのに霊が見えないなんて、そんなことあり得るのか？」

「現実にそうなんだから、仕方がないだろう。……臼うす谷たに、お前は『お祈りメール』というのを知っているか？」

　不満も露あらわに疑問を投げると、クララは唐とう突とつに話題を変えた。

「何だよ急に」

「いいから。答えてくれ」

「……就しゆう職しよく活動をするとき、会社が不採用の人に対して、『今後のご活かつ躍やくをお祈り致します』って定型文を送ってくるやつのことだろ？」

　意味は分からないが、答えなければ話が先に進みそうになく、しぶしぶ説明する。

「ああ。そして先生はこの年になるまで、だらだらと遊んでいたわけじゃない。現役大学生の頃から、ずっと就しゆう活かつを続けているんだ」

「ずっと!?　ずっとか……」

　神さまというインパクトですっかり忘れていたけど、そういえばこの人、職しよく歴れきなしの無む職しよくだったな。

「数え切れないほど多くの求人に応おう募ぼし、同じ数だけ落ちてきた。それだけの数、今後の活かつ躍やくを『お祈いのり』されてきたんだ」

「……んん？」

「一つ一つは弱く小さくても、大量の『祈り』を先生は捧ささげられ──」

　豊かな胸に手を当て、クララは朗ほがらかに笑う。

「──ついに、神へと至ったんだ」

　我わが事のように、誇らしげに宣言した。

「い、いやいやいやいやいや」

　謎なぞの説得力に圧倒され、しばらくぽかんとしてしまったけど、はっとすぐに正気に戻る。

　なんだか話が、おかしな方向へズレた気がする。

「さすがにそれはないだろ」

「あるんだよ。言っておくが、誓ちかって噓うそでも冗じよう談だんでもないぞ」

　そう保証されても、簡単には信じることができない。しかしどれだけ待ってもクララは撤てつ回かいしようとせず、鳩はとヶが峰みねさんも否定しない。結局は、俺もそれが真実なのだと受け入れるしかなかった。

　噓だとしたらたちが悪すぎて、冗談だとしたら出来が悪すぎるし。

　日本には八や百お万よろずの神が存在するらしいので、そんな神さまもいるのだろう。一応レベルだとしても、鳩ヶ峰さんが神さまなのは認めるとしよう。

　ってことは、だ。

「つまり、七しち人にんミサキを御お祓はらいするのは……？」

「無理だな」

　一言。簡かん潔けつに。

　予想通りであり、今までに何度も聞いた答え。けれど今回は神さまが相手だったということで、期待が大きかった分、落差もまた大きい。

　もはや乾いた笑いすら浮かぶことはなく、俺はただ、目を細めて流れる雲を見上げた。

　……うん。

　今日はとってもいい天気だ。
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「よくも祓はらおうとしてくれたわね……！」

　暗い瞳ひとみに怒りを湛たたえ、初はつ希きが低く唸うなる。

「ちょ、ちょっと待て！　落ち着いてくれ！」

「うるさい。すぐに殺してあげるから覚かく悟ごしなさい」

　俺はどうにか弁解しようとするが、彼女はまるで聞く耳を持たなかった。制止の声を無視して飛びかかってこられるのを、間かん一いつ髪ぱつのところで避よける。

　ど、どうしてこんなことになってしまったんだ？

　頭が混乱して、状況がさっぱり理解できない。俺が目を覚さますと、初希が急に襲おそいかかってきたのだ。どうやら神さまと会っていたことがバレて、彼女の怒りを買ってしまったようなんだけど……。

「お、俺の話を聞いてくれ！」

「黙だまりなさい」

　へっぴり腰で後あと退ずさりながら、必死で逃げる方法を考える。じりじりと初希と睨にらみ合っていると、騒さわぎを聞きつけたのか、壁かべをすり抜け七しち人にんミサキの他の面々がやってきた。

「い、いいところに──」

　即そく座ざに情けない声で助けを求めようとするが、最後まで口にすることなく言葉に詰まってしまう。

「信じてたのに、酷ひどいよおにいちゃん……」

　うっすらと目に涙を浮かべた路ろ花かちゃんに、悲しそうに睨まれたため。

「えっと、それはその……」

「言い訳わけなんか男らしくないよ、センパイ」

「そうっす！　がっかりっすよ！」

「……裏切り者」

「貴方あなたには幻げん滅めつしましたわ」

　路花ちゃんだけでなく、郁いくを除く全員が口々に俺を非ひ難なんする。こっそり祓おうとしたというのが事実であるだけに後ろめたく、真まっ直すぐに彼女達を見返すことができない。やがて俺は周囲を取り囲まれたまま、壁かべ際ぎわまで追いやられてしまった。

　完全に逃げ場を失った俺に、わらわらと彼女達が手を伸ばす。華きや奢しやで小さな路花ちゃんの手が俺の首元へと迫せまり、見た目からは到とう底てい信じられないくらい強い力で締しめ上げた。

「路花……ちゃ…………！」

　掠かすれた声でどうにか訴えるが、彼女達の耳に届く気配はない。血の気けのない真っ青な顔色をした路花ちゃん達からは表情が失われ、正に悪あく霊りようという様に成り果てていた。

「…………、……」

　口を動かしても喉のどを空気が通過することはなく、もはや声にすらならない。うっすらと視界と意識がぼやけ──

「そこまでだっ！」

　諦あきらめかけたその時。ばたんと勢いよくドアが開き、明るく眩まぶしい光が差し込んだ。

　光は目が潰つぶれそうなほど強烈で、そのくせ浴びているだけで安あん堵どするほど温かく優やさしい。しかしそう感じたのは俺だけらしく、

「きゃああっ！」「ぐうううう……」「ひいっ──！」

　同じく光を浴びた七しち人にんミサキは、その途と端たん、各おの々おの悲鳴を上げて苦しみだした。床ゆかをのたうち回る彼女達を、ドアを開けた人物は見下ろし、鋭するどく一いつ喝かつ。

「悪あく霊りようどもよ、消え去るがいい！　破はアッ──!!」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああ！」

　すると七人ミサキは、より大きく悲鳴を上げ、そのまま跡あと形かたもなくかき消えていった。

　一いつ瞬しゆんで。抵抗する暇ひまもなく。

「ふぅ……。大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

「は、はあ……。ありがとう、ございます」

　本物の霊れい能のう者しやであるクララが自分では不可能だと断言した、七人ミサキの退治。それをこんなにもあっさりとやってのけられ、俺は目の前の状況に、脳の理解が追い着かなかった。機き械かい的てきに頷うなずきながら、ぼんやりと助けてくれた人物を見やり、

「あっ──！」

　やっと、相手が何者であるのかに気付く。

　眩しく柔やわらかな光は、ただドアの外から差し込んでいるのではない。それはこの方の後光だったのだ。あまりに眩しすぎて、すぐ近くにいるというのに顔はおろか姿形すらはっきりとは判別できない。

　それも当然だろう。なにせ相手は、人間ではないのだから。

「あなたは神さま……なんですね？」

「ああ。君が悪霊に苦しめられていると聞いて、助けに来たんだ」

　半ば確信を込めて確認すると、その人──神さまは鷹おう揚ように頷うなずく。

「間に合ってよかった。もう大丈夫だよ」

「あ……ありがとうございます！」

　そうだ。これこそが、俺が求めた神さまだ！

　鳩はとヶが峰みねさんには悪いけど、あの人とは格が違う。クララもどうせなら、こんな神さまを紹介してくれればよかったのに。

　とことこと子犬のように近づき、感かん激げきのあまり勢いのまま手を取ってしまう。不ふ敬けいかとも思ったが、神さまは微ほほ笑えみを浮かべそれを許してくれた。

　俺が差し出した手を、両手で包み込むようにして応え、

「……酷ひどいです。私達を祓はらって喜ぶだなんて」

「へっ……？」

　その囁ささやき声とともに、一いつ瞬しゆんにして俺の生気を奪い去る。

　全身から力が抜け、俺は手を捕つかまえられたままその場で崩くずれ落ちる。わけが分からず混乱しながら神さまを見上げると、いつの間にか光は消え去り、曖あい昧まいなシルエットしか見えなかった姿がはっきりと形を成していた。

　濃のう紺こん色のセーラー服を着た、長い黒くろ髪かみの少女へと。

「い、郁いく…………？」

「貴方あなたがそんな方だったなんて。残念です」

　恨うらめしそうに告げ、郁は俺を冷たく見下ろす。振り払って逃げようにも、俺にそんな気力も体力も残されていなかった。言い訳わけすることすらできず、やがて呼吸も止まり、最後には心しん臓ぞうまで──




「うわあああああああああああああああああああああああっ！」

　悲ひ鳴めいをあげながら、俺は勢いよく上体を起こした。

「はあ…………、はあ……？」

　荒い呼吸を繰くり返しながら、ぎょろぎょろと血走った目を左右に走らせる。まだ目め覚ざまし時計が鳴る前の時間のようで、周囲は薄うす暗ぐらかった。場所は自分の部屋で、ついさっきまでベッドで横になっていたようだ。

　郁も初希も、後光の差す神さまも。誰だれ一人として部屋にはいない。

　どうやら、今のは夢だったようだ。

「何だよ……ちくしょう…………！」

　俺が待ち望んでいるのは、こんな夢オチじゃないのに。八つ当たりをするように拳こぶしで布ふ団とんを殴なぐりつけ、ばたりと倒れる。びっしょりと汗をかいて気持ちが悪いことこの上なかったが、すぐに身を起こす気にはなれなかった。

　動どう悸きは治おさまらず、締しめ付けられるように心臓が痛い。夢だったと分かっても、安心なんてできるわけがない。

　今回は、ただの夢で終わってくれたけど。

　俺が彼女達を祓おうとしていることがバレでもしたら。その夢がいつ現実になったとしても不ふ思し議ぎではないのだ。
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　媚こびを売ろう。

　神との対面を終え、悪夢にうなされた俺は改めて強く誓ちかった。

　元からへこへこしてただろうと言われるかもしれないが、今回は決心の固さが違う。その場凌しのぎだった前までとは意識の根こん底ていから変わった。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて。

　徹てつ底てい的てきに、媚こびを売る。

　俺にそう決意させたのは、今け朝さ見た悪夢、それに昨日のやりとりだ。

「よく分かんないけど、二人とも頑がん張ばって」

　別れ際ぎわ。鳩はとヶが峰みねさんはそう言って、放心状態の俺とクララを見送ってくれた。

　彼は決して悪い人ではないのだろう。むしろ善ぜん人にんだと思うが、神としては無能だ。実質的には見捨てられたも同然である。

　そんな人を紹介し、俺に無む駄だに希望を抱いだかせたクララは、気がつけば逃げるように姿を消していた。いや、実際に逃げやがったのだろうあいつめ！

　神も霊れい能のう者しやも。どちらも役に立たない。

　だったら自力で、この状況をどうにかするしかないのだ。

　七しち人にんミサキに取り憑つかれたという、悪夢を終わらせるために。

　と、いうわけで──

「何か、俺にやって欲しいことはないですか？」

　昼時の近づいたリビング。体調不良を理由に学校をサボった俺は、七人の悪あく霊りように対し、揉もみ手しながらはきはきと言い放った。

「やって欲しい……こと」

　布ふ団とんから出ての第一声がそれだったためか、全員きょとんとして反応が鈍にぶい。前置きが必要だったかと悩んでいると、今日の取り憑く順番であり、学校へ行きたがっていた路ろ花かちゃんが「はいっ！」と元気よく手を挙げた。

「それってどういうこと？　おにいちゃん」

「そ……、そのまんまの意味だよ。無理っぽいことでも頑張ってやってみせるから、何でも言ってくれ」

　首を絞しめられた光景を思い出し、一いつ瞬しゆん息を飲んでしまう。しかしすぐにそれは夢だと自分に言い聞かせ、どん！　と力強く胸を叩たたいて保証する。

「ほんとに何でもいいの？」

「おう。最大限努力するぞ」

「それって一つだけー？」

「い、いくつでも。体力が続く限りは」

　ようやく意図が伝わったのだろう、ほのかも加わり質しつ疑ぎ応おう答とうが始まる。七人ミサキ同士でも何をしてもらうか相そう談だんしだし、彼女達はにわかに活気付く。

　賑にぎやかで和わ気き藹あい々あいとした空気が部屋に広がり──

「──じゃあ、大人しく殺されてよ」

　その冷え切った声が、全すべてを台無しにした。

　せっかくのいい雰ふん囲い気きに水を差したのは、一人だけ険けわしい目つきの初はつ希きだ。

「あたしが望んでいるのは、それだけ。ねえほら、どうしたの？」

「いや、さすがにそれは……」

　できるわけないだろ。無む理り難なん題だい──というか端はなから話にもならない要求を受け、どうしたものかと眉まゆ根ねを寄せていると、ふんっ、と彼女は勢いよく鼻を鳴らした。

「急にそんなことを言い出して。どうせその代わりに、命を見逃してもらおうとでも企たくらんでるんでしょ」

　浅い考えなどお見通しだとばかりに、わざわざ高く浮かんで嘲あざけるように嗤わらう。

　対して。俺はそれを素す直なおに肯こう定ていした。

「ああ。そうだ」

「残念だったわね──って、えっ？　み、認めるの？」

「認めるぞ。初希の言う通りだからな」

　まさか素直に認めるとは思っていなかったのだろう。意外そうに目を丸くする彼女へ、しっかりと頷うなずきを返す。

　見苦しく否定し、小手先で誤ご魔ま化かす段階はもう終わった。

　助かるために、全力で媚こびを売ると誓ちかったのだから。

「俺はまだ死にたくない。殺されたくないんだ。俺にできることであれば何だってやるから、生前やり残したことや、未み練れんが残っていることがあれば遠えん慮りよなく言ってくれ」

　初希だけでなく、七人全員の顔を一人一人順番に見つめ、俺は深く頭を下げる。

「その代わりに、どうかお願いします。俺を見逃して下さい」

　憐あわれに見えるよう工夫するのではなく、背せ筋すじは真まっ直すぐに伸ばしたまま、誠実に。

　郁いく。路ろ花かちゃん。初希。仁に衣い菜なさん。ほのか。紅べに。瞳とう子こさん。

　彼女達七人は、確かに悪あく霊りようだ。俺の命を狙ねらう、おぞましい存在である。

　だけど。

　決して話の通じない相手というわけではない。……と、信じたい。

　こうしたほうがより情に訴えられるだろうという計算も、もちろんしている。だけどそれ以上に、きちんとお願いしなければという気持ちが強かった。

　七しち人にんミサキは他に成じよう仏ぶつする方法がないと知りながら、自分を優ゆう先せんしてくれと頼たのむのだから。

「……」

　全員喋しやべるのをやめ、しんと静まりかえった部屋。頭を下げ続けたまま、どれだけ時間が流れただろう。

「ふ──、ふざけないでよ！」

　沈ちん黙もくを破ったのは、やはり初はつ希きだった。
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「すぐに殺されなかったからって調子に乗りすぎよ！　そんな我わが儘ままが認められるわけがないでしょ！」

「初希さん、でも──」

「郁いくは黙だまってて！　ほら、みんなもそう思うでしょ？」

　とりなそうとした郁を一いつ喝かつし、初希はぐるりと周りを見渡す。しかし彼女の目もく論ろ見みは外れ、賛さん同どうの声は一つも上がらなかった。

　誰だれもが目を合わさぬよう、そっと顔を背そむける。

「ちょっと……、あんた達、正気なの!?」

　信じられないとばかりに、初希は声を震ふるわせる。

「こいつを見逃せば、次に波長の合う人間がいつ見つかるのか分からないのよ!?　成じよう仏ぶつできる日が何年……何十年先に伸びても構わないって言うの!?」

　聞いているこっちの胸が痛くなるくらい、必死に訴える。それでも応えようとする者はおらず、初希はイライラと髪かみの毛を搔かきむしった。

　完全に目を据すわらせ、大きく息を吸い込み、

「この「よーし！」…………」

　怒ど鳴なり散らそうとした矢先。被かぶさった大声にかき消され、出で鼻ばなを挫くじかれてしまう。

　空気を読まず無む邪じや気きに叫さけんだのは、ほのかだった。

「願いごと、決まったよっ！」

　白い歯を見せ、にっかりと俺に笑いかける。

　俺が言うのも何だけど、もうちょっと場の雰ふん囲い気きを考えたほうがいいんじゃないか？

「どーしたのセンパイ、聞いてくれるんじゃないの？」

「え？　聞く、聞くけど……」

　邪じや魔まされた恨うらみもあり、初はつ希きの目つきは尋じん常じようじゃないレベルになっている。一直線に睨にらまれている俺としては気が気じゃなかった。彼女への警けい戒かいを緩ゆるめることなどとてもできず、

「あのね。ボクのお願いは、デートをして欲しいんだ」

「分かった分かった。了解──────って、」

　生返事を返した俺は、数秒遅れで何を言われたのか理解し、仰ぎよう天てんした。

「ででで、でーとっ!?　デートって、俺とほのかが？」

「ううん違うよ。センパイと、郁いくっちで」

「わっ、私ですか!?」

　俺と同様、郁も声を裏返す。

「そーだよっ。だって二人の仲、ぜんぜん進展してないんだもん。これじゃ面おも白しろくないよ」

「私は別に、今のままで十分幸せなのですが……」

「ダメだって！　もっと積せつ極きよく的てきに攻めなきゃ！」

　郁はわたわたと遠えん慮りよするが、ほのかにはそれが不満なようだった。謎なぞの身振り手振りを交えながら、鼻息荒く力説する。

　この流れは予想外だったのだろう。初希もしばし啞あ然ぜんとしていたが、やがてふつふつと怒りを再さい燃ねんさせた。

「あんた達、いい加減にしなさいよ……」

　頰ほおを引き攣つらせ、こめかみをぴくぴくと痙けい攣れんさせる。怒ど鳴なるのではなく、地の底から響ひびくような声で静かに唸うなると、

「そうですわ！　ほのかさん」

　遂ついに、彼女にとって待望の賛さん同どう者しやが現れる。

　キリッと眉まゆを吊つり上げた、仁に衣い菜なさんだ。

「郁さんがそんな馬の骨とデートするなんて、わたしくは認めませんわ！」

　……。違った。

　賛同者には違いないけど、求めた賛同者じゃなかった。

「お願いだから、いい加減にしてよ…………」

　どこか哀あい愁しゆうさえ漂わせ、初希は小さく呟つぶやく。

　部屋は悪あく霊りようでいっぱいだというのに、しかしその言葉は誰だれにも届かない。

「ええーダメなのー？」

「駄だ目めに決まってますわ。郁いくさんのデートの相手は、わたくしと決まってますもの」

「そんなの面おも白しろくないよっ！」

　初はつ希きの存在を無視し、二人は勝手に言い合いを始める。最初はこれっぽっちも譲ゆずる気配を見せない仁に衣い菜なさんだったが、

「……そういうことなら、今回だけは許してさしあげますわ」

　ごにょごにょとほのかに耳元で何事かを囁ささやかれると、意外とあっさり受け入れた。口先ではまだ不満そうにしながらも、一いつ瞬しゆんじゅるりと涎よだれを拭ぬぐい、喜びを隠かくしきれていない。

「どうやって説得したんだ？」

「ないしょ。あとのお楽しみだよっ！」

　気になって訊たずねてみるも、にししと笑って隠かくされてしまう。

「よし！　じゃあ計画を立てよう！」

「えっ？　私はまだ──」

「いいからいいから」

　困こん惑わくする郁を強引に巻き込み、ほのかは仁衣菜さんを交え、さっそく勝手にデートの計画を立て始める。

　路ろ花かちゃんはにこにこと笑顔でそれを眺め、話は終わったとばかりに紅べには寝息を立てる。瞳とう子こさんはおろおろと周りを窺うかがうが、彼女が自分から反対などするはずがない。

　味方をする者は一人もおらず、

「馬ば鹿かばっかり……」

　初希はそう言い残し、すっと壁かべをすり抜け部屋を去っていく。

　背中を向けられ、彼女が最後にどんな表情をしていたのか、確認することは叶かなわなかった。
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　七しち人にんミサキとの同居生活が始まってから、もう十日近くが経過し。

　彼女達は家の中でそれぞれ落ち着く場所を見つけ、夜はそこで眠るようになっていた。霊れいは本来睡すい眠みんを取らなくても平気なんだけれど、気分的に寝ているそうだ。

　例を挙げると、郁の場合は俺の部屋の外。ドアのすぐ横に浮かび、廊ろう下かを寝ね床どことしている。部屋の中にいられると落ち着かないので、眠るときくらいはどうにか勘かん弁べんしてもらったのだが、結局そんな微び妙みような場所に陣じん取どられてしまった。

　壁のすぐ向こうにいられると落ち着かないし、もっとくつろげる場所で休めばいいと思うのに。彼女は俺の提案を蹴けり、そこを堅けん守しゆしている。

　万が一誰だれかが襲おそってきた場合の門番にもなるので、助かってはいるのだけれど。

　最初の頃、瞳とう子こさんはトイレを居場所にしようとしていたのだが、鉢はち合あわせるたびにびっくりしてしまい、心しん臓ぞうに悪いので移動してもらった。他にも両親の部屋や、物置部屋、屋根の上など各自散っている。

「あっ……」

　夜中にふと目が覚め、水を飲みに台所まで来た俺は、ここもそのうちの一つだったということを、遅ればせながら思い出す。

　ドアから差し込んだ明かりで、薄うすく照らされた部屋。その隅すみっこで、一人の少女が膝ひざを抱かかえて丸くなっていた。

「……なんだ。あんたか」

　気け怠だるげに顔を上げ、初はつ希きがつまらなそうに呟つぶやく。

「悪い、起こしちまったか」

「別にいいわよ」

　のっそりと立ち上がり、軽く鼻で笑う。寝起きのせいだろうか。動作の一つ一つが緩かん慢まんで、いつもきびきびした印象の彼女らしくない。

「どうせ本当は、眠る必要なんてないんだもの。もう死んでるくせに、生きた人間のマネをしてるだけ。そんなことしても、無意味だって分かってるのに」

「初希……」

　他の六人を揶や揄ゆしているならともかく。自じ虐ぎやくの色をにじませた声に、俺は何も言うことができなかった。

　踏ふみ込むことも去ることもできず、黙だまって突つっ立っていると、彼女はがくんと首を横に倒し、つまらなそうに俺を見やる。

「あたしに用があるってわけじゃないでしょ。さっさと済ませたら」

「あ、ああ……」

　正直もう水を飲みたい気分ではなくなっていたが、何もせずに戻るのは気まずい。おずおずと彼女のテリトリーへ足を踏み入れ、流し台へと向かう。さっさと退たい散さんするため、コップを使わず水道から直接喉のどを潤うるおし──

「……デート」

「はいっ!?」

　不意にぽつりと呟つぶやかれ、俺は間の抜けた声を上げた。その場でくるりと半回転すると、初希はさっきと同じ体勢のまま、小さく口を開く。

「デート、することになったの」

「え？　ああ、うん。そうなった……みたいだ」

　自分のことなのに曖あい昧まいなのは、そこに俺の意志が存在していないからだ。予定日から行き先まで、全すべてをほのかがお膳ぜん立てし、当事者であるはずの俺はノータッチだった。

　話し合いの最中で姿を消したけど、やっぱり反対するんだろうか。半分期待しながら反応を待っていると、

「そう。じゃあ精せい々ぜい楽しんできなさい」

　意外とあっさり認められ、ちょっと拍ひよう子し抜けしてしまう。

「い、いいのか？　デートしても」

「好きにしなさいよ」

　どこか投げやりに言い放ち、一回、大きく深呼吸。

　顔から表情を消し、真まっ直すぐに俺を見み据すええる。

「あんたの生しよう涯がいで、最後のデートになるんだから」

　声を張るのではなく、淡たん々たんと告げた。

　初はつ希きはどこも力んではおらず、限りなく自然体だ。けれど……いやだからこそ、彼女の中で既すでに決心が固まっているということが、はっきりと俺に伝わった。

「……なあ、初希」

　猶ゆう予よ期間は終わった。明確にそう告げられたというのに、俺はあまり恐怖を感じなかった。現実には全身に鳥とり肌はだが立つほど恐れ戦おののいているはずなのだが、どこか遠く、どうでもいいことのように感じてしまう。

　そんなことより、何な故ぜだか無む性しように、……悲しかった。

「どうしてそこまで、俺を殺すことにこだわるんだ？」

「……七しち人にんミサキなんだから、それが当たり前でしょ」

「それはそうだけど、初希以外の六人と比べて明らかに積せつ極きよく的てきだろ？」

　彼女達のことを少しずつ知るようになってから、頭の隅すみで疑問に思うようになっていたことだ。納なつ得とくできずに問いを重ねるが、

「……」

　初希は答えを沈ちん黙もくで返す。

　こちらも無言でじっと待つが、やはり彼女は口を開こうとしない。無む駄だだったかと諦あきらめかけたそのとき。

「──約束したのよ」

　吐と息いきをするように、初希はそっと、微かすかに声を漏もらす。

「やくそく？」

「ええ。……あたしがまだ生きていた頃。小学生のときに、事故で両親が死んだの」

　天てん井じようを見上げ、ふうと溜ため息いき。

　俺へと視線を戻した時には、もう無表情ではなくなっていた。

「まだ小さかった弟と二人で、親しん戚せきの家をたらい回しにされたわ。ご飯が食べられないなんて珍めずらしくなかったし、暴力を振るわれることもあった。それでも、弟だけは絶対にあたしが守ってあげるんだって、約束したの」

　下した唇くちびるを強く嚙かみ締しめ、睨にらむ以外の理由で目を細める。

「約束したのよ……」

　悲痛な声は、俺ではなくどこか遠くへ向けられていた。

　その約束が果たされたのかどうかは、わざわざ聞くまでもなく明白だろう。

　彼女は今、死者としてここにいる。

　それが全すべてだ。

「──だから、」

　ゆっくりと首を振り、初はつ希きは再び俺を見つめる。

　今度は素通りするのではなく、しっかりと意志を持って。

「あたしは一日でも早く、この『七しち人にんミサキ』という檻おりから逃れなきゃいけないのよ。弟を探して、守ってあげるために」

「……でも、そのときは成じよう仏ぶつしちゃうんじゃないのか？」

「そんなの関係ないわ」

　気合を入れるように、彼女はぐっと拳こぶしを握る。

「だれが成仏なんてしてやるもんですか。ただの悪あく霊りようとして、この世に居続けてやるわよ。もしそれが無理でも、すぐに生まれ変わって、弟を探し出してみせるわ」

　ふん！　と鼻を鳴らし、初希は自信を持って断言する。悪霊としてではない彼女の生の感情に、初めて触ふれた気がした。

「俺が探す」

　だからだろうか。気付けば、俺は、自然にそう申し出ていた。

　喜んで命を捧ささげる──なんてことは絶対に不可能だけど。命乞ごい云うん々ぬんは関係なく、彼女に協力したいと強く感じたのだ。

「初希の代わりに、俺が弟さんを探すよ。そっちのほうが確実だろ？」

「……。お断りよ。他人は信用できない」

　しかし。俺の思いとは裏腹に、初希は態度を硬こう化かさせる。

「でも──」

「くどいわね。これ以上、あんたに話すことはないわ」

　食い下がろうとするも、にべもなく会話を終了させた。

　交こう渉しようの余地は全まつたく感じられないが、だからといって納なつ得とくはできない。不満な顔で初希を睨んでいると、彼女はそっと、表情を緩ゆるめた。

「明日も学校あるんでしょ。もう寝なさい」

「……ああ、分かった」

　それが少しだけ、笑っているように見えたからだろうか。逆らう気力がすとんと抜け落ち、俺は素す直なおに従うことにした。

　後ろ手で引いたドアが、閉まる直前。

「……おやすみなさい」

　微かすかにそう聞こえたのは、気のせいではなかったと思う。
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「お、お待たせ致しました」

「あ、ううん。おれもいまきたとこ」

　何事もなく平日が過ぎ去り。

　日曜──ついに迎むかえたデート当日。俺と郁いくは朝っぱらから陳ちん腐ぷなやりとりをしていた。

「どこかで待ち合わせてから出かけるべき！」というほのかの主張に従い、俺と郁は別々に家を出て、玄げん関かんの外で合流することになったのだ。七しち人にんミサキは『依より代しろとなる石』と『取り憑ついた相手』のどちらかから一定以上離はなれることはできないそうなので、仕方がないのだけど。やっぱり間ま抜ぬけだ。

　……とはいえ。

　これが全まつたくの無意味だったかというと、そういうわけでは全然ない。

　むしろ、かなり効果的だった。

「あの……。ど、どうでしょうか？」

　恥はずかしげに頰ほおを紅こう潮ちようさせる郁。ほんの少し前に別れたときは見慣れたセーラー服姿だった彼女は、ドアをすり抜け現れたときには、真っ白いワンピースへと着替えていた。

　同じく白い、つばの広い帽ぼう子しを被かぶり、ちょっと古くさいが、まさに避ひ暑しよ地ちのお嬢じよう様という感じだ。

　……いい。

　実に、いい。

「やはりこんな格かつ好こう、私には似合いませんよね……」

「そっ、そんなことない！　凄すごく似合ってるって！」

　見み惚とれて無言が続いたせいだろう。郁が勘かん違ちがいして落ち込んでしまい、俺は慌あわてて否定する。お世せ辞じでも何でもなく、実際によく似合っていた。

　普段は濃のう紺こんのセーラー服で通しっぱなしの、郁の貴重なお着替え。

　これこそが、仁に衣い菜なさんが俺と郁のデートを受け入れた理由である。

　仁衣菜さんはかねがね、郁が全然着替えないことを不満に思っていたそうだ。彼女達は実体があるわけではないので、同じ服を着っぱなしでも不ふ潔けつにはならない。けれど着替えが可能なのならば、着替えないほうがおかしいとまで断言していた。

　衛えい生せい的てきな意味ではなく、自分が観かん賞しようするために。

　前々から郁いくに着替えを勧すすめては断られを繰くり返していたのだが、デートのためという名目で、このたびようやく受け入れてもらえたのだという。デートが決まった当日から、仁に衣い菜なさんは準備と称し、喜き々きとして郁を着せ替え人形にして弄もてあそんでいた。

　俺もときどき見学を強制されたのだが、スーツやゴスロリなど、他の七しち人にんミサキと同じ格かつ好こうや、水着のように今回のデートと関係のない衣い装しようまで着させられていた。

　もっと露ろ出しゆつの高いものや、派手なものもあったけど。結局は今の格好に落ち着いたようだ。

「とりあえず……。行こうか」

「はっ、はい」

　雰ふん囲い気きを大事にするためだろう、声こそ誰だれもかけてこないが、家からは複数の視線を感じる。見み世せ物ものでいるのも何だし、さっそく出発することにした。

「いってらっしゃーい！　頑がん張ばってねー」

「ほのかさんお静かに！」

　ぶんぶんと手を振るほのかに見送られ、駅のほうへと向かう。

　うん。やっぱり我が慢まんできなかったか。




「予定では、行き先は遊園地だっけ」

「はい。そうなっています」

　斜め後ろに浮かぶ郁を見やり、ほのかの立てた計画を再確認した俺は、つい小さく溜ため息いきを吐はいてしまう。

　デートはまだ始まったばかりだというのに、もう気が重かった。

　なにせ遊園地である。可愛かわいい女の子と二人で、しかも初デートというシチュエーションだけで考えれば、嫌いやがる要素などどこにも存在しない。嫌がるような男がいるのなら、俺が蹴けり飛ばしてやるところだ。

　しかし、どんなに可愛くても郁は悪あく霊りようなのだ。霊れい感かんのない人から見れば、ただの一人遊園地でしかない。

　正直、俺にはハードルが高かった。

　霊感のある人からは、ちゃんとデートに見えるかもしれないけれど。結局は『幽ゆう霊れいとデートする男』と判断されてしまい、周りから痛々しい目で見られることは変わらないだろう。

　……なんか想像しただけで、泣きたくなってきた。

　それでも、今いま更さらやめるわけにはいかない。とぼとぼと肩を落として歩いていると、

「あまりご気分が乗らないようでしたら、行き先を変更致しますか？」

　背後の位置を保ったまま、郁がそう声をかける。

「えっ？　いいの？」

「はい。伊い吹ぶきさまに少しでも楽しんでいただきたいですから。それに私も、騒さわがしいところは苦手ですし」

「そっかそっか。よし、そうしよう」

　これは好こう都つ合ごうだ。騒がしくない場所というのは、すなわち人の少ない場所。それだけ目もく撃げき者しやを減らせるというものだ。

　映画や図書館、美術館というのもあるな……。そもそも一人でも目立たない候こう補ほ地ちを挙げ、あれこれと頭を悩まし──

「……待てよ」

　俺はふと、冷静になる。

　デートの計画を主しゆ導どうしたのはほのかだが、郁いくもそれに参加していた。俺のパソコンをカチカチと念力で操作し、この街にある娯ご楽らく施し設せつを調べながら毎日あーだこーだと楽しげに話し合っていたではないか。

　それなのに彼女の望まない場所が選ばれているなんて、ちょっと考えにくい。

「なあ郁、本当は遊園地に行きたいんじゃないのか？」

　足を止めて確認すると、郁はたらりと汗あせを流す。

「そ、そんなことはありませんよ？」

「いいから。正直に言ってくれ」

「うっ……噓うそは吐ついておりません」

　騒がしいところが苦手というのは、確かに本当だろう。だけど、それだけではないはずだ。

　困ったように眉まゆを下げる郁は、出発前に比べて明らかに元気がない。最初は緊きん張ちようしているせいかと思ったけど、もしそうじゃないのなら。

「本当は、その………………。行ってみたい、です」

　じっと答えを待っていると、彼女は恥はじらいながら、小さな声で白状した。

「よし。じゃあ行こうぜ」

「えっ……、い、いいのですか？」

　俺があっさりと意見を翻ひるがえすと、郁は目を白黒させる。

「当然だろ。これはデートなんだから、郁が楽しめないと意味ないじゃないか」

「ですが──」

「いいから。ほら、行くぞ」

　まだ遠えん慮りよしようとする彼女を相手にせず、俺はさっさと出発する。すたすたと数歩ほど進み、またすぐに足を止めた。

「どうかなさいましたか？」

「それはこっちの台詞せりふだろ」

　斜め後ろ。定位置に浮かぶ彼女へと振り向き、わざとらしく大きく息を吐はく。

「いつまでも後ろにいないで、隣となりに並んでくれよ。……手を繫つなぐのは、さすがに無理だけど」

　せっかく楽しみにしてくれていたのに、じゃないとデートっぽくないじゃないか。

　しばらくぽかんと口を開け、目をぱちくり瞬しばたたかせていた郁いくは、

「──はいっ！」

　かっと耳まで真っ赤に染そめ、すすすと前に歩み寄る。そのまま二人で肩を並べ、ゆっくりと駅へと向かった。

　せっかく一度は回かい避ひした遊園地へ行くことになり、苦労するのは確定したけど。

　このはち切れそうな笑顔が見れただけでも、充じゆう分ぶんにお釣つりが出そうだ。
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　電車に揺ゆられること一時間。俺達が向かったのは、地元ではお馴な染じみの、昔からある遊園地だった。

　俺も中学生の頃、遠足か何かで来た覚えがある。それなりに広いが平へい凡ぼんで特色はなく、巨大観かん覧らん車しやが唯ゆい一いつの売りだろうか。

　──さて。

　到着して十分。俺はさっそく、ここへ来たことを後こう悔かいしていた。

　その場の勢いだけで、格かつ好こうつけるんじゃなかった……。

「伊い吹ぶきさま、どうかなさいましたか？」

「……いや、何でもないよ」

　にこにこ顔で首を傾かしげる郁へ、力なく微ほほ笑えみを返す。

　俺と郁は現在、ジェットコースターの順番待ちをしている。入園するやいなや、彼女は真っ先にこれに乗りたがったのだ。

　正直に言うと、俺はこの手の乗り物が大の苦手だ。

　俺のテリトリーは、本来自然寄りなのだ。石の温かみを感じられない鉄の塊かたまりとは相性が悪い。

　決してびびっているというわけではない。違うとも。

　それでも断るわけにはいかず、カップルや家族連れ、友達同士のグループに囲まれ、傍はた目めには一人でジェットコースターの列に並ぶ。居い心ごこ地ちの悪い時間を乗り越こえ、ようやく順番が回ってくるものの。

「そういうのはちょっと、困るんですよねー」

　隣となりの席を空あけて欲しい。俺がそう要求すると、係のお兄さんは予想通り笑顔を曇くもらせた。

「どうしても駄だ目めですか？」

「申し訳わけありません。並んでるお客さまが大勢おりますので……」

　ちらちらと後ろの列を見ながら、分かれよと言げん外がいに責める。

「伊い吹ぶきさま、私なら構いませんから」

　郁いくもそれでいいと受け入れるが、そんなんじゃ俺が納なつ得とくできなかった。最終的にここへ来ると決めたのは、他でもない自分だ。だったら中ちゆう途と半はん端ぱはやめよう。

　開き直れ、俺。

「駄だ目めだよ。ちゃんと座らないと」

　きちんと郁のほうへと顔を向け、口に出して伝える。小声ではなく、普通よりちょっと大きめの声量なのがポイントだ。

「せっかく来たんだから、遠えん慮りよなんかするなって」

「お、お客さん……？」

「はい。どうかしましたか？」

　罰ばつゲームや冗じよう談だんでやっていると思われないように、真ま面じ目めな顔で係員に向き直る。

「パスは二人分買っています。彼女の分も、席を用意してくれませんか」

　『彼女』と発言する際、ちらりと郁を──何もない空間を見やって言うと、

「わ、分かりました。……どうぞ、結けつ構こうです」

　お兄さんは頰ほおを引き攣つらせ、その条件で誘ゆう導どうを再開してくれる。

　……ごめんなさい。外見では軽く、内心では深く頭を下げる。かなり腰が引けてたけど、最後まで笑顔だったのは立派です。

「すみません、伊吹さま。……ありがとうございます」

「いいって。でないと楽しめないだろ」

　俺と並へい行こうして飛ぶことがもし可能なのだとしても、乗っていることにはならないだろう。それではせっかく来た意味がないじゃないか。

　物もの珍めずらしそうにあちこちをぺたぺた触さわる郁を眺め、俺も顔をほころばせていると、がたんと車両が揺ゆれ、レールを移動し始める。

　その笑顔が凍こおりつくのは、ものの数秒後のことだった。




「凄すごい迫力でしたね伊吹さま！　最高に楽しかったです！」

「そ………………、そう……？　だったらよかった……けど」

　珍めずらしくはしゃいだ様子の郁とは対照的に、俺は限りなくテンション低く相づちを打つ。

　数年ぶりのジェットコースターは、やはり俺に歩み寄ってはくれなかった。相性の悪さをことさら知らしめるように、恐怖だけを与えてくれたのである。

　たった一つのアトラクションに乗っただけなのに、お陰かげ様でもうへとへとだった。家の布ふ団とんが恋しくなるが、肝かん心じんの郁は喜んでくれているのだ。それでよしとしよう。

　それに考え方を変えれば、園内で一番恐い乗り物を既すでにクリアしたのだ。これから先はどれに乗っても、恐怖を感じずに済むということになる。

　よし。自己暗示は完かん璧ぺきだ。

「ふぅ……。次はどれに乗る？」

「もう一回、あれに乗りませんか？」

「分かったもう一回──もう一回っ!?」

　聞き間ま違ちがいであって欲しいという願いから、思わず繰くり返してしまう。

　郁いくさん、今日はまたえらく活発ですね。

「あっ、駄だ目めなら駄目で、全然構いませんから。やっぱり別のにしましょう」

「そ──、…………。いやいい、行こう」

　一いつ瞬しゆん……かなり迷いはしたものの、涙を吞のんでどうにか堪こらえる。ここで彼女に甘えたら、さすがに情けなさすぎるだろ俺。

　ジェットコースター自体もそうだが、係のお兄さんとまた顔を合わせるのが微び妙みように気が重い。足を引きずるようにして順番待ちの列へと向かっていると、

「ままー」

　まだ小学校に上がる前くらいだろうか。前方にいた若いお母さんと手を繫つないだ女の子が、俺を指差す。

「あのおねえちゃん、すけてるよー？」

「なっ──！」

　違った。無意識のうちに考こう慮りよから外していたけど、女の子が注目しているのは、俺ではなく郁だった。

　クララ以外では初めて出会ったけど、どうやらあの子も霊れいが見える体質らしい。

「わーい、おねーちゃーん！」

　二人して固まっていると、好奇心からだろう、とことこと女の子はこちらへと近づいてくる。そのまま止まることなく抱きつこうとし──

「っ──！　駄目ですっ！」

　郁は咄とつ嗟さにすうっと高く飛び、間かん一いつ髪ぱつで難なんを逃れるが、

「すごーい！　ういてるー！」

　それが原因で、女の子をより喜ばせることとなってしまう。触さわろうとしてぴょんぴょんと飛びはね、完全に興きよう味みの対象として捉とらえられてしまった。

　周りもざわつき始め、注目が集まる。このままではかなりやっかいだな。

「郁、とりあえず逃げるぞ！」

「は、はいっ」

　相手は子供だ。走れば簡単に引き離はなせるだろう。はぐれないよう郁へと手を差し出すと、彼女も俺へ真まっ直すぐに手を伸ばし──

「あっ──！」「──っ！」

　触ふれる直前。それがどんなに危険な行為であるのかを思い出し、お互いびくっと手を引いた。

　走りかけていた足も止まり、気まずい空気が二人の間を流れる。

「あの、これはその──」

「伊い吹ぶきさま、こちらです！」

　そんな必要などないのに、どうしてだか言い訳わけを口にしようとするが、郁いくの状況判断は正確だった。すぐにそんな場合ではないと気付き、空すいているルートを誘ゆう導どうしてくれる。

「……。ああ、任せた」

　もやもやとした気分を抱かかえながら、俺はそのあとを追うのだった。
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　かなり日も傾かたむいた、夕暮れどき。

「連れてきていただいて、今日はありがとうございました」

「ううん、お疲れ」

　俺と郁は最後の締しめとして、ここの目玉である巨大観かん覧らん車しやに乗っていた。

　霊れいが見える女の子と遭そう遇ぐうし、一度は帰ることも考えたのだけど。話し合いの結果、やっぱりそのまま居続けることにした。

　そんな理由で諦あきらめていては、この先どこにも出かけられない。……二人分のフリーパスも安くはなかったことだし。

　女の子と遭遇しないよう、周囲を警けい戒かいしながら園内を回る。初めの頃こそ緊きん張ちようしたが、慣れてくるにつれ、段々それはスリルへと変わっていった。いいスパイスになって、普通に回るよりもむしろ楽しかったかもしれない。一回見つかりそうになって隠かくれたときも、俺と郁は顔を見合わせ笑っていたし。

　誰だれもいない空間へ話しかけ笑っていたのだから、普通の人から見たら、俺はさぞ不ふ審しんだったことだろう。だけど最初にジェットコースターで開き直ったのがよかったのか、事前に覚かく悟ごしていたほどは気にならなかった。

　ここには当分──二度と来られないかもしれないけど、別に構いやしない。

「郁に楽しんでもらえたみたいで、良かったよ」

　観覧車が一周回り終えれば、あとはもう帰るだけだ。うーんと伸びをして脱力すると、向かい合わせに座った郁は、目を細めて窓から外を眺める。

「こういうところに来るの、私、初めてだったんです」

「へっ？　そうだったのか」

　ちょっと意外だった。郁は育ちがよさそうだし、そういうのを許さない、厳きびしい家だったんだろうか。

　妙みようにテンションが高かったのも、そういうことなら腑ふに落ちる。

「ですから。ここに来ることができて、本当に嬉うれしかったんです」
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　俺へと視線を戻し、にっこり微ほほ笑えむ。しかしその笑みはすぐに、少しだけ曇くもった。

「路ろ花かさん──皆さんもご一いつ緒しよできたら良かったのですが……」

「それはまあ……難むずかしいだろ」

　全員まとまって行動すると霊れい障しようの心配があるし、そもそもデートではなくなる。

　……今いま更さらだけど、これをデートと認識するのに、いつの間にか違和感がなくなっていたな。

「でも機会があれば、また他の六人とも──」

　一緒に、と言おうとして、俺は言葉に詰まる。

　その機会は本当に、訪れる日が来るのだろうか。

「……初はつ希きさんのこと、ですか」

　俺の表情が陰かげるのに気付いたのだろう、郁いくも声のトーンを下げる。

「今日が最後の思い出作りだと、出かける前に私も言われました」

「私『も』ってことは、俺が初希に宣せん告こくされてたこと、知ってたのか？」

「はい。初希さんから直接お聞きしました」

　不満そうに眉まゆを顰ひそめ、軽く俺を睨にらむ。

「どうしてもっと早く、教えていただけなかったのですか。てっきり私が知っているものだと、初はつ希きさんも思っていましたよ」

「悪い……。なんか、告げ口するみたいで」

「そんなことはありません！」

　正直に白状するのだが、より郁いくを怒らせてしまう。

「ただでさえ伊い吹ぶきさまにはご迷めい惑わくをおかけしているんです。……悪あく霊りように対抗する力なんて、なくて当たり前なのですから。恥はじることなどございません」

　立ち上がり力説した彼女は、それで肺はいの空気を全すべて吐はき出してしまったかのように、ゆっくりと長く息を吸い込み、

「伊吹さまは必ず私がお守り致します。ですから、……どうか、信じて下さい」

「郁……」

　悲しげに切せつ々せつと訴えられ、俺は、言葉を失った。

　猶ゆう予よ期間は終わったと初希に告げられたことを、俺は郁だけでなく、誰だれにも相そう談だんしていなかった。その根底に七しち人にんミサキ全員に対する不信があることを、彼女はお見通しなのだろう。

　最初から一いつ貫かんして、郁は俺の味方をしてくれているというのに。

「……ごめん」

　それでも。

　やっぱり俺は、彼女が怖かった。

　今日一日一いつ緒しよに過ごし、楽しかった。凄すごく楽しかったけど、彼女が悪霊であるという事実がある限り、どうしても恐怖は消えてくれない。

　七人ミサキの先頭である彼女は、特に。瞳とう子こさんや紅べになどとは違い、ほんの気まぐれでも──、たとえその気のない事故だったとしても、簡単に俺を殺せるのだから。

　時間の経過とともにその恐怖は少しずつ薄うすれていたが、悪夢の中で殺されたことで、俺の中でまた鮮せん明めいに蘇よみがえってしまっている。

「いいえ。謝あやまらないで下さい」

　それなのに、郁はいつものように、温かく控ひかえめに笑む。

「私は悪霊です。無茶な要求をしたのは、こちらのほうですので」

「…………ごめん」

　決して信じていないというわけではないのだ。怖おそろしいとは思うが、ある程度信用はしている。だけどそんな状態では郁に失礼な気がして、口先だけでも『信じる』と伝えてやることができなかった。

「ご安心下さい」

　自己嫌けん悪おに押し潰つぶされそうになる俺へ、郁は淡あわく、儚はかなげに微ほほ笑えむ。

「伊吹さまがどう思われていようと、私の気持ちは変わりません。きちんとお守りしてみせますから」

　姿勢正しくお辞じ儀ぎをし、座ろうとするのを。「待った」と掌てのひらを突つき付け制止する。

「伊い吹ぶきさま……？」

「最初に言っただろ？」

　座席の端はしに寄り、とんとんと隣となりの空あいたスペースを叩たたく。

「デートなんだから、ちゃんとこっちに座ってくれよ」

　せめてほんの少しでも、彼女に楽しんでもらえたら。

　俺にできることは、このくらいのことしかない。

「──はいっ！」

　暗く沈んでいた顔を、一転してぱあっと明るく輝かがやかせ。郁いくは声を弾はずませ、しかし壁かべ際ぎわぎりぎりに腰を下ろす。

　同じ座席にいながらも、たとえ揺ゆれても絶対に触ふれないだけの間かん隔かくを空あけて。

「郁……」

　その気き遣づかいが胸に痛く、距きよ離りを詰めるべきなのかどうかと悩んでいると、郁は「そうだ！」と唐とう突とつに話題を変える。

「伊吹さま、確か何かお買い物をされていましたよね？」

「ん？　ああ、今日の記念にな」

　日に焼け少し色あせた、ここのマスコットキャラクターの人形付き携けい帯たいストラップ。絶対に使いはしないのだけど、こういう長いこと売れていなさそうな商品を見ると、ついつい買ってしまうのだ。

「見るか？」

「いえ。ちょっと、手にとっていただけますか？」

　言われるがままにストラップをグーで握る。だらんと垂たれた紐ひもへと郁は手を伸ばし、そっと指を絡からめた。

　同じストラップを握ったまま、ゆっくりと手を膝ひざまで下ろす。

「観かん覧らん車しやが一周するまででいいんです。このままで、いさせて下さいませんか？」

　手を繫つなぐのは、無理だとしても。

　上うわ目め遣づかいに恐る恐る頼たのまれ、俺はぎこちなくだが、しっかりと微ほほ笑えむ。

「ああ。喜んで」

　ここで断るようなやつは、今すぐ観覧車から飛び落ちてしまえばいい。

　郁はほっと安心するように息を吐はき、それからはお互い無言で、静かに居い心ごこ地ちのいい時間が流れる。

　ストラップを通じ、彼女と繫がっているような気がした。

　ラストの観覧車。このタイミングでキスをしろと、ほのかから事前に念押しして指示されていたことを思い出す。何を言っているんだと呆あきれ、彼女に叱しかられてしまった。

　霊れい体たいである郁いくとキスするなんて、土台からして無理な話なのに。まあもし可能だったとしても、絶対にしていなかった自信はある。

　……だけど。

　彼女の手を直接握ることさえできないことが、少しだけ寂さびしく。

　危険を承しよう知ちで手を重ねてやれない臆おく病びような自分が、泣きそうなくらい情けなかった。
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「おはようございます、伊い吹ぶきさま」

「……おはよう、郁いく」

　目め覚ざまし時計が鳴るよりかなり早い時間。俺が浅い眠りから目覚めると、そばで佇たたずんでいた郁が、すぐに声をかけてくる。

　ここ数日の、慣れない日常だ。

　郁とデートをした日から、彼女は夜も俺の部屋の外ではなく、中で過ごすようになっていた。

　二人の仲が進展したとか、そんな色っぽい理由ではない。

　万が一の襲しゆう撃げきを警けい戒かいするためという、切実な事情に迫せまられているためだった。




　俺と郁が、遊園地から帰宅すると。

「……おかえり」

　玄げん関かんの前で、初はつ希きが一人、仁に王おう立ちして出で迎むかえてくれた。せっかく待ってくれていたというのに目つきは鋭するどく、歓かん迎げいする気配は微み塵じんも見受けられない。

　出発時と同じく、家のほうから複数の視線を感じるが、今度はちらりとも誰だれも顔を覗のぞかせようとしなかった。

　直前までの楽しかった気分が、一いつ瞬しゆんで消え去ってしまう。

「これでもう、悔くいはなくなったわよね」

「初希さん……」

　立ち止まった俺を庇かばうように、いつの間にか元のセーラー服姿に戻った郁が、すっと前に出る。初希はそれに何の反応も示さず、静かに郁を見み据すえた。

「そろそろ、『七しち人にんミサキ』としての役割を果たしてもらえる？」

「……すみません。それはできません」

「じゃあ、いつになったら満足するの？」

　初希の口調は、決して厳きびしくない。むしろ穏おだやかとさえ言える。

　けれどそのプレッシャーは、激げつ昂こうしていたときよりも強く感じられた。

「あと一日？　十日？　一年あれば満足する？」

「それは……」

「自分一人の我わが儘ままで、他のみんなにどれだけ迷めい惑わくかければ満足するの？」

「……その、……」

「ねえ郁、あんたとこいつは悪あく霊りようと人間なの。どんなに惹ひかれあっても、触ふれることさえできない関係なのよ？」

　一言も返せずにいた郁は、そう言われ、ぴくっと小さく震ふるえる。

「私はそれで構いません。……お側そばにさえいられれば」

「そう。じゃあ臼うす谷たに、あんたは？」

「お、俺っ!?」

　急に話を振られ、きょろきょろと目が泳ぐ。

「あんたはどう考えてるの？　郁いくが、ずっと傍そばにいるってことを」

「ええっと……、何というか……」

　正直言って勘かん弁べんして欲しいが、そんなこと口が裂さけても言えない。どう返したものかと悩んでいると、

「あんたが生きている限り、永遠にその状態が続くのよ」

「うっ…………」

　目を逸そらしていた現実を突つき付けられ、俺は絶句した。

「他の人間関係についても、諦あきらめないといけないでしょうね。霊れい障しようの問題があるから、誰だれかと親しく付き合うことはできなくなるわ。耐たい性せいのある霊れい能のう者しやなら別かもしれないけど、まともな霊能者だったら、七しち人にんミサキなんかに近づこうとはしないでしょうし」

「だっ──、だからこそ、俺は見逃してくれって頼たのんでるわけで！」

「お断りよ。そのつもりはないって、前にも言ったわよね」

　聞いていると胃がキリキリと痛み、必死で訴えるものの、初はつ希きは冷たく切り捨てる。

「真っ当な人生を諦めるか、それともあたしに呪のろい殺されるか。あんたに残された道は、この二つしかないのよ」

「噓うそ、だろ……」

　声以上に冷たい選択に打ちのめされ、俺はがくりと膝ひざをついた。

「郁も」

　俺の心が折れたのを見届け、初希は視線を戻す。

「惚ほれた相手なんでしょ？　こいつにそんな生活を強しいて、それで満足なの？」

「そ、そんな……。私は別に、そんなことをするつもりは──」

「あんたにそのつもりがなくても、結果的にそうなるのよ」

　ただ存在するだけで、七人ミサキは周囲の人間に悪あく影えい響きようを及およぼす。

　そこに本人の意志は存在しない。以前、郁から直接聞かされたことだ。

「それに、もし臼うす谷たにが生身の──生きている女の子を好きになったとして、あんたは嫉しつ妬とせずにいられるの？」

「……もちろんです。伊い吹ぶきさまが幸せであれば、私はそれで満足ですから」

「ふぅん。殊しゆ勝しようなもんね」

　あたしには真ま似ねできない、と鼻を鳴らし、

「じゃあ臼谷、あんたはそれを信用できる？」

　初希はまたも会話の相手を変え、じっと俺の顔を見つめる。

「郁は許してくれるそうだけど。取り憑つかれた状況で、それを信じて誰かと付き合うことができる？」

「それ、は……」

「無理よねそんなの」

　答えを待つことなく、彼女は断言。

「郁いくに見捨てられたら終わりって状況で、そんなことできるわけがないわ。ずっと傍そばで見張られているのに、嫌きらわれないよう常に気を遣つかって生きてたら。そう遠くないうちに気が狂うか、精神が歪ゆがんじゃうに決まってるじゃない」

「……」「……」

　俺も郁も、反論の言葉が見当たらない。

「もし正常なまま天てん寿じゆを全まつとうできたとしても、結婚はおろか誰だれかと親しくなることもできない、話し相手は悪あく霊りようだけの、寂さびしい毎日を繰くり返すことになるのよ」

　滔とう々とうと言い聞かせるように語り、初はつ希きは郁を睨にらむ。

　厳きびしく、責め立てるように。

「ねえ郁、あんたは臼うす谷たににそんな生しよう涯がいを強しいるって言うの？」

「違います！　……私は、わたし、は……」

　しっかりと初希の目を見返しながら、郁は大きく首を左右に振る。

　初希が言ったようなことを、彼女が望んでいないのは本当だろう。しかしそれを否定する言葉は、最後まで声として発せられることはない。

　その未来予想が十分にあり得ることだと、認めてしまっているのだ。

「可哀かわい想そうだけど、『七しち人にんミサキ』に取り憑つかれた時点で、あんたの──あたし達の運命は終わってたのよ」

　俺へと距きよ離りを詰めながら、初希はまるで自分に言い聞かせるように漏もらす。一歩。二歩。段々近づいてくるが、俺の足は立ち上がろうとしない。

　──逃げられたとしても、どうせ未来がないのなら。

　全すべてが無意味に感じられ、考えるのを放ほう棄きし、状況に身を委ゆだねる。表情を消した初希が、ゆっくりと俺に手を伸ばし──

「──駄だ目めですっ！」

　触ふれる直前。体当たりするようにして、郁が体を張ってそれを防ぐ。

「そんなことをしては、初希さんが後こう悔かいするだけです！　……こんな苦しみを、貴方あなたに味わわせるわけには参りません！」

「い、郁……？」

　はあはあと呼吸を荒くしながら、強く、鬼き気き迫せまった声で叫さけぶ。

　郁がこんなにも感情を露あらわにするのを、初希も初めて目にしたのだろう。妨ぼう害がいされたことを怒りもせず、彼女は目を丸くする。

「絶対に、駄だ目めなんです…………！」

　その囁ささやきに近い小さな声は、俺の耳に大きく響ひびいた。

　しばし誰だれも動くのをやめ、無言のまま時が過ぎる。

「……初はつ希きさんに、罪を被かぶせるつもりはありません」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは、それを作った張本人だった。

「全すべての憎にくしみを引き受けるため、先頭の者が手を下すというルールのはずです」

「それを破ってるのはあんたじゃない。あたしは覚かく悟ごを決めてたのに」

　呆あきれたように、初希はふんと鼻を鳴らす。微かすかに苦笑する彼女から、それまでの気負いが抜けていた。

「どうせ逃れられないんだから、早く手を下してやるのも優やさしさだと思うわよ？」

「私は……そうは思いません」

　二人は静かにじっと向かい合う──が、先程までと比べ、緊きん迫ぱく感かんは明らかに薄うすい。

「──いいわ。なんだか白しらけちゃったし、今だけは引いてあげる」

　対たい峙じはさほど長くは続かず、初希は大きく溜ため息いきを吐はくと、玄げん関かんへと身を翻ひるがえす。ようやく一いち難なんが去り、ほっとしたのも束つかの間ま。

「ただし、」

　振り返りもせず、初希は背中を向けたまま告げる。

「もう遠えん慮りよするつもりはないから。あたしが言ったこと、二人ともよく考えておくことね」

　その最後の置き土産みやげは、俺の胸に重いしこりを残すのだった。




　……というわけで。

　以来、もし初希が襲おそってきた場合に備え、郁いくは俺の部屋で寝起きしているのだ。

　正直、辛つらい。

　数日が経過しても、初希は一度も襲ってこようとはしなかった。にたにたと笑ってプレッシャーをかけたりもせず、それどころかほぼ接せつ触しよくを断ち、ろくに顔も見ていない。

　これはデートをすると決まった日からだけど、学校へ憑ついてくる順番も放ほう棄きしたくらいだ。

　だからといって俺がのびのびと自由を満まん喫きつしてたかというと、そんなことは全然ない。たとえ顔を見なくても、初希の言ったことは、常に俺の頭を悩ませ続けてくれている。

　一人っきりの寂さびしい人生か、死か。

　そのどちらも、絶対に御ご免めんだ。この地獄の二に択たくから逃れるためには、第三の選択──七しち人にんミサキを祓はらい、自由を手に入れるしかない。

　しかし表立って霊れい能のう者しやを探すのはますます困こん難なんになってしまい、唯ゆい一いつの心当たりであるクララにこそこそ隠かくれてメールで相そう談だんしてみたのだが、返ってきたのは「知らん」の一言だけだった。「探してはみる」という二通目がすぐに届かなければ、俺は発狂していたかもしれない。

「はあ……」

　たとえ安全のためとはいえ、郁いくに四六時中張り付かれては、自室でもくつろぐことができない。眠りも浅く、熟じゆく睡すいなど夢のまた夢だ。

　頭痛が激しく、体は睡すい眠みんを訴えるが、

「大だい丈じよう夫ぶですか？　伊い吹ぶきさま」

「ああ。何でもない」

　再び布ふ団とんに潜もぐったとしても、どうせ眠ることはできない。安息の地である学校へ向かうため、俺はのろのろとベッドから降おりるのだった。
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　どれだけ気を抜いても身に危険が及およぶことはなく、睡眠導どう入にゆう効果のあるＢＧＭまで流れる。

　そんな万ばん全ぜんの環かん境きようが整っているのだから、俺が授業中のほとんどを寝て過ごしてしまうのも、いたしかたないことだろう。自然の摂せつ理りだ。

　そのせいで夜によけい眠れなくなるという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていることは自覚しつつ、睡眠不足を解消しながら、あっという間に迎むかえた放課後。

「見つかりませんように見つかりませんように見つかりませんように……」

　俺は目の保ほ養ようのため、学校の温水プールにこっそり忍び込んでいた。

　お目当ては女子の水泳部。完全に、覗のぞきが目的である。

　ストレスで頭がおかしくなったわけでも、自や棄けを起こしたわけでもない。性犯罪者として弾だん圧あつされる危険を冒おかしてまでここに来たのは、

「ああ……やっぱり競泳水着は素す敵てきですわ……！」

　上品かつ変態である、仁に衣い菜なさんに頼たのまれたからだ。

　目の保養をするのは、俺ではなくこの人。
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　目もつ下かのところ、最大の悩みの種たねは言うまでもなく初はつ希きだが、ただ彼女だけを警けい戒かいしていればいいというわけではない。

　他の六人だって、悪あく霊りよう──七しち人にんミサキの一員であることには変わりないのだ。見逃してもらう代わりに、常にご機き嫌げんを窺うかがう必要がある。いくら初希に追い詰められている状況とはいえ、郁とデートしただけで終わりでは、あまりに不公平すぎるだろうし。

　まあ、こんなことを頼たのまれるとは、正直想定していなかったのは確かだが。

　路ろ花かちゃんは一いつ緒しよに街中を歩くだけで楽しんでくれる天使だし、ほのかは俺と郁の関係をせっついてくるのは面倒だが、割と無害だ。紅べには寝っぱなしで俺に何も要求することはなく、逆に心配になってしまうくらい。

　瞳とう子こさんは「どうせデートするなら伊吹くんと鈴すず鹿かくんで……」と意味不明なことを口走っていたが、すぐに「やっぱり何でもないっす！」と取り消した。

　そんなわけで、具体的な頼たのみごとをするのは仁に衣い菜なさんだけなんだけど……。

「こっちに人が来そうになったら、すぐに教えて下さいよ」

「そう何度も言わなくても分かっていますわ」

　挙きよ動どう不ふ審しんに辺りを警けい戒かいしながら小声でお願いすると、仁衣菜さんはうんざりしながら、やはり小声で返す。

　やはり覗のぞきという行為に気が咎とがめるのか、霊れいである彼女は気付かれる心配はないのに、入り口から半分身を隠かくすようにして目を凝こらしていた。おかげで俺も奥まで侵しん入にゆうすることなく、ちょっと入ったところまでで済んで助かっている。

　見たいか見たくないかで言えば、俺だってそりゃあ見たいに決まっている。だけど便びん乗じようして覗くなんて卑ひ怯きような真ま似ねをするつもりはなかった。

　……水泳部ではなく陸上部がターゲットだったら、少しやばかったな。

「ちょっ──、そこの教師！　邪じや魔まですわ！」

「はあ……。何やってんだろ、俺」

　どんなことでもすると誓ちかいはしたけど、命を見逃してもらう代だい償しようが覗きの手伝いというのは、なんか虚むなしい。

　ああもう！　どうして俺がこんなふうに悩まなくてはいけないんだ！

「仁に衣い菜なさん……、仁衣菜さん！　ちょっといいですか？」

「何ですの？　今いいところですのに」

「すみません。あの、お願いがあるんですけど」

　至し福ふくのときを邪じや魔まされ、イラっとする彼女へ頭を下げる。

「俺を殺さないよう、仁衣菜さんからも初はつ希きに言ってやってもらえませんか？」

　自分の置かれている状況と、今現在との落差に色々と馬ば鹿からしくなってきて、つい雑ざつに頼たのんでみる。

　初希が聞き入れるとは思えないけれど、やれることは全すべてやっておかねば。俺の七しち人にんミサキへの加入を望んでいない仁衣菜さんとは、目的が一いつ致ちすると思ったのだけど。

「……お断りですわ」

　ほんの僅わずかに逡しゆん巡じゆんしただけで、彼女はきっぱりと俺の願いを却きやつ下かする。

「俺と郁いくが入れ替わってもいいんですか!?」

「いいはずがありませんわ！　そんなの、嫌いやに決まっていますけど……」

　片かた手て間まで話をしていた仁衣菜さんは、覗のぞくのをやめて俺に顔を向ける。先さき程ほどまでとは打って変わり、声も表情も、暗く沈んでいた。

「……わたくしは初希さんほど、強くはありませんもの」

「そりゃあ順番的に、力では敵かなわないでしょうけど……」

「そういう意味ではありませんわ」

　豊かな金きん髪ぱつを揺ゆらし、ふるふると首を振る。

「力ももちろんですが、わたくしが敵かなわないと言ったのは、心の強さのことですわ。初希さんのような強い覚かく悟ごが、わたくしにはありませんの」

「覚悟、ですか……？」

「ええ」

　毛け嫌ぎらいしていた俺と、仁衣菜さんはしっかりと目を合わせる。

「──人を殺す、覚悟が」

「っ──！」

　彼女の口から聞かされるとは思ってもみなかった言葉に、俺は数歩たたらを踏ふんだ。

「悪あく霊りようなのですから、そんなのあって当然だと思っていまして？」

「えっと、それは、その……」

　悲しげに問われても、まともに返事をすることさえできない。

　思っていたのかと言われたら、確かに思っていたのだろう。以前、そのことについて疑問に思ったこともあったが、結局深く考えることはなかった。なんとなく、そういうものだろうと受け入れていたのだ。

『悪霊』という言葉に、思考を停止させて。

「わたくし達は『七しち人にんミサキ』という悪あく霊りよう集団ではありますが、全員人を殺したことのない、被害者の集まりでもありますのよ。理り不ふ尽じんに殺される辛つらさは身をもって体験しているのですから、誰だれかを殺したいだなんて、……なおさら考えるはず、ありませんわ」

「………………はい」

　きちんと考えてさえいれば、どれもこれも察することができていたはずのことだ。しゃがんで自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、

「『先頭の者が代表して殺す』なんて、やっかいなことを考えた先人が恨うらめしいですわ」

　独白めいた呟つぶやきが耳に届き、「ん？」と顔を上げた。

「瞳とう子こさんは、その方法を褒ほめてましたけど」

　七人でお互いに恨うらみ合いながら過ごすより、ずっとマシだと。俺がそのことを説明すると、仁に衣い菜なさんは小さく苦笑いする。

「それは彼女が、まだ七人ミサキに加わったばかりだからですわ。……わたくしも、最初は単純にそう思っていましたもの」

「……今は、どう思っているんですか？」

「…………ある意味、普通の『七人ミサキ』よりも最悪ですわ」

　眉まゆを寄せ、吐はき捨てるように言った。

「七人ミサキの一員として過ごすだけなら、瞳子さんの言う通り、素す晴ばらしい方法だと思いますわ。……ですが、段々考え方が変わってきましたの。

　どんなに楽しく過ごせたとしても、わたくし達が悪霊──七人ミサキであるという事実は変わりませんわ。成じよう仏ぶつするためには、人を殺さなくてはなりません。どんなに嫌いやだろうと、望んでいなくても。絶対に殺さなくてはいけませんの」

　すぅと息を吸い、天てん井じようを見上げる。

「ほのかさん。紅べにさん。瞳子さん。……彼女達と入れ替わりに成仏されたお三方は、皆、とても優やさしい方々でしたわ。優しくて、死んだばかりで混乱するわたくし達を、親切にサポートしてくださって。

　そんな方々がほのかさん達を殺すところを、わたくしは見てきましたの。殺すほうも殺されるほうも、どちらが死んで、どちらが成仏するのか分からないくらい……どうしようもなく苦しんでいましたわ。

　一人、また一人と自分の順番が進むに連れて、どんどんそれが怖おそろしくなっていきましたの」

「仁衣菜さん……」

　もういい。見ていられずそう口を挟はさもうとするのだが、彼女は静かに首を横に振る。

「本物の──ただの悪霊でありさえすれば、悩むことも苦しむこともなく、躊ちゆう躇ちよなく人を殺すことができたでしょうに。下へ手たに『人間』としての意識があるばっかりに、やっと『七人ミサキ』から解放されたとしても、救われた気持ちで成仏することは、絶対にできませんの。

　どうせそんな結末が待っているのなら、偽いつわりの幸せは、よけいに辛つらくなるだけですわ」

「……」

　重い。

　仁に衣い菜なさんの話は、ごく普通の高校生として生きてきた俺には荷が重すぎた。慰なぐさめることなど不可能だし、彼女もそれを望んでいないだろう。

「……だ、だったら、」

　しかし。今にも壊こわれてしまいそうなほど弱々しい彼女を前にして、黙だまって見ていることなどできなかった。

「だったらほら、成じよう仏ぶつなんてしなくていいじゃないですか。せっかく仲がいいんですから、七人でずっと一いつ緒しよにいれば」

　冗じよう談だんめかし、あえて軽口を叩たたく。失笑でも嘲ちよう笑しようでもいい、とにかく笑ってくれと願うが、

「自分一人の問題なら、そうすることもできますけど」

　仁衣菜さんはあくまでも、真ま面じ目めな顔で返す。

「殺した者と直接入れ替わりになるのではなく、先頭の者から順番に、七しち人にんミサキは成仏していきますの。嫌いやだからといって本当に殺さなくては、あとの六人はいつまで経たっても成仏できませんわ。そのプレッシャーもありますし、下へ手たをすると成仏したがっている方に、『人を殺す』罪を押しつけることになってしまいますわ」

「……そう、ですよね」

　やっぱり駄だ目めかと頷うなずき、気付く。

　それは正に、俺が置かれている今のこの状況そのものではないか。

「ってことはもしかして、郁いくのこと……あんまり良く思ってないんですか？」

「いいえ。そんなことはありませんわよ」

　俺が考えていることに思い至ったのだろう、彼女は僅わずかに苦笑する。

「むしろ、ありがたく感じていますわ。貴方あなた──男が入ることの是ぜ非ひは抜きにしても、郁さんが頑がん張ばっている限り、それだけわたくしの順番が回ってくる日が遠のきますもの」

「……仁衣菜さんは、成仏しなくてもいいんですか？」

「したくないわけではありませんけど……。言いましたわよね？　わたくしには『覚かく悟ご』がないと」

　力なく笑い、降こう参さんでもするように小さく両手を挙げる。

「人を殺す覚悟も、殺さない覚悟もわたしくにはありませんの。郁さんと初はつ希きさん、お二人に口出しする権利は、わたくしにはないのですわ」

「……了解です。無理言ってすみません」

　彼女がそんな思いを抱かかえていたなんて、知らなかった。

　味方に引き込むのは失敗したけど、積せつ極きよく的てきに俺を殺そうとはしないだろうというのが、よりはっきりしたのだ。それだけでよしとしよう。

　俺がそう納なつ得とくしていると、

「まあ実際の話、貴方あなたが生きて逃れるのは、ほぼ不可能だとは思いますけど」

　とてつもなく嫌いやなことを、仁に衣い菜なさんは言いやがる。

「どうせなら、抵抗せず素す直なおに首を差し出すというのも一つの手ですわよ。七しち人にんミサキの一員になれば、貴方も初はつ希きさんと長い付き合いになりますわ。ここで揉もめれば揉めるだけ、仲直りが大変になりますわよ」

「い、いやいやいや、仲良くしても最後が辛つらくなるだけって、仁衣菜さん言ったばっかりじゃないですか！」

「言いましたわよ。けれど実際問題として、今から普通の七人ミサキに戻るというのは困こん難なんですもの。中ちゆう途と半はん端ぱにいがみ合うよりは、現状を維い持じしたほうがまだいいですわ」

「結局……、結局それか！」

　さっきまでの会話が、全部台無しじゃないか。

　げんなりと一気に疲れがやってくるが、……仁衣菜さんの提案は、決して的まと外はずれというわけではないだろう。

　いつ初希に襲おそわれるのか分からないという状況が数日続いただけで、俺の神経はかなり参っている。打破するためには霊れい能のう者しやを見つけることが絶対条件だが、頼たよりのクララは全まつたく当てにできない。

　どうせ助かる可能性がないのなら、いっそ自分から受け入れてしまったほうが──

「──って違う違う違う！　駄だ目めだそんなの！」

　思考がマイナス方向へ振り切れかけていることに気付き、直前でどうにか我われに返る。

　あ、危ないところだった。

「諦あきらめてどうすんだよ！　気合をいれろ！」

　腹から声を出し、びしばしと頰ほおを叩たたいて自分の目を覚さます。ヒリヒリとした痛みを感じながら、己おのれを鼓こ舞ぶしていると、

「なんか、あっちから声が聞こえなかった？」

「私も聞こえたわ」

「ええー、もしかして覗のぞきー？」

　ざわつく複数の女子の声が、耳に届く。それだけでなく、その声は足音とともにこちらのほうへ近づいていた。

「しまった！　仁衣菜さん、逃げますよ！」

　思わず大声を出してしまったけど、俺は覗きの真っ最中だったのだ。

　自分自身の意志で覗いたのならともかく、こんなので捕つかまるわけにはいかない。俺は仁衣菜さんに一声かけると、返事も待たずに全力で逃走するのだった。

　もしこのあとすぐに初はつ希きに殺されてしまったら、覗のぞきがバレたことを苦に自殺したみたいになってしまいそうなのが更さらに嫌いやだ。
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「今日は散さん々ざんだったな……」

　水泳部の追跡から無事に逃げ切り。

　帰宅した俺は、コンビニ弁当で夕食を済ませると、ベッドでだらだらと横になっていた。

　まだ風ふ呂ろに入っていないどころか、着替えてすらいない。やらなくてはならない宿題もあるし、怠なまけるにはまだ早いんだけど。心身ともに疲ひ弊へいし、何もやる気が起こらなかった。

「成じよう仏ぶつ、か……」

　緩かん慢まんな頭で今日一日を振り返っていると、ひっかかっていた疑問が、ふと口から漏もれる。

　成仏とは、いったい何なんだろう。

　少し前から、俺は気がつけば、そのことについて考えるようになっていた。

　七しち人にんミサキの最終目標であり、郁いく達七人も、当然目指しているはずのこと。けれど初希は成仏することを拒絶し、仁に衣い菜なさんも躊ちゆう躇ちよしている様子だった。他の五人がどう思っているのかも気になっているけど、確認はできずにいる。

　早く成仏したいと訴えられても、俺にそれに応えることは不可能だから。

　そもそも人を殺して成仏するというのがよく分からなかった。たとえば誰だれかに殺され、その犯人を呪のろい殺すというのならまだ納なつ得とくできる。でも七人ミサキの場合はそうではなく、むしろ自分と同じ立場の者を増やすだけ。

　それなのに、本当に成仏できるんだろうか？

「うーん…………」

　どれだけ頭を悩ませても、答えが出るわけがない。無む駄だに考えたことで余計に頭が痛くなってきてしまった。

　どうせ明日も朝早く目が覚さめてしまうのだし、今日はこのまま寝てしまおうか。うつらうつらとそんなことを考えていると、

「どーん!!」

「うわっ──ぐえっ……！」

　天てん井じようから突然人が降ふってきて、俺は慌あわててベッドから転がり落ちた。どうにかぶつからずに済むが、その代だい償しようとしてしたたかに腰を打ちつけてしまう。

「あははははー！　センパイ驚おどろきすぎだよ！」

「驚くに決まってるだろ！　あーもう腰痛え……」

　腰をさすりながら軽く睨にらむが、落ちてきた少女──ほのかは悪びれる様子もなく、朗ほがらかに笑う。

「ごめんごめん、そこまで驚おどろくとは思わなかったからさっ」

「……まあいいけどよ」

　ぺたんとベッドに女の子座りし、拝おがむように両手を合わせる彼女を前にしていると、どうしても毒どく気けを抜かれてしまう。自分から護ご衛えいを務つとめてくれているはずの郁いくも、微ほほ笑えんでこちらを見守っていることだし、悪気は本当になかったんだろう。

　一言くらい言ってくれてもいいのにと、郁に対しては思わなくもないけど。

「郁っちもごめんね！　せっかくのセンパイと二人きりの時間を邪じや魔ましちゃって」

「い、いえ、私は別に……っ！」

「ほう？　ボクがいても平気でいちゃいちゃできると。もうそんな段階まで進んでたんだ！」

「そっ……そういう意味ではありませんっ！」

「いいっていいって照れなくても！」

「で、ですから──」

　あ、駄だ目めだこれ。完全に懐かい柔じゆうされてる。

　恥はずかしそうに顔を赤くする──しかしまんざらでもなさそうな郁と、それをからかうほのか。最近では、よく見かける図式だった。

　郁とのデートから帰ってきたときの初はつ希きとの会話は、ほのかも──他の五人もおそらく聞いていたはずだ。それでもこうして、全員まるで何もなかったかのように、変わらぬ態度で接してくれている。

　ちょっとうんざりすることもあるけど。彼女のカラッとした元気さと明るさに、かなり救われているところがあるのは事実だ。

「それで、いったい何の用なんだ？」

　部屋にいるのは全然構わないが、あまり騒さわぎ続けられると頭が痛くなってくる。頃合いを見み計はからって声をかけると、ほのかはきりりと眉まゆを吊つり上げた。

「そうそう！　何やってんのさセンパイ！」

「な、何って？　俺が何かやったか？」

「違うよ！　何もやってないのが問題なの！」

　ぷんぷんとお怒りの様子で、俺に人差し指を突つき付ける。

「センパイ、次のデートの予定、ぜんぜん立ててないでしょ」

「つ、次って？　デートならこの間したばっかりだろ」

「一回で満足してどーするの！　今度はセンパイが計画立てる番だよ」

「ええー」

　彼女いない歴＝年ねん齢れいの俺に、なんたる無茶を言いなさる。

　それにだ。郁とのデートは概おおむね楽しくなかったわけではないが、初希との一件もあり、もしもう一回やったとしたも、かなりぎこちなくなってしまう自信がある。

「ま、まあ考えておくよ」

　熟じゆつ考こうを重ねに重ねることで、どうにか回かい避ひしようとするも。

「はいアウトー！」

　浅い考えはお見通しだとばかりに、ほのかは両手で大きくバツを作る。

「郁いくっちとデートするのは、ボクがセンパイを見逃す交換条件なんだから。ちゃんとマジメにやってくれないと困るよっ！」

「うっ……、卑ひ怯きような……！」

　それを言われたら、絶対にやらなくてはいけなくなるじゃないか。

　俺がぐぬぬと唸うなっていると、彼女はふふんと胸を反そらし、

「他ひ人と事ごとみたいに聞いてる、郁っちもだよ！」

　標的を変え、びしっと郁を睨にらむ。

「わ、私ですか!?」

「そう！　のほほんと待ってばっかじゃなくて、郁っちも自分から攻めなきゃ！　制服ばっかり着てないで、もっとオシャレしようよー」

「そう言われましても……。私はこれで十分ですので」

「ぜんっぜん十分じゃないよ！」

　郁は困ったようにしながら控ひかえめに断るが、そんなのがほのかにに通用するはずがなかった。わきわきと指を蠢うごめかしながら、ゆっくりと近づいていく。

「ほら、郁っちは以外とおっぱい大きいんだから、もっと──」

「やっ──やめて下さいっ……！」

　セーラー服とブレザー。制服を着た二人の少女が和わ気き藹あい々あいと戯たわむれる。……戯れていることにする。ここにもし仁に衣い菜なさんがいたら、さぞかし盛大ににやけていたことだろう。

　せっかく矛ほこ先さきがずれてくれたのだ。俺も対岸の火事として、微ほほ笑えましく見守ってやればいい。

「……なあ、ほのか」

　だけどそうすることはできず、俺は助け船を出すように口を挟はさんだ。

　郁を見捨てておけなかったというのと、もう一つ。

「ほのかは、自分の願いって何かないのか？」

　前々から気になっていたことを訊きく、いい機会だと思ったのだ。

「ん？　だから郁っちと──」

「そうじゃなくて！　ほのか自身が俺にやって欲しいこと……、生前、悔くいが残ってることはないのかって訊いてるんだ」

　きょとんとする彼女へ、しっかりと伝える。

　中学二年生だと、ほのかは以前、自分で言っていた。どんなに明るく屈くつ託たくのないように見えても、そんなに若くして死んでしまったのだ。やりたかったことや、やり残したことが多々あるに違いない。

　精せい神しん衛えい生せい上かなりお世話になっているし、できる限り応えてやりたい。遠えん慮りよせず言ってくれと、胸を叩たたいてみせるが、

「んー……。別に？」

　ほのかは僅わずかに首を捻ひねっただけで、すぐにそう返す。

「別にって……。本当に、何もないのか？」

「うん。だって、どうせこれは夢だしね」

「ならいいんだけど……。────────って！」

　本人がそう言うなら。あまりにさらりと自然に告げられ、俺は一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけるが、すぐにおかしな点に気付く。

「ゆ、夢……？」

「そーだよ」

　聞き間ま違ちがいかと思って繰くり返すも、彼女はあっさり頷うなずく。

「この夢を見始めて、もう二年くらいかな。さすがにちょっと退屈してきたところだったけど、センパイっていう新展開がくるとは予想してなかったよ」

　さすがはボク！　と、ほのかは自じ画が自じ賛さん。

「やりたいことは起きてから自分でやるし、やっぱりセンパイに頼たのみたいことはないかな」

「そっか──っていやいやいや、」

　彼女が何を言っているのか、さっぱり理解できない。

　七しち人にんミサキとしての生活を、隠いん語ごかなにかで『夢』と呼んでいるんだろうか。わけがわからず確認してみようと──

「いっ……伊い吹ぶきさまっ！」

「うわっ！」

　開いた口から情けない叫さけびが漏もれる。ポルターガイストの一種なんだろうか、ぐいっと急に引っ張られ、郁の方へと強制的に移動させられたのだ。

「そ、その……、デート！　デートしましょう！」

　それを為なした彼女は、あたふたと声を裏がえして喋しやべりながら、俺に何度も瞬まばたきする。必死のアイコンタクトを受け、俺も遅ればせながら、やっと理解する。

　ほのかは自分の死を──七人ミサキに呪のろい殺されたのだということを、まだ受け入れていないのだ。どこまで本気で言っているのかは分からないが、死んだその日から、ずっと夢を見ているのだと自分に言い聞かせているのだろう。

　辛つらすぎる現実から、身を守るために。

　明るく気楽に振る舞まい、そうすることで、自分の『死』から目を背そむけているのだ。

　以前、俺の通う八やつ淵ぶち高校のことを、志望校だと現在進行形で語っていたのも、それで簡単に説明がつく。

「っ……！」

　改めて、背せ筋すじがぞっとした。

　なら、もし、現実を直視してしまったら。

　ほのかの精神は、それに耐えられるのだろうか。不幸を嘆なげき、暗く落ち込んでしまうならまだいいが、それまでのギャップが大きい分、自や棄けになって暴れたり、手当たり次し第だいに人を襲おそうようになってしまう可能性もある。

　友好的で安全だと思っていたけど。下へ手たすると初はつ希き以上の、とんでもない爆ばく弾だんじゃないか。

「え、ええっと、デートだっけ……」

　そうと分かれば、ほのかが夢ゆめ見み心ごこ地ちで過ごせるよう、全力を尽つくさなければなるまい。気は進まないが、望み通りデートに誘さそおうと決め──

「ひゃうっ！」

　本日二回目となる、情けない悲ひ鳴めいを上げてしまう。ポケットに入れっぱなしだったケータイが、ぶるぶると震ふるえたのだ。

「ったく、誰だれだよもう！」

　絶ぜつ妙みようなタイミングのせいで、必要以上にびっくりしちまったじゃないか。八つ当たり気味にぶつくさ言いながら確認すると、クララからメールが届いていた。

「おっ──！　…………、んん……」

　念願の霊れい能のう者しやがついに見つかったのかと一いつ瞬しゆん喜びかけるも、すぐに裏切られる。メールの中身はどうでもいい、気休めになるのかも疑問な内容だった。反射的に罵ば倒とうの言葉を返信してやりたくなるが、ぐっと我が慢まん。

　肝かん心じんの七しち人にんミサキを祓はらうことに関しては、全まつたく役には立たないが。今の俺にとって、悔くやしいことに有用な情報ではあったのだ。

「なあ郁いく、……それとほのかも」

「はい？」「なにー？」

　メールを見ながら、二人に微び妙みような顔で告げる。

「デートなんだけど、全員一いつ緒しよでもいいか？」
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　雲くも一つない、絶好の行こう楽らく日び和より。

　青空を仰あおぎ見る俺の心は、実際の天候とは異なり、どんよりと曇っていた。

「晴れて良かったね、おにいちゃん！」

「そうですね。本当にいいお天気です」

「郁いくさん、せっかく外出するのですから、もっと薄うす着ぎになっても──」

「眠かったら寝ててもいいっすよ？　紅べにさん」

「……いい。起きてる」

「おっ！　べにべにも珍めずらしく気合入ってる？　ほらほら、はっつーもそんなにむっつりしてないで！」

「……ふんっ」

　無む邪じや気きにはしゃく路ろ花かちゃんに、同意して微ほほ笑えむ郁。そんな郁を着替えさせようと必死になる仁に衣い菜なさん。瞳とう子こさんは眠そうに目を擦こする紅を気にかけており、ほのかにちょっかいを出され、初はつ希きは仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らす。

　七しち人にんミサキを構成する、少女の姿をした七人の悪あく霊りよう。久しぶりの全員そろい踏ぶみだった。

「はあ……」

　朝の爽さわやかな空気に、俺の陰いん気き臭くさい溜ため息いきが混じる。

　こうして七人全員を連れて家の外に出るのは、一いつ緒しよに登校をした初日以来か。霊れい障しようという問題が発覚したため、一度に取り憑つくのは一人だけと決めたのだけど、今日は日曜日で学校は休みだ。

　今までは土日も「外出するときは一人だけ取り憑く」というルールを守っていたのだが、今日は例外だった。郁とのデートの代わりに、全員で出かけることにしたのである。

　人混みのないところへ、軽いピクニックとでも言えばいいだろうか。

　俺がそう提案すると、郁やほのかだけでなく、他の四人も喜んで賛さん成せいしてくれた。唯ゆい一いつ初希だけが別で、一人で家に残ると言っていたのだが、こうして強引に連れ出している。

　是ぜが非ひでも彼女と一緒に行きたいと、俺としても思っているわけではない。むしろ居残りしてくれるのならそれを歓かん迎げいするのだが、必然的に連れて行くはめになってしまったのだ。

　白く細長い、どことなく人型っぽい石──七人ミサキの依より代しろを、家から持ち出したため。

「ねーセンパイ、早く出発しようよっ！」

「っ……あ、ああ。そうだな」

　黄昏たそがれていたところをほのかに急せかされ、のそのそと自転車にまたがる。少しびくついてしまったけど、気付かれてないよな？

　俺が憂ゆう鬱うつになっているのは、初希だけではなく彼女にも一因があった。俺も顔負けの現実逃とう避ひの真っ最中である彼女は、いつ態度を豹ひよう変へんさせても不ふ思し議ぎではないのだから。

　そしてそれは、ほのかだけに限った話ではない。

　郁はともかくとして、路花ちゃんや紅、瞳子さんだって、絶対に安全とは言い切れない。ほのかや仁衣菜さんですら、俺の抱いだいていた印象とは全まつたく違う一面を隠かくし持っていたのだ。彼女達だって例外とは限らないだろう。

　もう、泣きたい。

　それでもこうして一いつ緒しよに出かけることにしたのは、クララからのメールに従ってのことだ。いつまで経たっても霊れい能のう者しやを見つけてくれないあいつは、代わりに「パワースポットにでも行ってきたらどうだ？」と提案してきたのだ。

　具体的な穴場スポットまで教えてくれたけど、俺が求めてるのはそんなんじゃないから。

　とはいえ、俺は結局その通りに行動することにした。ちょうどデートの話題が出ててタイミングがよかったのと、七しち人にんミサキの彼女らも、家にこもりっきりではなくたまには外に出たほうが、いい気分転換になると思ったからだ。

　俺の身の安全のためにも、精神を病やんでもらっては困る。

　件くだんのパワースポットでは、七人ミサキの依より代しろである石を、多少は浄じよう化かできる……らしい。さっぱり期待はできないが、何もやらないよりはましだろう。

　……なんか、考えれば考えるほど出かける気が失せていくけど。

「よーし！　出発しんこー!!」

「……おー」

　いつまでも。こうして突つっ立っているわけにもいかない。ほのかの号令に従い、俺は重いペダルに足をかけた。




「はあ……はあ……、やっと着いた……か……」

　必死で自転車をこぎ続けること、約二時間。ようやく目的地に到着したときには、俺は汗だくで体力を使い果たしていた。

　ふらふらと自転車を降おり、尻しり餅もちをつくように地べたへへたり込む。

「伊い吹ぶきさま、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「…………なん、とか……」

　返事をするのがやっとで、流れる汗を拭ぬぐうのも億おつ劫くうだった。

　クララお勧すすめのパワースポットは、街のかなり外れにあった。石との出会いを求めて自転車で遠出をすることは普段から珍めずらしくないため、それだけなら構わないのだが、肝かん心じんのその場所は、ちょっとした山の中腹だったのだ。

　少し荒れ気味とはいえ道はちゃんと舗ほ装そうされていたものの、ぐねぐねと曲がりくねった坂はそれなりに急で、かなり長かった。途中で自転車を降り、押して進もうかとも何度も思ったのだけど、ほのかに「やれるって！」と無責任に煽あおられ、路ろ花かちゃん達もそれに乗って応おう援えんを始めたため、降りるに降りられなくなったのだ。

　どうにか最後まで辿たどり着くことができたが、もう二度とごめんだ。痙けい攣れんする太ももを揉もみほぐしながら、こんなに苦労したのだからと周りを見渡し、

「ここが……パワースポット……？」

　思わず、首を傾かしげた。

　どうやらここは、かつてロープウェイの発着口だった場所らしかった。もう何十年も前に使われなくなったのだろう、そのことを示す年期の入った看かん板ばんだけは残っているが、他の設備は全すべて撤てつ去きよされ、がらんと開けた土地だけが広がっている。

　崖がけに面しているため景け色しきはかなり綺き麗れいだが、……ただ、それだけ。定番である滝たきも神社もなく、神秘的な雰ふん囲い気きとは無む縁えんの場所だった。

「目的地、本当にここであってるんすか？」

「そのはずなんだけど……」

　不安になり、クララからのメールを確認してみるが、やはり間ま違ちがっていない。どこがお勧すすめなんだと問い詰めてやりたくなったが、残念なことにここは圏けん外がいだった。

「ねえ、おにいちゃん。『ぱわーすぽっと』って、そもそも何なの？」

　どうしようかと唸うなっていると、路ろ花かちゃんが今いま更さらながら基本的なことを訊きいた。

「大自然の『気』に満ちた、特とく殊しゆな場所のことだ。リラックス効果や開運・厄やく除よけ等々、ありとあらゆるプラスの効果が、そこに行くだけで得られるらしいぞ。ちょっとしたブームになって、一気に数も増えたらしいんだけど。知らなかったか？」

「うん。初めて聞いたー」

「私は知ってたっすよ。わざわざ有名なところまで遠出して、オーラが違うって周りに言いふらしてたっすからね……」

　自分から話に加わっておきながら、瞳とう子こさんは「ハハハ」と自じ虐ぎやく的てきに笑う。へこむくらいなら最初から言わなきゃいいのに。

「でも、ここはあんまりそれっぽい感じがしないんだよな」

「そうですわね。景色はいいですが、とりたてて言うほど素す晴ばらしい場所とは思えませんわ」

「……普通」

　正直な感想を漏もらすと、同意の声が次々と上がる。やっぱりクララには、後日きちんと抗こう議ぎする必要があるかもしれない。

　霊れいの目からも清せい浄じような場に見えないところからすると、ここはパワースポットとしては確実にハズレなのだろう。依より代しろとなっている石の浄化も期待できそうにないが、

「まあいいや。せっかく来たんだし、ゆっくり休んでいこうぜ」

　俺はすぐさま立ち去るのではなく、長居しようと決めた。

　疲れて動きたくないという切実な理由もあるし、よく考えてみたら、いかにも御ご利り益やくがありそうな人気の場所には、どうせ最初から行くことはできないのだ。悪あく霊りようを七人も連れていては、他の人の迷めい惑わくになってしまう。

　それに──

「山のほうに来るの、すっごく久しぶりだねー」

「はい。もう何年ぶりでしょうか」

「ねえねえ、ボク達の家も見えるかなっ？」

「そうですわね……、あの辺りではないかしら？」

「……たぶん、あれ」

「ひぇー、お二人とも目がいいんっすね」

　自転車をこぎ続けた俺と違い、ずっと浮きっぱしで疲れ知らずの彼女達は、さっそく散さん策さくを始めていた。崖がけから街を見下ろし、話を弾はずませている。

　ここが本物のパワースポットであろうとなかろうと、楽しんでもらえたのならそれで十分だ。

　さんさんと眩まぶしく輝かがやく日の光の下もと、楽しそうに笑う彼女達六人は、ごく普通の女の子にしか見えなかった。……透すけてさえいなければ、さぞかし微ほほ笑えましい光景だったんだろう。

　でも、実際は。

　彼女達は全員、俺に取り憑ついた悪あく霊りようなのだ。

「くそっ……」

　なんだか無む性しように胸がむかむかして、彼女達から視線を逸そらす。そういえば一人足りないなと気付き、辺りを見渡すと、初はつ希きはぽつんと孤こ立りつし、皆とは違う方向を見つめていた。

　もっと標高の高い隣となりの山の頂いただきを、目を細めて。

「何か、見えるのか？」

　その表情がとても穏おだやかだったからだろうか。なんとなく近づいて、声をかける。彼女はこちらに顔を向けようともせず、

「……昔、あそこにスキー場があったのよ」

　山頂を捉とらえたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「両親がまだ生きていた頃、弟と一いつ緒しよに、家族四人でよく遊びに行ったわ」

「へえ？　そうだったのか」

　今はもう営業していないが、言われてみれば、じーちゃんから前にそんな話を聞いたことがある気がする。

「ええ。……今までずっと忘れてたのに、急に思い出すなんて不ふ思し議ぎなものね」

　弟と──家族との思い出が蘇よみがえったのだろう、初希は優やさしげに笑みを浮かべる。そんな彼女の姿が、とても寂さびしそうに感じられ、

「また今度、みんなで行こうぜ」

　気がつけば、俺はそう口にしていた。

「えっ……？」

「今日みたいに、八人で遊びに行ってみようぜ。スキーはさすがに難むずかしいかもしれないけど、登るくらいならできるだろ」

　家族の代わりにはなれないけれど、遠くから眺めているだけよりは。

　媚こびを売るという意識もゼロではなかったのだろうが、このときはほとんど忘れていた。彼女のためにそうしたいと、純じゆん粋すいに思ったのだ。

「……そうね」

　怪け訝げんな顔をしていた初希は、目を細め、ふっと微ほほ笑えむ。しかしその微笑みを保ったまま、すぐに表情は暗くなってしまった。

「そんなことができたら、本当に良かったのにね」
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　他に誰だれも訪れることなく、だらだらと時間を潰つぶし。

「よし、そろそろかな」

　正午を迎むかえた頃。俺は七人を連れ、広場のちょうど真ん中辺りへと向かった。

　クララ曰いわく、その時間のその場所に、最もパワースポットの力が高まるらしいのだ。効こう率りつよく浄じよう化かするため、依より代しろとなる石をそのタイミングで置けと言われていた。

　どうせ期待はしていないけど、せっかく来たのだ。帰る前に、義ぎ理りとしてやっておくことにする。

「──っと、ここか」

　荒れて岩がごろついている中、円形に少しだけ窪くぼんだそれらしき場所を見つける。コトンと石を安置してみるが、特に何も起きる様子はない。

「まあ、そうだよな」

　すぐに回収するのではなく、ちょっとくらいはそのまま待ったほうがいいだろうか。どうしようかと軽く考えていると、

「まさか、このまま置いて帰ろうと企たくらんでるんじゃないでしょうね？」

　じろりと睨にらみ、初希が釘くぎを刺す。

「そんなことしねえよ。だって、どうせ無む駄だだろ」

「ええ。七人全員があんたを見逃さない限り、捨てても勝手に手元へ戻ってくるはずよ」

「そ、そこまでだったか……」

　手放そうとしたら即そく座ざに殺すぞと脅おどされると思っていたのだが、それ以前の問題だった。こっそり捨てたりしないで良かったと胸をなで下ろしていると、ブーンという人工音が遠くから聞こえてきた。

「何だ……？」

　耳を澄すましていると、その音はどんどん近づいてくる。それがエンジン音だと俺が気付くのとほぼ同時に、一台の原付が勢いよく坂道を登ってきた。砂すな煙けむりを上げ、ずさーっと滑すべるようにして止まる。

「──ふぅ。今日は暑いな」

　俺達全員の注目を集め。運転手はメットを脱ぐと、真っ赤な長い髪かみを手早くポニーテールに束ねる。

「あれ？　クララか」

「やあ臼うす谷たに。時間通りだな」

　感心感心、とクララは頷うなずく。なにやら大きな荷物を背せ負おった彼女は、ストレッチでもするようにぐるりと首と肩を回し、俺へと手招きした。

「ちょっと、こっちへ来てくれないか？」

「……？　いいけど」

　どうしてここに来たのかとか、俺に何の用なのかとか。分からないことだらけだけれど、ちょうどいい機会だ。ここのどこがパワースポットなのか、一言文句を言ってやろうと──

「あ、あれっ？」

「どっ……どうなってるの!?」

　クララへと四、五歩ほど進んだところで、不意に郁いく達が騒さわぎ出す。何事かと振り返ると、彼女達は七人とも、俺から少し離はなれたところで足を止めていた。

　空中で、まるで透とう明めいな壁かべにでも遮さえぎられているように。

「何やって──」

「臼うす谷たにっ！」

　戻ろうとする俺を、クララは鋭するどく一いつ喝かつ。びくっと硬こう直ちよくしたところを、手首を摑つかんで強引に後ろへと引っ張った。

「お前は下がっていろ。──残念だが、君達はそこまでだ」

　郁達にそう告げ、彼女はパチンと指を鳴らす。途と端たん、七しち人にんミサキがいる辺り──依より代しろとなる石を置いた場所を中心として、半径二メートルほどの範はん囲いの地面が明るく光を発した。昼間だというのにはっきり分かるくらい、その光は白く眩まぶしい。

　明らかに不自然で、異質な光だった。

「えっ？　……えっ？」

　あまりに唐とう突とつすぎて、何が起こっているのか全まつたく理解できない。きょろきょろと鳥類のように首を振り、光とクララを交互に見やっていると、

「安心しろ臼谷、これは私が張った結界だ」

　彼女はにやりと、得意げに笑う。

「け、けっかい……？」

「ああ。七人ミサキを閉じ込めるためのな」

　言われてみれば、確かに郁達七人はその『結界』の外には出られないようだった。全員喋しやべるのをやめ、不安そうに身を寄せ合ったり、おろおろしたり、俺を睨にらんだりしている。彼女達を遮さえぎっていた透明な壁かべの正体はこれだったのだろう。

　……って、あれ？

「光る前から閉じ込めてなかったか？」

「まあな。でも光ってたほうがらしいだろう。演出だ演出」

　身も蓋ふたもないことを、クララは堂々と明かす。なんかがっかりしてしまうので、そこは秘密にしとけよ。

「にしてもクララ、こんなことできたんだな」

「ふっ……、惜おしみなく賞しよう賛さんするがいい。なにせ十日以上かけて準備した、自信作だからな」

「うん。これはまじで凄すごいぞ」

　冗じよう談だん抜きで、凄いとは思うんだけど。

「んで、どうしてこんな結界作ったんだ？」

　それも十日以上もかけるなんて。首を捻ひねりながら訊たずねると、クララは俺の顔をまじまじと、穴が空あきそうなほど凝ぎよう視しした。

「……おい、まさか本気で言っているわけじゃないだろうな？」

「えっ？　本気だけど？」

　真顔で応えると、彼女は一つ溜ため息いき。

「お前のためだろうがああああああああっ！」

　抉えぐり込むようにして、俺の鳩みぞ尾おちに右ストレートを叩たたき込んだ。あまりに綺き麗れいに入ったため、俺は悲鳴を上げることもできず、呻うめきながらその場で崩くずれた。

「どうしてだと？　そんなの七しち人にんミサキを祓はらうために決まっているだろ!!」

「…………………………………………あ、」

　クララに期待するのをやめていたため、可能性からすっかり除じよ外がいしていたけど。

　言われてみれば、確かに。考えるまでもないことじゃないか。

「で……でも、前に自分じゃ無理だって言ってただろ？」

「『今の私では』無理だと言ったんだ。それからずっと、準備を整えていたんだよ」

「そ、そうだったのか……。すまん」

　てっきり見捨てられたものだとばかり思ってた。恨うらんだりして悪かったな。

　反省してしゅんと肩を落とすと、クララは力強く、俺に頷うなずいてみせる。

「安心しろ。今日できっちり、七人ミサキを祓ってやる」

「あっ……」

　言われ、反射的に目が動く。

　悲しそうな目や、裏切られたという目。七人分の視線が突つき刺さり、俺は一いつ瞬しゆん呼吸が止まる。中でも一番激しく、憎しみのこもった目で睨にらみつけているのは、初はつ希きだった。

「あんた……、あたし達を嵌はめるために、今日ここに連れて来たのね……！」

「ちっ……違うっ！　俺は何も知らなかったんだって！」

　御お祓はらいを頼たのんだのは間ま違ちがいないのに、つい全力で釈しやく明めいしてしまう。どうやって身の潔けつ白ぱくを証明しようか頭を悩ませていると、「そうとも」とクララが俺の肩を持つ。

「臼うす谷たには本当に何も知らなかったのさ。知らなかったからこそ、ここへ自然に誘ゆう導どうできたんだ。もし知っていたら挙きよ動どう不ふ審しんになり、君達に怪あやしまれていただろうからね。

　七しち人にんミサキは全員同時に祓わなければならない。確実に罠わなに嵌はめるため、臼谷にも騙だまされてもらったんだよ」

「くっ……！」

　クララの言い分に納なつ得とくしたのだろう、初希は怒りをぶつける対象を変える。睨にらまれることこそなくなったが、他の六人の視線は変わらず俺に注そそがれており、全まつたく落ち着かなかった。

「こ、ここがパワースポットって、本当だったんだな」

　その視線から──罪悪感から逃れようと、どうでもいいことを口走る。

「ん？　そんなの噓うそっぱちだぞ。人が滅めつ多たに近づかない場所として、適当に選んだだけだ」

「はっ……？　じゃあ正午に浄じよう化かの力が一番強まるってのは？」

「端はなからない力は強まりようもないだろう。要は結界の範囲内に、七人ミサキを全員集められたらそれでよかったのさ。時間も私がここに来るタイミングに合わせて決めただけだ」

　早朝だと起きるのが大変だろと、クララは躊ちゆう躇ちよなく言ってのける。俺に対しても秘密にし、駒こまとして利用までした割には大おお雑ざつ把ぱな計画だなおい。

　せっかく右肩上がりだったクララへの信しん頼らいが、根っこから揺ゆらぐ。じろりと疑い半分の目で見やると、

「まあ任せておけ」

　彼女は自信ありげに胸を叩たたき、背せ負おいっぱなしだった荷物を下ろしてごそごそとあさる。棒ぼう状のものを二本取り出し、両手に構えた。

　右手に御ご幣へい（先せん端たんに菱ひし形がたの連なった白く長い紙がついた、ばさばさ振る棒）。

　左手に錫しやく杖じよう（先端に輪わっかがたくさんついた、しゃんしゃん鳴る杖つえ）。

「くくく……。神と仏の力が両方そなわり最強に見える」

　おかしな言い回しをしながら、御幣と錫杖をくるくると器用に回してみせる。俺や七人ミサキの注目が十二分に集まったところで、かつんと両者を打ち合わせた。

　しゃんっ！　と錫杖の小気味いい音が大きく鳴り響ひびき──

「きゃあっ！」「うわああっ！」「うっ……！」「ひゃっ──！」

　結界の光が強まり、仁に衣い菜なさん、ほのか、紅べに、瞳とう子こさん──七人ミサキの下位四人が、同時に悲鳴を上げる。

　クララが自分で言っているように、御幣は神道、錫杖は仏教でそれぞれ使われるものだ。作法も何もあったものではなく、それ以前の問題だというのに、効果は本物だった。

「ちょっとあんた達！　しっかりしなさい！」

　悪あく霊りようとしての格が違うのか、初はつ希きは多少表情を歪ゆがめながらも、苦しむ四人を気き遣づかい、庇かばうように抱き寄せる。彼女達の心配が最さい優ゆう先せんで、他のことは二の次だとばかりに、もうクララや俺を睨にらもうともしなかった。

「おっと臼うす谷たに！　気をつけろ」

　俺も反射的に手を伸ばしそうになるのを、クララが警けい告こくする。

「結界には絶対に手出しするなよ。要かなめ石いしに触ふれたら、生身であるお前でも大おお怪け我がする可能性があるからな」

「あ、ああ……」

　要石というのは、結界の円周上にいくつか存在する、特に強い光を発している大きな石のことだろう。あれが結界を構成する柱だということか。

「なあに、お前は安心して見ていればいい」

　そう言ってクララはポニーテールをなびかせ、御ご幣へいを振り、錫しやく杖じようを鳴らし、ときには両者を打ち鳴らしながら舞まい踊る。宗教をごちゃ混ぜにした無茶苦茶な動作のはずなのに、その舞は思わず見み惚とれてしまうくらい美しかった。

「あっ……」「んっ……」「くっ……」

　段々と光は強まっていき、やがて郁いくや路ろ花かちゃん、初希までもが苦痛の声を漏もらす。他の四人に関しては、もう声を出す気力すら失われてしまっていた。

　順調……。そう、御お祓はらいはかなり順調に進んでいるようだった。

　……なのに。

　気分はまるですっきりとせず、むしろどんどん重くなっていく。

　この日が来るのを、俺はずっと望んでいたはずなのに。

「辛つらかったら、終わるまで目を瞑つぶっておけ」

　その葛かつ藤とうに気付いたのだろう。クララが舞を一時中断し、俺に釘くぎを刺す。

「どんなに可愛かわいく魅み力りよく的てきでも、彼女達は悪あく霊りようなんだ。情を移す相手ではない」

「分かってる。分かってるよ……！」

　そんなの言われるまでもない。彼女達の怖さは、誰だれよりも一番よく知っている。

　だけど……。

「……伊い吹ぶきさま」

「っ──！」

　不意に名前を呼ばれ、俺は心しん臓ぞうが止まりそうになった。

　声の主は、郁いく。どれだけの怒りや憎にくしみをぶつけられるのか、想像しただけで胸が張り裂さけそうだ。クララの忠告通り、目を瞑つぶり、耳を塞ふさいでやり過ごすという手もあっただろう。

　しかしそれは、あまりにも卑ひ怯きようで不誠実だ。どんな罵ば倒とうでも受け止めようと覚かく悟ごを決め、真まっ直すぐに郁いくと目を合わせると、

「伊い吹ぶきさま。今日という日まで、大変お世話になりました」

　予想外なことに、彼女は姿勢を正し、深く頭を下げる。

　夢で見たときとはまるで違い、苦痛に耐えながら、微ほほ笑えみまで浮かべ。

「ご迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳わけありません。最後に取り憑ついたのが貴方あなたで、私は幸せでした」

「そん……なっ、い、郁……」

　郁は七しち人にんミサキの先頭──最も成じよう仏ぶつに近かったはずなのに、そんなものにはまるで興きよう味みがないように見受けられた。無念を抱かかえるどころか、むしろその逆で。

　こうして消えることを歓かん迎げいし望み、待ち望んでいたようにすら、俺には感じられる。

「どうして……？」

　勝手に言葉が漏もれるが、郁は微笑むばかりで答えようとしない。さらに追つい及きゆうすることも、目を逸そらすこともできずにそのまま見つめ合っていると、

「だめええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　絹きぬを裂さくような叫さけびが、静止していた二人のときを揺ゆり動かした。

「こんなの……こんなの絶対にダメだよ！」
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　わなわなと震ふるえながら、路ろ花かちゃんが悲痛な声で訴える。無む邪じや気きに笑い、常に一歩引いたところで皆を見守っていた彼女は、やはり俺やクララにその怒りをぶつけることなく、一直線に要かなめ石いしの一つへと走り、そのまま体当たり。

「うっ……うぁぁあああああああああああああああああああああ！」

　耳を覆おおいたくなるほどの痛ましい声を上げながら、しかし退ひくことなく全身に力を込める。けれど要石はぴくりとも動かず、ただ彼女の体だけが何重にもぶれ、加速的に薄うすまっていく。

「こんなの……成じよう仏ぶつなんかじゃない……！」

　それでも路ろ花かちゃんは逃げずに、愚ぐ直ちよくに要石を押し続け──

「路花さんっ！」

　そのダメージから体を張って庇かばうように、郁いくががばりと上から覆おおい被かぶさる。

「ああああああっ…………、路花さん、どうしてこんな……無茶を……」

「郁ちゃん、お願い……っ！」

　要石へと力を加えながら、路花ちゃんは顔だけを郁に向ける。

「みんなを、助けて……あげ、て……！」

「──はいっ！」

　俺には分からない、長い付き合いがあるのだろう。たったそれだけのやりとりで郁は納なつ得とくし、路花ちゃんを抱き締しめていた両手を離はなして要石へと向ける。ぐらりと僅わずかにだけ石は揺ゆれるが、結界を破は壊かいするには程遠い。

「……くっ…………二人……とも…………！」

　初はつ希きも駆かけつけたそうに見つめるが、そうすると四人を見捨てることになり、ぐっと耐えている様子だった。

　現状を見る限り、このまま待ってさえいれば、ほぼ間ま違ちがいなく彼女達七人は祓はらわれることになるだろう。『七しち人にんミサキ』という強力な悪あく霊りように、まともに修行もしていないクララが勝利するのだ。

「……手出しのできない相手じゃなかったのかよ」

「む？　まあ単純な自力では無理だが、入念な準備さえ整えられれば別だ」

　どうしてだか非ひ難なんするように言ってしまうが、クララは素す直なおに賞しよう賛さんの言葉と受け取ったようだ。得意げに胸を反そらし、小鼻をひくつかせる。

「それに今の私には、神さまの加か護ごもついているからな」

「神さま……だって？」

　ここまで上う手まくいっているのは、そのおかげなのか？

「鳩はとヶが峰みねさん以外にも、神さまに面めん識しきあったのか」

　人間的にはいい人かもしれないけど、神さまとしては無能だった。てっきりそうだとばかり思い込む俺に、

「何を言っているんだ。先生──その鳩ヶ峰さんの加か護ごに決まっているだろう」

　クララは呆あきれたように溜ため息いきを吐はき、ぽりぽりと御ご幣へいで背中をかく。

「あの人をただの無む職しよくだと思ってないか？　それはそれで正しくはあるけど、先生は間ま違ちがいなく神さまなんだ。

　幾いく多たの企業に蹴けられ、無数のお祈いのりメールを受け取り……。今後の活かつ躍やくを祈り続けられた結果──『今後の活躍』を司つかさどる神へと覚かく醒せいしたんだよ」

「へっ……？」

「つまり、今の私は『今後の活躍』──即すなわち七しち人にんミサキの退治が、神さまによって保証されているのさ。意味もなくあの人を紹介したとでも思っていたのか？」

　これで分かっただろと、クララはにんまりと笑う。

　……。

　ええっと。

　少し遅れて、俺も染しみ入るように理解する。鳩はとヶが峰みねさんは自分自身は全まつたくの無能でも、周りの人間に、『今後の活躍』という加か護ごを与えられるということか。

　──となると。

「よっしゃあ！」

「お、おい待て臼うす谷たにっ!?」

　それがどういうことを意味するのか悟さとった瞬しゆん間かん、俺は後先考えることなく駆かけだしていた。

　脇わき目めも振らず、一いち目もく散さんに要石へと向かって。

『二人とも頑がん張ばって』

　別れ際ぎわ、鳩ヶ峰さんはそう言って俺とクララを見送ってくれた。つまりはクララだけでなく、俺にも加護は与えられているはずなのだ。

　だったら、その期待に応えるのが筋すじというものだろう。

「うっ……あがががががががががあああああああああああああ！」

　郁いくと路ろ花かちゃんが押す要かなめ石いしに触ふれた途と端たん、強烈な衝しよう撃げきが俺の全身を貫つらぬく。もし感電したらこんな感じなんじゃないだろうか、一秒ごとにごりごりと魂たましいを削けずられていきそうだったが、気力はまるで衰おとろえず、手を離はなそうとは微み塵じんも思いやしない。

「何をやっているんだ臼谷！　今すぐ離れろっ！」

「こ……断る！」

「どうしてだ!?　死にたいのか君は!!」

　クララの叫さけびは、今の俺の行動と、七人ミサキを助けようとしていることの、どちらに向けられていたのだろう。まあそのどちらであっても、俺の答えは変わらないのだが。

　俺は絶対に死ぬつもりはない。その上で、七人ミサキも助けたいのだ。

　郁。

　路花ちゃん。

　初はつ希き。

　仁に衣い菜なさん。

　ほのか。

　紅べに。

　瞳とう子こさん。

　彼女達七人は、確かに悪あく霊りようだ。人の命を奪うことでしか成じよう仏ぶつすることができない、呪のろわれた存在である。

　でも。

　望んでそうなった者は一人もいないのだ。それは生前だけの話ではなく、悪霊となった今でも変わらない。好き好このんで人を殺したいだなんて、誰だれも考えていなかった。

　現に祓はらわれそうになった今でも、彼女達は元げん凶きようである俺やクララを恨うらむより、お互いを気き遣づかうことを優ゆう先せんしている。自分が助かるためにではなく、他の人のために皆行動しているのだ。

　どこまでも優やさしく、普通の人間と変わらない彼女達が。

　こんな形で祓はらわれるなんて、絶対にあっていいわけがない。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　繰くり返して言うが、俺は死にたくない。自殺願望なんて抱いだいていないし、殺されても本ほん望もうと思えるくらい、七人の内の誰かに惚ほれているわけでもない。

　けれどしばらく一いつ緒しよに生活したことで、彼女達がどんな人間だったのかを知ってしまった。限られた一部ではあるけれど、その想いに触ふれてしまったのだ。

　もしそれが原因で自分の身が危なくなるのだとしても。彼女達が苦しんでいるのを、見て見ぬふりなどできるはずがない。

「彼女達を祓いたいと、臼うす谷たにだって思っていたはずだろ!?」

「今でも思ってるよ！　でもな！　それはこんな方法じゃない！」

　もし彼女達が柔やわらかく温かな光に包まれでもしていたのなら、俺は黙だまって見守っていただろう。喜んで見送っていたはずだ。

　だけど、目の前に広がっているのはそんな素す敵てきな光景じゃない。

　理り不ふ尽じんに殺され、悪霊にさせられた。それだけでも十分に不幸なのに、さらに苦しまないといけないなんて、そんなの間ま違ちがっている。

「成仏は、安らかにするもんだろ！」

　郁いくと路ろ花かちゃんと目を合わせ、頷うなずきを交わす。最後の力を振り絞しぼり、タイミングを合わせて一気に要かなめ石いしを押した。

「どりゃああああああああああああっ！」

　──ぐらり。

　ある程度まで要石が傾かたむくと、結界との接せつ触しよくが途切れたのか、急に手て応ごたえがなくなる。ふっと光が消え、結界は驚おどろくほどあっさりと消しよう滅めつした。

「終わった……のか？」

　要かなめ石いしとともに倒れ、俺はそのまま尻しり餅もちをつく。霞かすむ目を必死で凝こらすと、七つの人影を、ちゃんと確認することができた。

　誰だれ一人として、祓はらわれていない。どうにか間に合ったようだ。

「ふぅ……」

　安あん堵どして気が緩ゆるみ、全身の力が抜ける。ばたりと背中から倒れるようにして寝転び──

「っ──！」

　目の前に伸びてきた腕が、空中で空から振ぶりする。たまたま倒れ込むのがほんの一秒でも遅かったら、俺はその腕に捕つかまっていただろう。

　青空が透すけて見える、半はん透とう明めいの腕に。

「なっ────、……えっ？」

　まだ痺しびれの残る体を強引に動かし、ごろごろと地面を転がり緊きん急きゆう回かい避ひ。寝っ転がったままそれが誰のものなのかを確認して、俺は目を見張る。

　丁てい寧ねいにセットされていたはずの金きん髪ぱつを振り乱す、スーツ姿の女性。

　殺す覚かく悟ごがないと語っていた、仁に衣い菜なさんだった。

「どうして……噓うそでしょそんな……」

　無理矢理祓われそうになったのだ、覚悟を固めるきっかけとなったとしても不ふ思し議ぎではない。ショックを受けつつ、どうにか説得してみようと心に決めるが、

「仁衣菜さ──、ん…………？」

　すぐに、その異常に気付く。

　俺を襲おそおうとしているのは彼女だけでなく、ほのかや紅べに、瞳とう子こさんもあとに続いていたのだが、その四人が四人とも、全員表情が虚うつろだった。瞳どう孔こうは開きっぱなしで目に光がなく、動きすら緩かん慢まんだ。

「どうやら暴走しているようだな」

　御ご幣へいと錫しやく杖じようを構え、俺の隣となりに立ったクララが呟つぶやく。

「暴走？」

「ああ。死後も彼女達を捉とらえる『七しち人にんミサキ』という枠わく組みそのものが、四人の意識を乗っ取っているんだろう」

「……そっか。そういうことか」

　つまり、今こうしているのは彼女達自身の意志ではないということだ。嬉うれしくなって思わず笑みをこぼすが、

「喜んでいる場合ではないぞ」

　クララは顔色を青ざめさせ、冷や汗を垂たらす。近寄ってきた紅へと御幣を振るが、さっと素通りして蚊かに刺されたくらいしか効いている様子はない。

「悪あく霊りよう祓ばらいの結界に、全霊れい力りよくを注そそぎ込んでいたんだ。今の私では、ろくにお前を守ることさえできんぞ」

「そうか……くそっ！」

　とっとと逃げるのが一番なのだが、全身の痺しびれは全まつたくと言っていいほど薄うすれていない。一度気が抜けたせいか、むしろ強くなっているようにすら感じられた。どうにか上半身だけは起こすが、それで精せい一いつ杯ぱいだった。

「お……おにいちゃん……！」

「逃げて、逃げて下さい！」

　同じく要かなめ石いしに触ふれていた路ろ花かちゃんと郁いくもそれは変わらないようで、折り重なるように倒れ込んだまま、必死で掠かすれた声を上げる。二人とも正気を保てていることに安あん堵どするが、当てにはできそうにない。

　気がつけば、暴走する四人にぐるりと周りを取り囲まれていた。今の俺では這はってでも逃げるのは難むずかしいだろう。

「巻き込んで悪かったな。いざとなったら俺を見捨てて、お前だけでも逃げてくれ」

「ふん、馬ば鹿かなことを言うな」

　クララへと声をかけるが、彼女はやれやれと肩を竦すくめる。

「そんなことができるなら、最初から関わってなどいないさ」

「……ありがとよ」

　そうやって話している間にも、四人の悪あく霊りようはじりじりと距きよ離りを詰めている。「破はッ！」クララが錫しやく杖じようを振り回して威い嚇かくするが、背中を向けた隙すきに俺へと瞳とう子こさんが飛びかかり──

「っ────────、……あれ？」

　その顔面をがっちりと摑つかみ、茶色い髪かみの少女がそれを阻はばむ。

　むっちりと肉付きのよい、それでいて太過ぎはしない素す晴ばらしい御お御み脚あしが目前に迫せまった。

「──ああもう！」

　ぎちぎちと瞳子さんにアイアンクローを極きめながら、初はつ希きは吐はき捨てるようにして叫さけぶ。

「こうなるのが嫌いやだから、すぐに殺せって言ったのよ！」

　俺に背中を向けているため、彼女がどんな表情をしているのかは見えない。どうやら仁に衣い菜なさん達四人と違って意識を乗っ取られてはいないようだが、郁や路花ちゃんのように正気のままと呼べるのかまでは分からなかった。

「初希……？　お前がどうして……」

　こうなる以前から、俺を殺そうとしていたのに。

　暴走などしていなくとも、俺に襲おそいかかってくる側がわの立場だったはずだ。騙だまし討うちで祓はらわれそうになったのだから、より怒りを爆ばく発はつさせてもおかしくない。むしろ当然なのに。

「…………仕方ないでしょ」

　長く深く溜ため息いきを吐はき、初はつ希きは空を見上げた。

「情が移っちゃったんだから！　見捨てられるわけないじゃないの！」

　逆ギレでもするように叫さけび、ぽいっと瞳とう子こさんを投げ捨てる。肩を大きく上下させながら振り返り、真っ赤な顔で鋭するどく俺を睨にらんだ。

「自分の身を危険にさらしてまであたし達を助けるとか、いったいなに考えてんのよ！　お人好よしもいい加減にしなさい！」

「え、えっと……」

「そんな弟みたいなことして、あたしをどうするつもりなのよ!?　もうっ！」

「どうするって……ええっ？」

　そんなこと言われても、こっちのほうがどうすればいいんだ。

　戸と惑まどってしまうが、……一つだけ、分かったことがある。

　初希も俺と同じなのだ。俺が彼女達七人を助けたように、彼女もそうせずにはいられなかったのだろう。

　接するうちに感情移入してしまったのは、俺だけではなかったというわけだ。

「……約束しなさい」

　まだ顔を赤くしたまま、初希は俺にずいっと指を突つき付ける。

「あたしの弟を、絶対に探し出してみせるって」

「──ああ！　約束する！」

　それは以前、俺が自分から申し出て、断られたはずの願い。

　そのことに気付いた瞬しゆん間かん。間かん髪はつ入れず、俺は一いつ瞬しゆんも迷うことなく即答する。

「お、おい臼うす谷たに、悪あく霊りようと約束なんて──」

「いいから。クララは黙だまってくれ」

　横からクララが忠告してくれるが、一いち瞥べつすらくれない。

「絶対に。どんなことがあっても守ってみせる」

「……そう」

　俺が固く誓ちかうと、初希は耳まで紅こう潮ちようさせ、ふん！　と勢いよく鼻を鳴らした。

「だったらあたしも、交換条件を守らないとね」

　くるんとその場で一回転し、のしのしと仁に衣い菜なさん達の下もとへ向かう。ぎゅっと拳こぶしを握り、

「正気に戻りなさい！」

　がつんと、脳のう天てんに拳げん骨こつをぶつける。

「きゃっ──」「んんんんっ」「きゅうう……」

　三人はたったのその一いち撃げきで、目を回して地面に倒れ込んだ。瞳子さんも投げ捨てられたまま起きる様子はなく、

「──さて、帰るとしましょうか」

　あっさりと全すべてを解決させ、初はつ希きは上じよう機き嫌げんに、優やさしく微ほほ笑えんでみせる。

「あんたの──。あたし達の家に」










　　　エピローグ




「ふあああぁぁああ……」

　パワースポットに出かけたあの日から、もう一週間以上が経過し。

　もそもそと朝食を取っていた俺は、睡すい眠みんが足りずに大きくあくびをしてしまった。

　睡眠不足が続いているのは、俺を見逃すという約束を初はつ希きが破ったから──ではなく、

「ああっ！　また負けたっ！」

「ほのかちゃん、次は路ろ花かと交代だよ」

「ふふふ、ゲームの中くらいは勝たせてもらうっすよ」

「ねえ瞳とう子こさん、次はこの娘を使っていただけるかしら？」

「……ぐー」

　朝っぱらから騒さわがしい、この悪あく霊りようどものせいだった。

　自由に出歩くことのできない彼女達のために、全員で遊べそうなゲームをいくつか買ってきたのだが、娯ご楽らくに飢うえていたらしい彼女達は、俺の予想以上に夢中になったのだ。

　学校に行くどころか眠る必要もないだけに、昼夜を問わずプレイし、俺も毎日のように深夜まで付き合わされている。そのせいで、寝不足になってしまったというわけだ。

　朝のニュースさえチェックできない状況が続いているが、……別に不快ではない。

　全員がストレスを感じることなく、のびのびと過ごせている証あかしなのだから。




　初希が『七しち人にんミサキ』の暴走を止めてから。

　俺の体から痺しびれが消え、動けるようになるまでたっぷり二時間以上は必要とした。

　その間に仁に衣い菜なさん、ほのか、紅べに、瞳子さんの四人も目を覚さましたのだが、正気に戻った彼女達は、暴走しているときのことを何一つ覚えていなかった。

　初希が説教するように事情を説明すると、四人は深く反省。代わる代わる俺に謝あやまってくれた。あれが彼女達の本意ではなかったと分かり、話はそれで終了となった。

　暴走したのは彼女達の責任ではないし、そもそも謝られるようなことではない。取り憑ついた相手を襲おそうのは『七人ミサキ』として当然の行動であり、それをしないと言ってくれるのだから、感かん謝しやこそすれ責められるはずがないじゃないか。

　彼女達を祓はらわなかったことについて、クララは何か言いたげにしていたけれど、結局いいとも悪いとも口にすることなく、黙だまって手を振り先に帰っていった。努力を台無しにしたりと、考えてみればあいつには悪いことをしたな。

　そうして俺と彼女達七人、計八人は揃そろって帰宅したのだけど。

　これまでと全まつたく同じ生活が戻ってきたというわけでは、なかった。

「今日の分、用意できたわよ」

「おっ、サンキュー」

　ふよふよと空中を漂ってきた弁当を受け取る。

　同じじゃないといっても、別に悪い方向へと進んだわけではない。その逆で、俺の生活環境はかなり改かい善ぜんされていた。

　一番大きな違いは、やはり初はつ希きの変化だろう。

　あの日以来、俺に敵意を向けるのをやめた初希は、家で料理をするようになっていた。

　自分達で食べるためではなく、俺に食べさせるために。取り憑ついた当初から、自じ炊すいせず外食ばかりの俺の食生活を気にしていたという彼女は、朝昼晩の三食を、面倒がることなく全すべて作ってくれているのだ。

　俺が自分で買い物したとはいえ、悪あく霊りようが念力を使い手作りした料理ということで、最初はかなり警けい戒かいしてしまったんだけど、その味は予想に反してかなりのものだった。

　また食事だけでなく、掃そう除じや洗せん濯たく、その他こまごました家の仕事を初希は一手に引き受け、俺の自じ堕だ落らくな生活態度にも口出しするようになっていた。面倒見がいいと瞳とう子こさんも言っていたし、きっとそれが彼女本来の性格なのだろう。

「いつもありがとな、初希」

　弁当だけではなく、日頃の感かん謝しやも含ふくめ。俺がお礼を言うと、しかし彼女は不満そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「もう！　『初希』じゃないでしょ」

　じろりと俺を睨にらむ──が、今までとは違い全く刺とげ々とげしくはない。むしろどこか拗すねるようにしながら、腰に手を当てる。

「呼び方、間ま違ちがってない？」

「えっ？　いやその、」

「ほらほら、どうしたの？」

　しどろもどろになり、どうにか誤ご魔ま化かせないものかと頭を捻ひねるが、追つい及きゆうをかわす妙みよう案あんは思い浮かばない。

「…………………………お、お姉……ちゃん」

　渋しぶ々しぶ、赤面しながらどうにか口にすると、

「うむ。よろしい」

　満面の笑みで頷うなずき、エプロン姿の初希は満足げに胸を反そらした。

　……こうなった経けい緯いを、説明せねばなるまい。

　初希の弟を探す。

　その約束は、驚おどろくほど早く果たされることとなった。かかった時間、なんと三分である。

　探すために弟さんの名前を教えてもらうと、それがたまたま俺のじーちゃんと同どう姓せい同名だったのだ。あまりにも二人の年ねん齢れいは違いすぎるし、ただの偶ぐう然ぜんだと思ったんだけど。念のためにと写真で確認してもらったら、まさかの本人だったというわけだ。

　じーちゃん──弟が幸せに暮らしていると知って、初はつ希きは安あん堵ど。ぼろぼろと涙を流して喜んだ。以来、まるで憑つき物が落ちたように丸くなっている。

　じーちゃんと一いつ緒しよの写真をもっと早くに見てもらいさえしていれば、しなくて済んだ苦労もたくさんあっただろうに。思わず俺も泣きたくなってしまったが、結果オーライということで自分を納なつ得とくさせた。

　こうして初希の悔くいはあっさり解消されたのだけど、……一つ、新たな問題が浮上した。

　俺と初希が血けつ縁えん関係であることが発覚したのだ。祖父の姉という微び妙みような繫つながりで、どう呼べばいいのか分からず、

「やっぱり、『おばちゃん』か『おばあちゃん』のどっちかが妥だ当とうか……？」

「──『お姉ちゃん』」

　新たな呼び方について迷っていると、当の初希が口を挟はさむ。

「『お姉ちゃん』って呼びなさい」

「ええっ？　そ、それはさすがに……」

　あくまでも見た目だけに限って言えば、初希は俺と同い年くらいなのだ。そんなふうに呼ぶのは、かなり恥はずかしい。

「いいから。ほら、早く」

　けれど彼女は引き下がることなく、逆にぐいぐいと俺に詰め寄る。
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「だ、だから……」

「『お姉ちゃん』」

「その……」

「『お・ね・え・ちゃ・ん』」

　真顔のまま、お互いの鼻の頭がぶつかりそうな距きよ離りにまで迫せまられ、

「……オネエチャン」

　俺は大人しく、復ふく唱しようするしかなかった。そのやりとり以降、絶対にその呼び方を強制されている。

　また、初はつ希きが俺のじーちゃんと同世代ということで、彼女よりも更さらに七しち人にんミサキ歴の長い、郁いくと路ろ花かちゃんの年ねん齢れいが気になったりもしたのだけど。

「どうかされましたか？　伊い吹ぶきさま」

「おにいちゃん、何か言いたいことでもあるの？」

　にっこりと二人に微ほほ笑えまれ、綺き麗れいさっぱり記き憶おくから抹まつ消しようすることに決めた。

　あの無言の圧力に、勝てるやつなんかいねえよ。




「それじゃ、いってきます」

「いってらっしゃーい」

　出発する時間を迎むかえ、六人に見送られて家を出る。

　七人ではなく六人なのは、残った一人は俺と一いつ緒しよに登校するためだ。外出するときに誰だれかが一人取り憑つくというルールは、今も変わらず適用されていた。

　まだ俺が信用されておらず、引き続き監かん視しされているというわけではない。皆ずっと家にこもっているよりも外出したがったので、監視者ではなくただの同行者として、交代で俺に取り憑いているのだ。

　今日の順番は、郁。自転車の鍵かぎを外していると、彼女はうふふと笑い声をこぼす。

「どうした、何かいいことでもあったか？」

「はい。とっても」

　路花ちゃん。初希。仁に衣い菜なさん。ほのか。紅べに。瞳とう子こさん。

　六人が残る家を見やり、郁は幸せそうに目を細めた。

「七人ミサキ──悪あく霊りようの身でありながら、こんなに全員仲良く穏おだやかに暮らせる日が来るとは思ってもみませんでした」

　俺へと向き直り、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「全すべて、伊い吹ぶきさまのおかげです。本当にありがとうございます」

「い、いやあ」

　改めてそんなことを言われても、その、困る。

　郁いくの言った通り、少し前までは考えられないほど、今の生活は平和だ。

　初はつ希きという最大の障害を乗り越こえ、七しち人にんミサキの中で積極的に俺を殺そうとする者はいなくなった。平へい穏おんを勝ち取ることができたのだ。

　……しかし。

　彼女達が悪あく霊りようであり、『七人ミサキ』であることに変わりはない。今回のように、彼女達はまたいつ暴走してもおかしくないのだ。そんな日が絶対に来ないなんて、誰だれにも保証できない。

　ほのかは未いまだに現実を受け止められていないままだし、他の皆だって、どんな問題を抱かかえているのか分かったものではない。目の前にいる郁のことだって、俺はほとんど何も知らないのだ。

「なあ、郁」

　クララに御お祓はらいされそうになったあのとき。彼女達を助けたことは、これっぽっちも後悔していないけど。

　以前ほどではないにしろ、やっぱり、解放されたいとは思う。

「お姉ちゃ──、初希も悔くいがなくなったことで、俺を見逃してくれるってなっただろ？　ってことはだ、もう俺を殺そうとするやつは一人もいないんだし、俺に取り憑つくのをやめて、誰か次の相手を探したほうがいいんじゃないかなと思ったりもするんだけど。ほら、郁達が成じよう仏ぶつするためにもさ」

　あくまでも軽い調子で、刺激しないよう冗じよう談だんめかして言ってみると、

「いいえ。お気き遣づかいなく」

　郁は微ほほ笑えみ、俺の提案をさらりと受け流す。

「私はずっと、伊吹さまのお側におります。伊吹さまと離はなれるくらいでしたら、成仏する道を選びますので」

「そ、そうか……」

　その言い方だと、まるで成仏したがってないように聞こえるんだけど。

　まあでも、そこまで一いつ緒しよにいることを望んでくれるなら、俺も悪い気はしない。しばらくはこの生活を続けてもいいかと思いかけ──

「っ──！」

　遅ればせながら、郁の発言が何を意味しているのかに気付く。

　郁が成仏できるのは、取り憑いた相手を呪のろい殺したときだけだ。その相手とはつまり俺のことであり……。

　取り憑く相手を変えるくらいなら、俺を殺すという意味以外の何物でもない。

　愛が、重いよ。

「どうかなさいましたか？」

「いやっ！　なんでもないぞ！」

　硬こう直ちよくしてだらだらと冷や汗を流していると、郁いくがきょとんと小首を傾かしげる。怪あやしまれないよう、俺は必死に首を左右に振って誤ご魔ま化かした。

　結局。

　七しち人にんミサキで一番の難なん敵てきなのは、最初から初はつ希きではなく郁だったということなのだろう。彼女に、そして他の六人に嫌きらわれないよう、これから先も気を遣つかいながら、一いつ緒しよに暮らし続けるしかないということだ。

　考えただけで嫌いやになる。

　嫌になる──はずなのだけれど。

「ふぅ……」

　溜ため息いきを吐はいてみるが、胸の中はすっきりとして、全然重くはならない。

　そんな生活も、言うほど悪くないかなと思ってしまうのだった。





終　　









　あとがき




　はじめまして。もしくはお久しぶりです。丸まる山やま英ひで人とです。

　本作は七しち人にんミサキをテーマにしていますが、ホラー要素は皆かい無むとなっております。七人ミサキファンの方は憤ふん慨がいしておられるかもしれませんが、タイトルの時点で真っ当な七人ミサキものではないと一いち目もく瞭りよう然ぜんだと思いますので、どうかご容よう赦しやください。




　もしホラー要素を求めていた方のために、小話を一つ。

　もう十年ほど前のことでしょうか。僕ぼくがコンビニで夜や勤きんのバイトをしていたときのことです。

　そこはかなり暇ひまな店で、勤きん務む時間の半分以上をバックルームで過ごせるようなところでした。

　その日もいつものようにバックルームでくつろいでいると、午前三時過ぎくらいだったと思います。一人のお客さんがやってきました。

　年は二十代の半ばほどでしょうか。ドリンクコーナーで飲み物を物色していた女性が、不意に「きゃっ」と小さく悲ひ鳴めいを上げました。

　何事かと思って目を向けましたが、特に変わった様子はなく、彼女もそのままレジに向かってきます。気になったので会計をしながら訊たずねてみると、「中で補ほ充じゆうをしている人と目が合い、びっくりした」とのことでした。

　そうだったんですか、とその場は笑って終了したのですが。

　その店、夜の時間帯はバイト一人だけなんですよね。

　つまり店にいるのは僕だけで、他には誰だれもいません。当然ながら補充をしている人と目が合うはずもなく、お客さんが帰ったあとにすぐ確認してみたのですが、やはりドリンクコーナーの中は無人でした。

　朝になり、すぐに店長に訊ねてみたものの、心当たりはないとのことでした。他に怪奇現象や実害等はなかったのでそのまま続けたのですが、数ヶ月に一度、忘れた頃に同じことが起こりました。

　以上、実体験として話すと高こう確かく率りつで信じてもらえる作り話です。

　皆さんも自分や友達の体験談としてぜひ使ってください。




　以下、謝しや辞じとなります。担当の黒くろ崎さき様、素す敵てきなイラストを描かいてくださったかれい様。おかげさまで本書を形にすることができました。本当にありがとうございます。

　そしてこの本を手にとってくださった貴方あなたへ。最大の感かん謝しやを。

　次こそは間を空あけることなく続きを出したいと考えておりますので、次巻もよろしくお願いします。


丸山英人
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丸まる山やま英ひで人と

ひきこもる素晴らしさを確認するため、ときどき山に登っています。雨も霧も平気な自宅は最高です。
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イラスト／かれい

こんな名前ですが某芋煮県の内陸側に生息。

自然がいっぱいでいいトコです、外に出ればの話ですが。

ラノベの挿絵は毎度すごく緊張しますが、これからも何とか頑張っていきたいです…！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「丸山英人先生」係

「かれい先生」係











本書は書き下ろしです。
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七しち人にんミサキも恋こいをする








丸まる山やま英ひで人と
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